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岩手大学国際交流センター報告第4号(2008.7)

移民的背景を持つ児童生徒の学習権に関する一考察

松岡洋子

岩手大学

0.はじめに

1990年の出入国および難民認定法の改定以降､日本各地において外国人の定住化が進み､これに

伴って両親のいずれか､あるいは子ども自身が外国出身の就学年齢の子どもが急増した｡本稿ではこ

のような子どもたちを､移民的背景を持つ子どもと称す｡日本では外国籍の子どもには教育の義務が課

せられていないため､外国籍の子どもの教育現場-の統合が進まず､日系人を中心とした子どもの高

い不就学率が社会問題化し､文部科学省が実態調査を行った｡また､国籍とは関係なく日本語を母語

としない子どもの場合､教育言語能力(日本語能力)や日本の学校文化に対する知識の不足､習慣の

違いなどから､学校に適応できない例が多く見られ､このような問題に対して学校も社会も十分な対応

ができないのが現状である｡本稿では､このような移民的背景を持つ児童生徒の問題について現状を

概観し､学習権の視点から課題を分析する｡

1.日本の移住社会化の現状

外国人の入国､滞在について厳しい管理体制が敷かれている日本において､ 80年代以前は地域社

会に定住する外国籍住民は特別永住者､いわゆる在日コリアンが全外国籍人口の9割近くを占めてい

た｡しかし､このオールドカマ-またはオールドタイマーと呼ばれる人口は90年代以降減少し続けてい

る｡法務省入国管理局の統計資料によると､特別永住者は1996年には約55万人であったが､ 2006年

末には約44万人に減少した｡一方､ 90年代以降はニューカマーと呼ばれる外国人が急増した｡滞在の

理由は､労働､永住帰国､婚姻などが多く､その滞在は長期化､定住化傾向が強まり､これに伴って移

民的背景を有する子どもの数も急増した｡

ニューカマーの急増は1980年代後半からのいわゆるバブル経済期に20万人以上にのぼるアジア地

域からの不法就労者の入国に始まる｡その数は法務省の取り締まり強化などにより最近は減少傾向が

続いているが､日本で出生した不法滞在者の子どもの教育を受ける権利の問題が取り上げられる例が

多く見られる｡法務省入国管理局の統計資料によると､ 2006年末現在､ 170,839人の不法滞在者が把

握されている｡

また､中国との国交が正常化されると､民間団体による中国残留邦人の帰国支援が始まり､その後

1983年に厚生省(現厚生労働省)が帰国事業を開始した｡ 1994年には帰国者の自立支援に関する法

整備がなされ､帰国者とその家族の地域社会-の受け入れが本格化した｡日中国交正常化の1972年

以降の永住帰国者総数は2007年末現在20,422名(うち残留孤児本人2,524人､残留夫人本人3,873

人)で､この中には相当数の義務教育学齢の子どもが含まれている｡最近は中国だけでなく樺太から永
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住帰国をするケースも増えている(2007年末現在で201名)｡しかし､帰国家族たちは孤児､残留夫人

本人でさえ日本語能力が不十分であり､その家族は中国人､ロシア人としてのアイデンティティを持つ､

言語､文化､習慣の異なる人々である｡そのために､就労､地域活動-の参加などの社会統合が進ま

ず､子どもたちは学校-の適応に困難をきたす例が多い｡

さらに､ 1990年に出入国管理および難民認定法(以後､入管法と略す)が改定され､血統的背景を

根拠とする日系人や､途上国出身者-の技術指導を名目とする技術研修生･技能実習生の受け入れ

が､実質的には不法就労者に代わる合法的な単純労働力の確保を目的として進んだ｡中小企業や農

水産業の現場では､雇用調整が容易で､安価な労働力を確保することによって生産現場を維持してい

る現状がある｡日系人の場合､ 3世までは定住の滞在許可が取得できるため､外国人集住地域の愛知､

群馬､静岡などでは､日本語のわからない子どもたちの存在が教育現場でクローズアップされるようにな

った｡ 2007年末現在約30万人いる日系人の約6割が5年以上在住しており､永住者のビザを取得して

いる者が約10万人いる｡

もうひとつの大きなニューカマーのグループは日本人の配偶者である｡特に日本人男性と結婚する

外国人女性が増加し､ 2007年末現在､日本人の配偶者等の在留資格で滞在する外国人は約26万人

で､中国人､フィリピン人が全体の4割を占める｡これは､ 80年代半ばに山形で始まった過疎地の男性

の配偶者として韓国､フィリピン､中国から来日する女性や､興行の在留資格で入国し日本人男性と結

婚するフィリピン人女性が増えたことによる｡結婚後､数年経過すると在留資格を定住や永住に変更す

るケースが多く､配偶者の総数は実際には40万人以上と推定される｡このような国際結婚のカップルで

は､母親が保護者として子どもの教育に参加する際に､ことばや教育に対する習慣､考え方の違いがあ

り､教育現場では配慮が求められることがある｡また､ここ数年､再婚の女性が多くなり､本国から子ども

を呼び寄せ､学齢期の子どもが日本の学校に編入学するケースが農山村部でも見られるようになって

いる｡この場合は､子どもは言語も文化も異なる存在であり､家族への統合にも教育-の統合にも苦慮

する場面が多い｡

以上のように､日系人､中国在留(帰国)邦人とその家族､配偶者､研修･実習生､不法滞在者等の

定住化が進んだ結果､日本各地の自治体では従来経験したことのない多様な問題が生じている｡それ

らの多くは､言語や習慣の違い､あるいは外国人受け入れ制度の未整備に起因する権利義務上の問

題である｡ 2001年からは外国人の集住する自治体による｢外国人集住都市会議｣が開催され､問題の

解決に向けて政府に提言を続けている｡また､政府は省庁横断的な検討組織を立ち上げ､課題-の対

応を検討し始めた｡総務省は2006年に｢多文化共生推進プログラム｣を作成し､各自治体に対して外国

人を住民として受け入れるための施策を策定するよう提言した｡また､内閣官房では｢生活者としての外

国人に対する総合的対応策｣を発表し､政府として定住化する市民としての外国人問題に対応する姿

勢を示した｡日本の人口は2005年の国勢調査段階ですでに減少が始まっており､総務省の人口動態

推計によると2050年には人口が8000万人台にまで減少するということである｡日本の経済成長､あるい

は年金等の社会福祉政策を維持するにあたってこの人口減少傾向は負の要素であり､それを補うひと

つの方策としての外国からの人的資源の受け入れは喫緊の課題となっているというのが､政府､経済界

の認識である｡先述した入管法の改定による人的資源の確保のほかにも､自由貿易協定(PTA)に基づ
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く主に東南アジア地域からの看護師､介護士の受け入れ合意がなされ､医療分野の労働力の確保が

行われる｡ 2008年からはインドネシアの看護師候補400人､介護福祉士候補600人を2年間かけて受

け入れる予定である｡自民党も外国人労働者の受け入れを前提とした移民庁の設立を提言する議員連

盟が立ち上がり､本格的な議論を進めようとしている｡今後､外国籍､あるいは移民的背景を持つ住民

が地域社会に増加することは明らかであり､それに伴う社会の変容は避けられない状況にある｡

一般的に外国籍あるいは移民的背景を持つ住民に関わる諸問題は､言語､就労､社会保障､教育

の各要素に関わる｡外国人移住者の受け入れには､同化型､分離型､統合型､多文化型のモデルがあ

り､移民国家であるアメリカ､カナダ､オーストラリアなどではこれらの問題に対して統合型あるいは多文

化型の対応を行ってきた｡一方､日本は外国人の入国を制限､管理してきた歴史を持ち､戦後､在日コ

リアンをはじめとする在住外国人に対しても同化的対応を求めてきた｡しかし､現在のように日本人人口

が減少する一方で外国人登録者数が200万人(外国人人口比率は2006年に1.63%)を突破し､移民

的背景を持つ住民が地域に定住するようになった社会では､日本でも多文化社会の形成に向けた対

応が必要になっている｡

2. OECDの学力調査分析からみた移民の子どもの言語能力と学力

経済協力開発機構(Organization for Cooperation and Development,以下､ OECDと略す)の教育研

究革新センターでは､加盟国の教育政策について分析を行っている｡最近､日本でも話題になった

PISA(Program fわr International Student Assessment)の結果分析によると､移民的背景を持つ子どもは

他の子どもと比べて成績が低い傾向がどの国でも認められている｡これは､学習言語能力が不十分なこ

とに起因すると考えられている｡ PISAの分析によると､オーストリア､ベルギー､デンマーク､フランス､ド

イツ､オランダ､スイスでは､移民的背景を有する子どもとネイティブの子どもの学力差が著しく､移民国

家で多文化社会のオーストラリア､カナダ､ニュージーランド､マカオは逆に両者の学力差がほとんど見

られない｡移民的背景を有する子どもの割合が多い移民国家のほうが､子どもたちは学校教育にうまく

統合されていることを示唆する点で両者の違いは興味深い｡これらの国々では､移民の子どもたちの教

育について特別な措置がとられており､その成果がPISAの結果に現れていることが推測される｡ OECD

は移民の子どもが言語能力獲得のためにとっている施策について､就学前教育､初等教育､前期中等

教育､移民の子どもの在籍率が高い学校に対する措置､移民の子どもの母語能力を向上させるための

教育といった項目で調査を行った｡その結果､体系的な就学前教育言語支援を実施している例はわず

かであった｡また､初等教育､前期中等教育とも学習言語が不十分な子どもに対する支援方法としては､

言語の体系的指導を伴うイマージョンプログラムが実施されるケースが多い｡日本においても､日本語

指導者がいる場合には同様の支援が行われている｡一方､学校に入る前に学習言語をある程度習得し

たほうが学習-の適応を早めるという判断から､一定期間の準備教育を行った後に､イマージョンに移

行させる教育を行う国もある｡しかし､子どもの母語保持のためのバイリンガルプログラムを国として実施

するところは少なく､学校や家庭に委ねられている｡全体的に､ PISAの得点で移民の子どもとネイティブ
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の子どもの得点差が大きい国では言語支援が体系的ではない傾向があるということである｡ 1

ドイツでは､トルコからの移民が不就学や低学力のまま放置された結果､低所得者層を再生産する負

のサイクルが社会問題化して久しい｡ドイツに住むトルコ人家族は女性が移民1世(すなわち､トルコか

ら呼び寄せられた配偶者)であるケースが多く､家庭内や近隣の生活はトルコ語で営まれる｡そのため､

子どもが学齢期になっても学習言語であるドイツ語能力不十分で､そのことが教育現場-の統合に障

壁となる｡また､ドイツのネイティブの子どもたちは初等教育入学前の5歳から幼稚園で教育を受け始め

るが､トルコ人の子どもは初等教育になってはじめて教育に参加するため､その時点でもすでに差がつ

いている｡ドイツでは初等教育の早い段階(10歳時)で基幹学校(Hauptschule-5年制中等教育) ､職

業学校(Realschule-6年制職業学校) ､進学学校(Gymnasium-6年制中等教育)の3つの進路に分け

られるが､トルコ人の子どもはその多くが基幹学校に進学し､職業訓練も受けず､進学の道も選択でき

ずに教育現場を離れるということである｡これによって､卒業後の就労の機会は限定され､低社会階層

にとどまる可能性が高くなる｡先述したようにPISAの結果で移民の子どもの学力状況が顕著になり､ドイ

ツでは移民の青少年の教育支援施策が新たに展開されるようになってきた｡ノルトライン･ウェストファー

レン州では就学前の移民の子どものドイツ語試験が試行され､学習言語が不十分と判断されれば就学

前教育を受けさせるようになった｡また､ドイツ語能力が不十分と判断された移民の青少年に対しても

2008年から実施されている改定統合コースにおいて､就労を目指したドイツ語教育プログラムの受講が

国家レベルで義務化された｡子どものドイツ語能力の向上策だけではなく､母語教育や母親に対する

教育参加支援策も展開されている2｡このような取り組みの成果は1､ 2年では現れない｡しかし､先述し

たOECDの各国の教育支援と学力との関係についての調査分析結果が示唆するように､体系的な支

援を実施することによってネイティブの子どもたちとの学力差が解消されることが期待されている｡

3.日本の外国籍の子どもの学校教育への統合状況

日本では､移民的背景を有する子どもたちの学力と学習言語能力の関係についての体系的な調査

は見られない｡ 1990年の入管法改正後に日系人の子どもが学校現場に急増し､日本語能力が不十分

なために適応できないことが問題化したことを受け､学校現場の状況を把握し､対応を検討するために

｢日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等に関する調査｣を実施しはじめた(1991年～

1999年度まで隔年､ 2000年からは毎年) ｡ 2006年9月現在の統計資料によると初中等教育現場で

日本語指導が必要な児童生徒数は22,413人で前年比8.3%増である3｡入管協会の統計資料から推測

される義務教育年齢相当の外国籍の子どもは2006年末現在で約11万-12万人､後期中等教育の学

齢相当の人口は約7万人である｡文部科学省の学校基本調査によると2006年9月現在､日本の公立

学校に在籍する外国籍児童生徒数は初等教育､中等教育合わせて70,936名(対前年度1.6パーセン

ト増加)であり､外国人学校､私立学校に通う子どもの数を含めても相当数の不就学の子どもが存在す

1詳細はOECD編卦斎藤里美監訳(2007)『移民の子どもと学力ー社会的背景が学習にどんな影響を与えるか』(明石書店)を参照のこと｡

2ドイツの移民の母親教育については､松岡洋子(2008)『移住者と受け入れ住民との多文化的統合を視座とした共通言語教育(平成15- 19年度

科学研究補助金成果報告書) 』参照0

3文部科学省HP http://-.next.go jp/b_menu/houdou/19/08/07062955/001.htm参軌
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ることが推測される｡先に述べた外国人集住地区では例えば愛知県豊田市保見地区の小学校のように

半数がブラジル人という公立学校もあり､そのような学校では自治体や文部科学省の支援を受け､日本

語を母語としない子どもたちを対象とした体系的な学習支援が行われるようになってきた｡しかし､ 2006

年の調査では､文部科学省が日本語指導のための教員の加配を認める一般的な基準である5名以上

の日本語指導が必要な子どもが在籍する学校は全体の2割であり､ 47%の学校が1名在籍という状況

で､この割合は地域差が大きい｡たとえ1校の在籍人数が少数でも､そのような児童生徒の在籍学校同

士がある程度近接している場合は､巡回指導やセンター校に集めての指導も可能である｡しかしながら､

東北などの人口過疎地域では､地理的に離れた学校に1､ 2名在籍する例が大半で､体系的に学習支

援をすることすら困難な状況に置かれている｡文部科学省が2005年から2006年にかけて主に集住地

域で不就学状況の調査を実施した結果では､全体としてはわずか1.1%が不就学という数値が発表さ

れている｡しかし､民間団体による詳細な調査によると､愛知県内では約4割が不就学という結果が示さ

れており､調査方法に課題が残る｡不就学の子どもは日本でも母国でも教育を受ける機会を逸している

ため､学習言語能力がセミリンガル､すなわち､母語も日本語も不十分な状態に陥っている例が多く見

られ､将来､限られた進路選択の機会しか得られないことが予測されている｡また､日本の公立学校-

通う場合､学習言語能力が不足したまま十分な対応が得られず､不登校傾向や､進学がかなわないと

いう例が多数見られる｡移民的背景を持つ子どもたちの教育現場-の統合は進まず､実質的な学力保

障がなされていない｡

4.日本における移民的背景を持つ子どもの学習権

一般的に､学習権の保障は､ 1)教育現場-の制度的統合､ 2)教育内容と質の担保､という2つの側

面によってなされるべきものである｡日本において子どもの学習権を保障する法的根拠としては､憲法､

教育基本法､学校教育法､民法などの国内法と子どもの権利条約､経済的､社会的及び文化的権利

に関する国際規約などの国際法がある｡日本では憲法において､教育を受ける権利と義務について規

定され､国内法において子どもの学習権は担保されている｡保護者が子どもに教育を受けさせる義務

については､民法にも根拠を求めることが可能である｡民法第820条では親権を子どもに対する監護･

教育権と定めているが､親権は単なる私権とは異なり､義務的および公的な性格を有するものである｡

この義務が誰に対する義務を定めたものかについて､ 1)国に対する義務(公法的義務説) ､ 2)子に対

する私法上の義務(私法的義務説) ､ 3)子と社会に対する義務(択衷説)とする解釈が対立している状

態である｡監護教育の方法は､原則として親権者の自由に委ねられていると考えられるが､子どもが学

齢に達したとき､小中学校に就学させ普通教育を受けさせなければならないことが憲法6条2項､教育

基本法4条1項､学校教育法22条および39条に定められているように､各種公法上の規制が存在す

る｡これらの法によって､子どもの学習権は一定の範囲で保障されていると解釈できるが､日本に定住

する外国人には学習権はどのように保障されると考えられるのだろうか｡日本人の子どもと同様に､国籍

にかかわらず子ども全体の学習権が保障されていると解釈できるだろうか｡

1980年代以前は､日本における外国人の教育問題の中心は在日コリアンの教育現場-の統合に関

わることであった｡子どもが日本にある外国人学校(民族学校)に通う場合､民族学校は各種学校として
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設置されるものが大半であるため行政からの公的助成が受けられず､保護者の教育費の負担が大きく

なる｡また､卒業後に日本の高校､大学に進学を希望しても外国人学校での教育が中学､高校卒業と

同等には扱われず､入学資格が認められない｡これについては､ 1991年の在日韓国人-の法的地位･

待遇に関する｢日韓覚書｣において､課外での母語､母文化教育の公認､日本の公立義務学校-の就

学案内の発給､教育公務員任用の国籍条項の撤廃が確認され､その後のニューカマーの子どもに対し

ても同様の措置がとられる根拠となった｡また､ 2003年に文部科学省が｢大学人学資格の弾力化を図る

ための学校教育法施行規則の一部改正等案｣を発表したことに対して､日本弁護士連合会が次のよう

な意見書を提出している｡ ｢日本国に在住するものは､その国籍や民族を問わず､個人の尊厳と幸福追

求権が認められ(憲法第13条) ､いかなる理由による差別に対しても平等のかつ効果的な保護が保障

される(憲法第14条､自由権規約第26条)｡とりわけ､民族的少数者の子どもたちは､母国語による民

族教育を等しく受ける権利が保障されなければならない(憲法第26条､自由権規約第27条､子どもの

権利条約第28条､ 29条､ 30条､社会権規約第2条､第13条､人種差別撤廃条約第2条)｡ ｣と意見を

述べている｡特に国際人権諸条約の条約実施監督機関が日本に住む外国人の教育権の侵害に対す

る日本政府-の懸念をあげ､在日朝鮮韓国人学校が学校教育法の第1条に定める学校(1条校)として

認可されるよう意見を述べている｡この大学人学資格の条件緩和は､実際は外国人学校の卒業生の入

学資格を認めるか否かを大学側の裁量に委ねたにすぎず､ 1条校と同等の地位が確保されたとは言え

ない｡さらに､実際の教育現場では､外国人の子どもの学習権が侵害されて訴訟になった例もあり4､教

育現場からの排除が公然と行われている現状も続いている｡

このように在日コリアンの教育課題はいまだに解決を見ないが､入管法の改正に伴い90年代になる

と日系人児童生徒を中心としたニューカマーの新たな教育課題が顕在化した｡日本政府は､外国籍の

子どもには日本の義務教育-の就学義務は課せられていないという立場をとっているが､ 1979年の｢経

済的､社会的及び文化的権利に関する国際規約(昭和54年条約第6号)｣の批准に伴い､規約第13

条第1項及び第2項に基づき､日本に在留する学齢相当の外国人の子どもが公立の義務教育諸学校

-の入学を希望する場合には､日本人と同様に無償の教育(授業料および教科書代は徴収しない)が

受けられる機会を保障することが義務付けられた｡この措置によって､日本に在留する外国人の子ども

たちの学習権が､教育現場-の統合という側面において､一定範囲で保障されたと捉えることができる｡

しかしながら､現実には学校教育-の外国人の子どもの統合は各教育現場で悉意的に行われ､先に

述べた日本人と同等の教育を受ける権利を有することや､それを保障する義務を教育現場が負ってい

ることに対する認識が乏しい状態が続いている｡その後､総務庁(現総務省)は､ ｢外国人子女及び帰

国子女の教育に関する行政監察｣の結果に基づき､ 1996年12月､文部省(現文部科学省)に対し､ 1)

外国人子女の円滑な受入れの促進､ 2)受入れ学校における教育指導の充実等について､勧告を行っ

た｡これは､外国人の子どもの教育現場-の統合と教育内容の対応の両方に対する勧告である｡これ

4　在日コリアン3世と4世の息子が原告となって､京都市を被告に､ 2006年2月24日に大阪地方裁判所に提訴した､ ｢京都市立近衛中学校長らが､

同校の生徒及び親であった原告らに､外国人に義務教育の権利も義務もないとし､原告が提出した退学届を受理し退学させたため､教育を受ける

機会を喪失させられたことに関して､国家賠償等を求める｣裁判o
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に対応し､文部科学省は外国籍の子どもの学校での教育について調査研究および教材･カリキュラム

開発､教員の配置などの事業を展開してきた｡総務省はさらに､ 2003年8月に｢外国人児童生徒等の

教育に関する行政評価･監視結果に基づく通知一公立の義務教育諸学校-の受入れ推進を中心とし

て-｣で文部科学省に対して意見書を提出している｡ここには､ 1)外国人の子どもに対する就学案内

(就学案内の多言語対応状況､市町村転入時の保護者に対する就学意思の確認業務など) ､ 2)就学

援助制度の活用(保護者に対する就学援助制度情報の入学前周知など) ､ 3)日本語指導体制が整備

された学校-の受け入れ推進(授業時間中や放課後等の多様な形態による日本語指導､通学区の制

限を受けない弾力的な通学学校の決定など)について通知されている｡文部科学省では､現在､外国

人の子どもの教育について｢帰国･外国人児童生徒教育の充実｣事業として､調査研究､人材育成･研

修､教材開発､私学助成､検討会の設置､多言語による就学案内作成等の事業を展開している｡その

成果は主に外国人集住地域の学校等において積極的に活用されるようになってきたが､散在地域では

情報の存在そのものが学校現場で認知されていない例も多く､学校に突然転入学してくる日本語能力

の不十分な子どもの対応に現場は苦慮しているのが現状である｡このような現場の混乱について小規

模な町村や学校では通訳や日本語指導などをする地域の人材を活用するため緊急予算措置がとられ､

子どもの学習権が財政面でも保障されることがあるが､受け入れ校の校長の判断による悉意的な側面

が大きい｡中規模以上の自治体では受け入れに当たって予算措置がなされるケースは少なく､民間の

ボランティアによってかろうじて子どもの学習権が維持されていることが多い｡さらに､日本国籍ではある

が学習言語能力が十分ではない子どもの場合､学習不振の原因が学習言語の不足にあることすら見

過ごされることが多い｡例えば､両親､あるいはそのいずれかが外国出身者の日本生まれの日本国籍

の子どもの場合､生育環境によっては学習言語能力が十分ではないことがあるが､学校現場にはその

ような状況に対する知識が乏しい｡先に述べたOECDのいくつかの加盟国で取られているように､移民

的背景を持つ子どもの学力の現状を分析し､必要な教育支援施策をとるべき時代が日本にも訪れてい

ることを認識すべきである｡さらに､母語･母文化教育については日本の教育現場で対応している例は

非常に少ない現状にある｡子どもが両親から受け継ぐべき言語や文化について公教育の教育現場で

は保障されることがなく､これを望む場合には､保護者の努力によって課題活動として実施するか､外国

人学校で教育を受ける選択しかない｡しかし､外国人学校は先に述べたように普通教育としての地位が

確立されておらず､公的助成も受けられない｡これは､日本が批准している国際条約に照らし合わせて

も権利が十分保障されているとは言えない状況と言える｡

5.今後の課題

2007年には教育基本法が改正され､ ｢国民｣教育が強調されるようになった｡憲法をはじめ国内法に

規定される｢国民｣が日本国籍保持者を示すという解釈が一般的であるが､現在は日本国籍を持つ｢国

民｣でさえ､多様な文化背景を持つことが珍しくなくなっている｡ここ数年目立つ例としては､先にあげた

日系人や､外国人配偶者､さらに､インド人の情報技術者が家族単位で日本に帰化永住するケースが

ある｡しかし､インド人の場合は､子どもの教育を日本の公教育には任せず､インド人学校でインド流の

高レベルな教育を受けさせる例も多い｡以前からアメリカのインターナショナルスクールに子どもを通わ
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せる富裕層が日本人家庭にも存在したが､最近では日本人のネイティブの子どもたちをこのようなインド

人学校や中華学校に通わせ､バイリンガル教育を受けさせるケースも少なからず見られるようになった｡

教育の多様化はこのような形で日本においても進行しているが､高い教育費を負担できる階層の子ども

たちだけが享受できるものにすぎない｡公教育においても狭義の｢国民教育｣ではなく､多文化社会を

担う人材育成を目指し､移民的背景を持つ子どもたちにもネイティブの子どもたちにも共に基本的な学

力と文化の多様性が保障される教育が進められるべきである｡今後は､どのような法による規定が欠如

しているか､現行法で可能な施策とは何か､という課題に対して､国籍､両親からそれぞれ与えられた文

化的言語的背景､在留資格､経済状況などさまざまな側面から法的地位と学習権の関係を明らかにし､

課題解決に向けた法的検討を継続させる｡
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留学生獲得に向けた岩手大学国際交流センターの戦略

尾中夏美

岩手大学国際交流センター

1.留学生獲得のための活動の背景と目標

本学-の留学をめざす留学生の窓口として､岩手大学国際交流センターの活動の中で重要な仕事

のひとつは､優秀な留学生の獲得である｡現在本学には20カ国余りから約200名の留学生が在籍し

ているが､その大半が私費の留学生である｡

中曽根政権の時に掲げられ2003年に達成した｢留学生10万人計画｣のあと､今年から福田政権に

よる｢留学生30万人計画｣がスタートした｡大学に進学を希望する18歳人口の減少に伴う受験者数の

減少､定員割れ-の対応策のひとつとして､少しでも優秀な留学生を獲得することが重要課題である｡

そのような留学希望者に本学の情報を知って進学希望してもらえるように､本学の存在を認知してもら

いさらに本学の持つ特徴についで情報を提供する必要がある｡

これまで岩手大学は､他の多くの地方国立大学と同様にほぼ国内のみでしか知名度がなかった｡

本学を卒業したある大学院の国費留学生から以前以下のようなことを言われたことがある｡ ｢岩手大学

で博士課程を修了できるのは大変嬉しいけど､このことを友人などに言っても､ 『そんな大学は聞いた

ことがない』としか言われなく､悔しい思いをする｡もっと知名度を上げて欲しい｡ ｣知名度の低い大学

には留学希望者が集まりにくく､そのことにより受験希望者のレベルが低レベルに抑えられ､大学とし

ては優秀な学生を選びにくくなる｡また､地方にあるということで､大都市圏にある大学に比較して学術､

教育レベルについても誤解を生じやすい｡そこで､国際交流センターの留学情報発信は､まずは岩手

大学の名前を広く知ってもらい､将来受験するかもしれない候補として関心を持ってもらうことを当面の

目標とした｡

2.日本留学フェアの主旨と岩手大学のこれまでの参加状況

独立行政法人日本学生支援機構(JASSO)は日本-の留学を促進するための情報提供活動の一環

として､東アジアを中心とする各国で日本留学フェアを開催している｡大学が単独で進学説明会を開

催するのは経費面などから見ても難しいが､この留学フェアに参加することで､日本-の留学を希望

する学生及びその保護者が大都市圏では数千人規模で訪問することから､来訪者にとっては大学関

係者から直に情報を入手でき､大学側としては留学希望者に大学の魅力を直接訴えることができるの

が利点である｡一方､北米と欧州で実施される留学フェアは､大学関係者が集う国際教育学会の会場

に設置される展示会場での情報提供であり､主たる目的は協定大学の発掘と情報収集､ネットワーク

の構築である｡表1はこれまで岩手大学として参加してきた日本留学フェアの一覧である｡
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表1日本留学フェア参加実績

参加年度 們�邵ﾙ��&闔b�78�9kﾂ��

2001年度 �48986�6ﾈ5h4��5x884ｨ8ｸ5笞H7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��4�4�8�8ｸ987h�ｸ8ｲ��

2002年度 �5�42�6�985(4笞H7�6x6�8��7ｨ�ｸ6�7�92��

2003年度 亊異��5ﾈ4X8ｲ唏5�42�6�985(4竰�

2004年度 亊異�茜亥*H5ﾈ4X8ｲ唏5�42�6�985(4竰�

2005年度 冉ｹ¥B噂Hﾙ�ｨ5h4�6x8ｲ唏ｭ異�茜亥*H5ﾈ4X8ｲ唏�(�"�7ﾈ�ｸ8�986Κ4�8�4�7B��

タイ(バンコク) 

2006年度 冉ｹ¥B�4ｨ6�5�8(986x8ｨ4��ｸ8ｲ唏ｭ異�茜亥*H5ﾈ4X8ｲ唏�(�"�5�485Κ6��ｸ5ｸ8ｲ��

タイ(チェンマイ､バンコク) 

2007年度 冉ｹ¥Bｉ¥Hﾙ�ｨ7�6ﾈ4�7ﾈ8ｨ5ｚHｭ異�茜亥*H5ﾈ4X8ｲ唏5�42�6�4h987ﾘ4:H6�985(4竰�

ベトナム(ハノイ､ホーチミン) 

日本留学フェア-の参加に際しては､合わせて現地の日本語教育機関や日本語教育を実施してい

る現地の大学への訪問なども行って情報収集とともに岩手大学の情報提供なども行ってきた｡

3.日本留学フェアでのこれまでの取り組みと見えてきた問題点

日本留学フェアの岩手大学ブースは｢いつも人垣ができている｣と評されるほど来訪者が多い｡勿論､

海外での知名度が抜群の超有名大学には､担当者と話すための長蛇の列ができているが､周囲の驚

きは全国規模で有名とは言えない地方の-国立大学なのに､である｡ブースの様子など他大学担当

者からよく｢参考にしたいので｣と撮影させて欲しいとの依頼があった｡最近はだいぶ改善されてきたも

のの､せっかく費用をかけて参加しているのにほとんど学生が集まらない大学ブースが多く､ ｢営業活

動｣の意味が理解されていない現状を目の当たりにした｡以下､本学として重点的に取り組んできた項

目である｡

1) pRのために大学名の入った法被を着る

大学名をとにかく覚えてもらい､ ｢知っている大学｣になるために担当者は大学名入りの法被を着

用した｡最初は別部局の法被を借用していたが､のちに留学フェア用法被を調達した｡最近で

は同じような法被を着る大学がかなり増えた｡

2)名刺には担当者の写真をつける

フェア-の来訪者は本学以外にも多くの大学ブースを訪れで情報収集する｡そのような状況で
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岩手大学を覚えてもらうためには担当者を覚えてもらうことが第一歩である｡フェア会場で集めた

数十枚の名刺すべてを学生がはっきり記憶することは難しいであろう｡名刺に写真をつけること

で､記憶が鮮明になり､自分が担当者とした会話の内容を思い出す手がかりになることが期待で

きる｡

3)担当者をできる限り固定化する

海外出張がいわゆる｢ご褒美｣的な扱いをされる場合､フェアごとに違う担当者が十分な引継ぎ

もないままに参加し､フェアが十分に生かされないことがある｡本学としてはノウハウを蓄積する

意味にも担当者をすっかり入れ替えるということはせず､経験が継承されるようなシステムで対応

している｡

4)資料はできる限り現地語で準備する

｢岩手大学-ようこそ｣と現地語で書いた横断幕がかなり目を引いた｡最初は現地語で記載した

両面1枚ものの大学概要しか用意できなかったが､徐々に学部構成､学部案内と現地語での情

報提供を充実していった｡多くの大学は英語での資料と日本語の膨大な資料を渡す傾向が強

いが､保護者の理解を得るためには現地語で書かれた基礎資料が重要な鍵を握る｡

韓国語表記の大学概要

巨･･･; ≡1 . ､-I

コ蔓延申:tt官耶由軍政簸嘘-

★ 'ol斗Ellql亘Ml tq胡Al･

号習q可召oJ -01年qtflii.lT.き-oj苫･吾号司当01斗qヨq -司司可il OJや

eTtl. -oJ昔々司ヰ現-正号%lT.辛∴官幣七草宇月{4刀卜雪辛7r空司令,

司ol oJ昔tlq.oJ昔.叶司卑甲早年_正号可辛叩き句.L朋ol i!司司01キ

oJ五号腎早年吉榊1三月^11耳召斗tllT'AT-耳召01空司ヨol oJ音り-

q_号僧幸吉olf6300 TSoltq. 31 JR青空王子El阜19T T3月昔雪増oIJ

沖IヱOJ昔tlq∴瑚瑚10瑚ii. 40刀円ql卑正斗一正青一望召喜一望み

olA1号瑚丘青書･雪聖者ト音にLOJ昔11亡しか

★　01年Ellql亘!可司朴

01年qtfl萱ITol土用SL正空き01叫瑚召　旦司旦7T･Al古書召qil elf 500 71呈号雪印oJ五言号

^.=Iそ咽三主旨2.1171 50昔召召tltL jl昔叩き一昔01曽01ヱ_吉il雪空呈土ヲ1号言召手OJ三Pl

斗召oト音羊苧･空oJtltLu中一

〔コ<)

★　-雪呈二塁量∃慧`E

･ -･% oJ昔AT-司卑?.lr阜じ

L>1　11_　て11　舌L ll　:泊･　dt7Ld tJ ll乱::コA jd]TF11台t.::コ　▲
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タイ語表記の入学案内

･JTI-i r-ll I･.n品n LnlH I- ;urn nTtluIIJIItil■u lul'_1

1

川tJ･1,ふIli血…山仙j'T )-iiILILJrb'1'i'lylLJu ;. LidJiや卿;Ji A;: ∂?iI.17 ;,11帖Ili ∴;Ji. ri/..1･ 1
L-　　r

5)卒業生を積極的に活用し現地語で対応する

韓国でのフェアでは朝鮮語を母語とする本学卒業生の事務職員が参加することで､直接情報提

供した｡また､マレーシア､インドネシア､タイ､ベトナムでは卒業生に通訳をお願いして対応して

きた｡卒業生の場合､自分の体験談も交えながら説明してくれるので説得力が大幅に増す効果

が期待できる｡タイのフェアにおいて協力をお願いしている卒業生には､岩手大学の担当者とし

ての名刺を作ってフェアの時期以外でも現地での相談窓口をお願いしている｡留学希望者にと

っては母語で様々な相談ができることが大きなメリットとなっている｡

日本留学フェアの会場では参加大学の一覧表が配られ､それぞれの大学の学部構成や奨学金の

有無などがひと目でわかるようになっている｡渡目前入学許可についても多くの学生が関心を示して

いて問い合わせも多い｡岩手大学では工学部のみ実施している｡国によって学生に期待できる日本

語のレベルが異なるため､母国から日本の学部-の直接入学は考えにくいところもあるので､一概に

渡目前入学許可の是非は決められないが､大学院進学希望者の場合､研究生としての渡日がスムー

ズに進みやすい｡フェアで履歴書類､成績表など一通りの書類を持ってきた有望な学生に出会った場

合には､その学生に自分の志望動機などについて日本語､または英語で話す場面を動画で記録して

いる｡担当者の帰国後､受け入れ候補の教員に書類一式を渡すときにその動画も見てもらい､今後電

子メールでその学生と連絡する上での一助としている｡

このように海外で留学生のリクルート活動を進めていくと､課題も見えてくる｡一番大きな問題は､岩

手大学のホームページの英語ページの充実が大変遅れていることである｡海外からウェブを閲覧する

場合､英語のアルファベットはほぼ問題ないが､日本語の文字は文字化けで読めない場合が多い｡英
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語で記載されている情報量が限られている上に､リンクが切れていて表示されないなどのトラブルも見

受けられる｡さらに､大学院進学希望者が指導教員の専門を検索しようとする場合に､英語での研究

内容の記述がない場合が多く､フェア参加者から指摘を受けることがあるので､早急に改善が求めら

れる｡

4.国際交流センターとしての取り組みと今後への課題

海外でのリクルート活動と国内での活動を効果的にリンクさせるために､国際交流センターではセン

ターのウェブページの多言語化を図ってきた｡現在｢やさしい日本語版｣を含めて10言語で対応して

いる｡翻訳にあたっては留学生をアルバイトで雇用し､ウェブページに関しては工学部院生の協力を

得て外国語が文字化けしないようなプログラムを開発してもらった｡

日本留学フェアで出会った学生が東京の進学説明会に訪れたり､日本語学校で進学準備を進めた

りする可能性が高いので､留学生-の情報提供も国内と国外でスムーズにつながるように､互いをリン

クさせながらフォローアップにも今後さらに力を入れていきたい｡

また､経費にも限りがあるので､私費正規留学生のリクルートについては富裕層の子弟が留学するタ

イ､日本語熱が高いベトナム､日本語能力が高く教育熱心な韓国の3つの重点地域に当面集中して

対応していきたいと思う｡全体としての考え方は次ページのチャート1の通りである｡

(文責:尾中夏美)
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チャート1

日本留学フェアと国際戦略

中期計画:高等教育を通じて国幹貫献に寄与するため､アジア･アフリカはもとより､広く世界から留学生を受け入れるA京:I:溌根気ノ許離蜜潮路驚き男爵絹製無鯵･鰯東湖
■■

中期計画‥国際交流協定大学との交換官学を促進する｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴∴ .‥..惑

NAF SA

･5月に北米で開催｡岩手大学のブースを

JASSOの時間割り当てブースに展示

･参加者は高等教育担当者

･協定大学の担当者との打ち合わせ

･日本の大学との学術交流や学生派遣を検

討している大学を新規に開拓

･欧米の高等教育機関の動向についての情

報収集

■■

■

lll　■

I

■

l

二

l

i

:　‥__｣

■　■　●　●　■　■　■ l

+　　■　　+

･学生交流促進のための支援金の

確保に努める

･相手大学に対して岩手大学の情

報提供をする(英語ウェブの更新)

日本留学フェア(韓国)

･9月に開催(ソウル､釜山)

･参加理由:日本語レベルが高く

親が教育熱心｡経済的に安定

･参加目的:知名度向上､情報提

供

･帰国後韓国語で追加情報提供

･協定大学や研修受け入れをして

いる大学関係者と打ち合わせ

日本留学フェア(タイ)

･11月に開催(チェンマイ､バ

ンコク)

･参加目的:知名度向上､情

報提供

･参加理由:十分な経済力の

ある家庭の子弟が希望する

･大学院生受け入れ実績あり

･卒業生が当日の通訳及び

岩大オフィスでサポート

進学説明会

･東京､大阪で開催される説明会

に参加

･大学の魅力を再度pR

日本留学フェア(ベトナム)

･11月に開催(ハノイ､ホーチミ

ン)

･参加目的:知名度向上､情報

提供

･参加理由:日本企業の投資が

増え今後日本留学希望者増
加が見込まれる

･卒業生が当日の通訳でサ

ポート

･日本政府がODAで千人を工

学部博士課程に受け入れる方
針を表明

日本語学校への情報提供

･/有5本を中心にスノ試卯

_資料送付

･ノ大㌧≠ lr雌ン野あ

^#耕ま未対応項目､下線付き太字は対応不十分のため今後の課題を示す
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岩手大学国際交流センター報告第4号(2008.7)

岩手県における外国人人材の活用

早川　智津子

岩手大学

1.はじめに

21世紀に入り､わが国は人口の少子高齢化及び社会経済のグローバル化を背景に､外国人の

受入れをめぐる議論が活発になっている｡

そこで､岩手県についてみると､人口減少及び高齢化の進展は､全国的な平均よりも速いペース

で進んでいるといわれており､とりわけ､産業の担い手である労働力人口の減少傾向は､この地域の

産業振興及び地域づくりの将来展望に危快を与えるものとなりつつある(図1参照)0

また､地域産業は､中国など周辺のアジア諸国の経済発展に伴い､競争力のある国際協調的な

グローバル戦略を模索すべき時期にきている｡

本稿では､わが国及び岩手県の外国人をめぐる現状､法制度と最近の議論を概観したうえで､岩

手県における｢産業振興も含めた地域づくり｣ないし｢産業のグローバル戦略｣のなかで､外国人､す

なわちグローバル人材の活用をいかに図るべきかについての提案を試みることとしたい1｡

図1わが国及び岩手県の人口の推移(推計)

岩手県
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【出典】国立社会保障.人口問題研究所『日本の都道府県別将来推計人口』(平成19年5月推計)表1将来の都道府

県別人ロ.表2都道府県別､年齢(3区分)別人ロおよび割合(http://www.ipss go.jp/pp-fuken/i/fuken2007/suikei.htrnl)

をもとに作成｡
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2.わが国及び岩手県における外国人の現状

2.1わが国の状況

2007(平成19)年末の現在におけるわが国の外国人登録者数2は､215万2,973人に達し､わが国

の総人口(1億2,777万人3)の1.69%を占めるに至っている4｡

わが国に滞在する外国人は､1969(昭和44)年以降連続して増加し続けており､その数は､1997

(平成9)年を境に､岩手県県民の人口を上回るほどの規模に成長している(図2参照)｡

また､国籍別でみると､中国(606,889人､全体の28.2%を占める)が初めて1位となり､次いで､韓

国･朝鮮(593,489人)､ブラジル(316,967人)､フィリピン(202,592人)､ペルー(59,696人)､米国

(51,851人)､その他の順となっている(図3参照)o

これを在留資格別でみると､｢永住者｣5が初めて1位となり､次いで｢特別永住者｣､｢定住者｣､｢日

本人の配偶者等｣､｢留学｣､その他の順となっている(図4参照)｡

わが国に滞在する外国人の特徴をみると､｢特別永住者｣と｢永住者｣を合わせた､永住資格のあ

る外国人が40.4%を占め､これに､｢定住者｣､｢日本人の配偶者等｣を合わせると､外国人登録者数

全体の64.8%を占めている｡他方､専門的職業に該当する在留資格､たとえば､｢人文知識･国際業

務｣(61,763人)や｢技術｣(44,684人)などは増えてきているがその占める割合は高いとはいえない｡

図2わが国の外国人登緑者数の推移
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【出典】全国の外国人登録者数の推移及び総人口に占める割合については､入管協会『在留外国人統計平成19年

度版』(入管協会､2007年)③頁､及び法務省入国管理局｢平成19年末現在における外国人登録者統計について｣(平成

20年6月) (http://www.mqj.goJp/PRESS/080601-1.pdf)参照｡岩手県人口については､岩手県人口移動報告年報(岩

手県公式ホームページhttp://www3.pref iwate.jp/webdb/vleW/outside/sl4Tokei/top.html)第4表参照｡
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岩手県における外国人人材の活用

図3外国人の滞在状況(国籍別)

2,500
千人

1 997年　1 998年　1 999年　　2000年　　2001年　　2002年　　2003年　　2004年　　2005年　　2006年　　2007年

【出典】法務省入国管理局｢平成19　年末現在における外国人登録者統計について｣(平成　20　年　6　月)

(http //www mqj gojp/PRESS/080601-1 pdf)参照｡

図4わが国の外国人の滞在状況(在留資格別)

【出典】法務省入国管理局｢平成19　年末現在における外国人登録者統計について｣(平成　20年　6　月)

(http://www.mqj.goJp/PRESS/080601-1.pdf)をもとに作成｡
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わが国の大学など高等教育機関に受け入れられている外国人留学生についてもみておきたい

(図5参照)01998(平成10)年には､5万人余りであった留学生は､その後､増加し続け､2005(平成

17)年､12万人を超えた(各年5月1日現在の留学生数)｡しかし､翌年2006(平成18)年になると12

万人を割り込み(117,927人)､2007(平成19)年も微増に留まったことから(118,498人)､アジア等から

の留学生の日本離れを懸念する声も一部から挙がっている6｡

2007年5月1日現在の留学生数を国籍別でみると､中国が71,277人(60.2%)と最も多く､これに

韓国(17,214人)､台湾(4,686人)の留学生を合わせると､全体に占める割合は78･7%となっている70

図5　わが国の外国人留学生数の推移(各年5月1日現在)

lll 留学生級数 l 劔I l'u � 鳴�GD$｣唐�ﾂ�

ノ窄 剿�H.苫ー7脚l 

^苛 �,=mT-忠 剽D�ﾄ#r�
岬 ′ 僮LI& �� �� 

｢け 訂���免ﾂ�錚9z�xｹｹ=b�剪�
′ �� �� �� 

wX:- � �� �� �� 

nJL一日 �$�ｷR�喝75Zi 51 � �� �� �� �� 

.Ⅶ鼠耶 

1顔打 ��8��ﾂ�R粐ｹ'��劔�ﾈｨVﾒ�jh����刪齊闥@ 刪齡ﾓ �� �� �� �� 

射.En ������霆ﾒ��ﾂ��6ﾃswB� �� �� 段�#2ﾖ�� �� �� �� �� �｣��

郷 JLtyJ- 剽E4､ﾇﾒ� �� �� �� �� �� �� ��国井留学. 1乳∝古曲1 僊 ー紳 ��

1 #.. 剽D�自?｣����������一一_7EH �� �� �� ���ｧ��?き羽 �ｨ�����ｲ�一J一凸 �､｣3��一丁7- 版r�LIT) 冕b�17d 劔I 

畠 薄ﾆﾂ� �� �� �� ��l空 幡ｩ���1.那 ��1▲い 牝i���Wi7 帝¥r�'曾⊥■↓___+2.Ill - ��

ぼ罷㍗SD'メ~亀EGfE8準舶23`5島78尊をaa.u∋∋‡.≡琵3最,.73B博消しま 

【出典】日本学生支援機構｢平成19年度外国人留学生在籍状況調査結果J(2007年12月)

(http･//www.lasso.go.jp/statistics/intLstudent/dataO7.html) 1頁より引用｡

2.2岩手県の状況

岩手県における外国人登録者数をみると､2006(平成18)年末現在で6,636人であり､1996(平

成8)年末の3,085人に比べ約2倍余りになっている(図6参照)8｡これら県内在住の外国人は､

広大な面積の岩手県のなかで分散して居住している(表1参照)｡なお､岩手県の独自の調査による､
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岩手県における外国人人材の活用

2007(平成19)年9月分の外国人登録者数をみると､ 6,457人となっており､ここ数年の増加傾向

に反し､やや減少を示している｡減少がやや大きい地域は､盛岡市(2005(平成17)年末1,419人

-2007(平成19)年9月分1, 287人)､北上市(同期525人-432人)となっている｡一方､北上

市を除く､県南地域は､一関市､奥州市､花巻市など､概ね増加傾向を示している.

これを国籍別でみると､中国人の外国人登録者数は年々増加しており､2006(平成18)年末で

2,939人であり､県内在住の外国人に占める割合も44.3%と高い比率を占めている(同図6参照)0

また､県内在住外国人を在留資格別でみると､｢日本人の配偶者等｣が最も多く(1,210人､18.2%)､

次いで､｢永住者｣､｢特定活動｣(技能実習生などが含まれる｡)､｢特別永住者｣､｢研修｣､｢定住者｣､

その他の順であった(図7参照) 9｡このうち､永住資格を持つ者(｢特別永住者｣及び一般｢永住者｣)

が29.2%を占めており､これに｢日本人の配偶者等｣や｢定住者｣(上記の国籍別傾向からみて､フィリ

ピン等からの日本人の配偶者や､日系ブラジル人の多くがこれらのカテゴリーに該当していると考え

られる｡)を加えた四つの在留資格の外国人が全体の57%を占めているo

以上のことから､岩手県在住外国人の特徴をみると､永住資格を持つ者及び､日本人の配偶者

など定住を予定する外国人が多いことが挙げられる｡

また､2007年5月1日現在の岩手県の外国人留学生数は350人であった(図8参照)100

図　6岩手県の外国人登緑者数の推移(国籍別･年末現在)
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【出典】 1999年までの数字は､岩手県(地域振興部文化国際課)｢岩手県国際交流･協力計画｣(2001年3月策定)6頁参

照｡ 2000年～2005年は､岩手県NPO国際課ホ-ムページhttp･//www.pref iwate,jp/～hpO31 2/tokei/top,html参照｡ 2006

年は､入管協会『在留外国人統計　平成19年度版』(入管協会､2007年)48-63頁を参照｡
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表1岩手県の外国人登録者の分布状況(平成19年9月分)

市町村名 呈致��B�市町村名 ��ﾙ�B�市町村名 ��ﾙ�B�

県計 澱紊Sr�岩手郡 �3C��気__仙郡 �3"�

市_那___計 填����u��翠_石_町 田��住....田__..町 �5�"�

郡部_.計 ���3���葛_巻町 岩手町 �����3r�

上聞伊都 鼎��
市部 盛同市 店�s�Sb���ﾃ#ビ�清沢村 ��32�大槌町 鼎��

紫波都 �#���

宮古市 大船渡市 ��#��#s��紫波町 �����下閉伊郡 ��#"�

花巻市 鼎C"�モrT]町 涛"�山EEl町 田��

北上.市 滴��"�刳竦�ｬ �3��

久慈.市 遠野市 �#�r�����和賀郡 �#��田野.畑_村 立丘 湯�

-__闇市 陸前高白市 釜石市 ~市 �.�����#���Cr�西和賀町 �#��日代相 川.井村 �"��"�

胆沢郡 涛2�九戸郡 �##��

-戸 八幡平市 ��cb��S��金ヶ崎町 涛2�軽米町 塔��

奥州市 鉄s��剿�c村 九戸村 �#"�#B�

酉磐井郡 平泉町 ��2�

13 况ﾙnﾂ襄�"�94 

二...._チ__那 免ﾅ�"���"�

東磐井郡 塔��

藤沢町 塔��TF町 

【出典】岩手県人口移動報告年報｢外国人登録数｣(岩手県ホームページ

http･//www3･pref･iwate･jp/webdb/view/outs.de/S14Tokei/top htmr)平成19年9月分の表参照(県調べ) ｡

図7岩手県の外国人登録者の在留資格

数値は平成18年末の外国人登録者数に基づく.

【出典】入管協会『在留外国人統計平成19年度版』(入管協会､2007年)64-67頁をもとに作成｡
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図8岩手県の外国人留学生数の推移
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【出典】 1999年までの数字は､岩手県(地域振興部文化国際課)｢岩手県国際交流･協力計画｣(2001年3月策定)14頁

参照｡2000年以降は､岩手県留学生交涜推進協議会事務局編･留学生いわて20号(2007年12月)25頁参照｡

3.外国人をめぐるわが国の法制度

以下では､外国人をめぐるわが国の法制度について概観する11｡

3.1入管法

わが国の外国人をめぐる法律の最も主要なものが､｢出入国管理及び難民認定法｣(以下､｢入管

法｣という｡)である｡同法上の外国人の取扱いについて､簡単にみておきたい｡

(1)在留資格制度

入管法において､外国人の入国･滞在に関する基本的な概念は､在留資格である(表2参照)｡入

管法上､外国人は､原則として､一定の在留資格を有している場合に限り､わが国-の入国･在留が

藷められ(2条の2､ 7条1項2号)､更新の許可があった場合(21条)を除き､許可された在留期間を

超えて在留することはできない｡また､その在留資格によって認められていない報酬等を受ける活動

を行うことはできない(19条)0

(2)不法滞在･不法就労の防止

在留期間の更新の許可なく､在留資格により与えられている在留期間を超えて滞在する不法残

留者数は､2008年1月1日現在で､約15万人弱とされ､これに不法入国者等の推定数3万人を

加えた､わが国の不法滞在者は17万人台とみられている12｡

適法な在留資格を持たず就労することのできない外国人が就労した場合は､不法就労として､退

去強制の対象となる13ほか､3年以下の懲役･禁鍋､300万円以下の罰金が科せられる(入管法70

条)｡また､そのような外国人を就労させた事業主等は不法就労助長罪の対象となる(同73条の2第
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1項｡3年以下の懲役､300万円以下の罰金が科せられる)o

表2在留資格一覧

･瀬薮朝雄みなも蟻替蜘一一二 ����戟常できない 俤ﾙz��ｦ仗R簽ｲﾘ��ﾒ��2�～大臣琴....秦野._.-:- 
-/=1-.三凍鰍樹立に藩裁き圭 鎚v������ⅲ褪餃ｸｧxﾆ��b�蓬潜演格~_ 鍔�ｨ蒔I�ﾉW霽ﾂ�-ﾉ7���ﾅﾂ��

永僅者 丶���投資ー経営 �<�.葵�:��文化活動 凛�r�

日本人の 配偶者等 佰iw��法律. 会計業務 ��短期滞在 ��ｩm韜｢�

研帽 永住者の 配偶者等 仆8��医療 

家族滞在 
定住者 佗ﾈ���研究 

宗教 仆8屍�

報道 亰ｨ���

人文知識. 国際業務 

企業内転勤 

興行 

技能 

※　入管特例法上の｢特別永住者｣も就労制限なし

※ただし､ ｢留学｣､ ｢就学｣､ ｢割絹在｣琴は､資格外活軌の許可を受けた場合､一定限度の就労可能｡

3.2外国人登緑法

外国人登録法(以下､｢外登法｣という｡)に基づき､外国人は､居住地の市区町村14で外国人登録

の申請が義務づけられている(外登法3条)15｡登録により外国人には､外国人登録証明書が交付さ

れる｡

居住地､在留資格など､登録事項に変更がある場合には､外国人は変更登録申請を行うことが

義務づけられている｡また､一定期間ごとに市区町村長に対し､登録事項の確認を申請することが

義務づけられている(外国人登録証明書の切替えが行われる｡)｡

以上の外国人登録制度であるが､外国人が個人単位で管理されているため世帯で把握すること

が難しいことなど制度上の不備のために､外国人の子供の就学状況や､国民健康保険などの加入

状況の把握ができないなどの問題が生じており､｢外国人集住都市会議｣等から外国人登録制度

に代わる外国人の在留管理制度を求める提案がなされていた16｡

これを受けて､閣議決定｢規制改革推進のための3か年計画｣(2007年6月22日､2008年3月

25日改定)において､外国人登録制度を見直し､遅くとも平成21年通常国会までに関係法案を提

出するとの内容が盛り込まれ､総務省及び法務省は､外国人登録制度を廃止し､日本人の住民基

本台帳と同様の台帳制度に再編し､外国人に対しては外国人登録証明書に代わる在留カードを

発行する方向での調整を行っている17｡
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3.3改正雇用対策法

外国人の就労の適正化を図る法律として､代表的なものが､2007(平成19)年に改正された雇用

対策法である｡同改正は､事業主に対しても､その雇用する外国人の雇用管理の改善に努めるとと

もに､本人の責めに依らずに解雇した外国人の再就職の援助の努力義務を定めている(8条)0

また､同法9条に基づき､従来の｢外国人労働者の雇用･労働条件に関する指針｣に代わる｢外

国人労働者の雇用管理の改善等に関して事業主が適切に対処するための指針｣18が策定された｡

加えて､従来の外国人雇用状況報告制度に代わる､外国人労働者の雇用状況の届出制度が導

入され､外国人労働者を雇用するすべての事業主に外国人労働者の雇用状況の届出が義務づ

けられた(同法28条1項･附則2条1項､雇対則10-12条｡罰則は､法38条｡)0

4.外国人をめぐる議論

以下では､外国人をめぐる議論として､国レベルの受入れをめぐる議論と､総務省主導のもと地

方自治体と地域住民など官民一体で行われている多文化共生推進事業について､紹介していく｡

以上の外国人に係る全体的な議論のほか､個別の議論としては､経済連携協定(EPA)締結を

通じての看護師･介護福祉士の受入れをめぐる議論19や､外国人研修･技能実習制度の改正をめ

ぐる議論20､外国人留学生人材の活用をめぐる議論21などが､話題になっている｡

4.1わが国の外国人受入れをめぐる議論

1990年の入管法改正以降､外国人労働者の受入れ方針については､第1次出入国管理基本

計画(1992年)において､専門的技術等の分野の人材は可能な限り受け入れるが､いわゆる単純労

働者の受入れに関しては慎重に検討していく､との方針が示され､その後の第2次出入国管理基

本計画(2000年)､第3次出入国管理基本計画(2005年)においてもこの方針はおおむね堅持され

ている｡

最近の議論では､内閣府の経済財政諮問会議労働市場改革専門調査会｢労働市場改革専門

調査会第2次報告｣(2007年9月21日)が､労働市場に悪影響を与えないことを確認したうえで新

たな在留資格での外国人労働者の受入れについて検討すべきとの提言を行っている22｡

さらに､閣議決定｢規制改革推進のための3か年計画｣(2007年6月22日､2008年3月25日

改定)において､在留資格に係る要件の緩和等の計画等が盛り込まれている0

4.2　多文化共生の推進

地方自治体の行う外国人住民施策(多文化共生施策)としては､南米からの日系人が集住してい

る都市が参加している｢外国人集住都市会議｣(太田市､大泉町､豊田市､浜松市など会員23都市

及びオブザーバー2都市)や､県レベルの｢多文化共生推進協議会｣(群馬県､静岡県､名古屋市な

ど5県1政令都市)の取組みが最も盛んであり､共同宣言等を通じて､国の施策に対する提言など

を行っている｡
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また､総務省は､地方自治体の多文化共生施策を推進するため､｢多文化共生の推進に関する

研究会報告書｣(2006年3月)をとりまとめ､多文化共生推進プログラムを提唱した｡同プログラムは､

①コミュニケーション支援(地域における情報の多言語化､日本語･日本社会学習支援)､②生活支

揺(居住､教育23､労働環境24､医療･保健･福祉､防災)､③多文化共生の地域づくり(地域社会に対

する意識啓発､外国人住民の自立と社会参加)､及び④これら多文化共生施策の推進体制の整備

等を内容としている25｡

その後､同報告書の提言を受けて､総務省自治行政局国際室長名の通知(各都道府県･指定都

市外国人住民施策担当部局長宛)｢地域における多文化共生推進プランについて｣(平成18･3･27

総行国79号)が出されたoこれに基づき､各地方自治体は､多文化共生の推進に関する指針･計画

を策定して取り組むべきものとされている｡

5･岩手県における外国人人材活用の課題と展望

以下では､岩手県の企業･留学生･在住外国人を対象に平成19年度に行ったヒアリング調査｢も

のづくり産業における在住外国人活用課題調査事業｣から得られた課題を抽出し､そのうえで､今

後の展望について若干述べておきたい｡

5.1課題

(1)課題l:長期雇用を期待する企業の正規職員採用､ステップアップを望む外国人-調和的

雇用のあり方

県内企業ヒアリング調査を通じ､企業が外国人を正規職員として採用する場合は､人材育成に相

当期間とコストをかける見返りとして長期雇用を期待していることがうかがわれた｡採用時に､幹部候

補生と決めていることからも企業側の期待の大きさが現れている｡(日本人大卒者については､採用

できないか､採用しても始めから長くは勤めてもらえないと考えている中小企業があった｡外国人で

あれば､長く勤めてもらえると期待している点は逆に興味深い｡)

しかし､そのような長期雇用の期待をして､採用された外国人が､日本の雇用システムないし日本

型の企業内人材育成システムを理解できないために､性急なステップアップを要求したり､または期

待された成果を上げないまま中途で退職したりするなど､企業と外国人の問でズレが生じている｡

ここでは､日本企業が外国人従業員を長期雇用する場合の以下の課題を指摘しうるであろう｡

すなわち､外国人従業員にとって､わが国の企業で長期雇用者に対して一般に行われる､ローテ

ーション中心の日本型雇用システムないし､一定の段階を経てからでないと上位の段階に進めない

日本型技術教育(企業内人材育成)システムは､必ずしもわかりやすいものではなく､スキルアップの

願望が強く､プライドが高い外国人従業員にとっては､一定段階にしばらく置かれることがフラストレ

ーションとなり､中途退職の理由になりやすいものと推察された(海外では､転職によりキャリアアップ

を図ることが一般的であるo)oこの点､A社､B社とも､将来の幹部候補生であるということを外国人本

人に認識させつつ､長期雇用のなかでスキルアップを図っていく日本型雇用システムを理解させる
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努力をしているようである｡

この点については､以下の事例が参考になると思われる｡

C社においては､海外工場の従業員を対象に研修するなかで､自社のスキルマップを作成し､外

国人に現段階のレベルがどこにあるかを示しながら本人のスキルアップを促す教育を行おうとして

いる｡このような取組みは､長期雇用を期待する従業員の転職リスクを回避するうえでも役立つもの

と思われる｡(また､｢技術｣の在留資格は､専門的技術者に対する在留資格であり､一定の機械操作

ばかりに従事させることは､同在留資格の活動内容として問題となる可能性をも含んでいる｡｢技術｣

の在留資格においては､日本人と同等報酬の要件を満たすことが必要であることはいうまでもない

が､大卒技術者に相応しい技術的仕事の内容になっているかを企業側が常に検証する必要があ

る｡そのためにも､スキルマップの作成は大切と考える｡)

(2)課題2:留学生の就職意識と企業の採用方針とのズレ

留学生のヒアリング調査においては､多くの留学生が日本企業-の就職を望んでいることが明ら

かになった｡しかし､県内企業就職希望の有無をめぐって､留学生の意見は二つに分かれた｡県内

企業-の就職を希望する者は､留学生活を通じて住み慣れた岩手県で就職したいという声があっ

た｡その意味で､県内企業が､留学生を募集しようとするならば､岩手県の良さに気づいている県内

大学の留学生が最も相応しいと言える｡(他方､県外企業-就職希望する者は､希望する業種の企

業が県内に存在しない､他県と比べ待遇が低い､という理由で県内企業を避ける傾向がみられた｡)

ところが､県内企業-の就職を希望している学生でも､県内企業の企業情報や求人情報にほと

んどアクセスできていないという現状がみられた｡

問題は､留学生の就職意識と企業の採用方針とのズレにあるように思われるので､以下､課題を

指摘しておきたい｡

すでに述べたとおり､企業の留学生採用方針は､本社採用中心であり､特別の留学生枠を設け

て募集するのではなく､日本人学生と同じ採用試験を受けさせるなど､差異を設けない扱いをして

いる26｡すなわち､留学生も日本人と同じ土俵で勝負させている｡そのために｢留学生募集｣と明記す

る必要を感じていないようである｡

これに対し､留学生は､留学生を対象にした求人情報ばかりに注目しがちで､一般学生向けの求

人情報をとらえて応募するなどの行動を起こしていない点に問題があるように思われる(採用内定

が決まった留学生Hさんは､関心をもった企業の求人情報に留学生の募集が明記されていなくて

も､あえて電話連絡をしてみるなどして､先方の感じをつかんでいたが､このようなやり方があることを

留学生に知ってもらうのは役に立つと思われる｡)0

また､留学生自体は､賃金など処遇の平等取扱いを望む一方､留学生であること(日本語が堪能

で､母国語とのバイリンガルであること､なども入るであろう｡)に基づく特別な待遇を期待していること

をうかがわせる発言もあった｡すでに述べたとおり､企業側はそのような特別扱いを用意していない｡

海外業務は､文系を中心に留学生の就職希望が最も多い仕事であるが､希望する企業像が必
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ずしも明確になっていないようである｡県内企業であって､かつ､海外業務担当を志望となると､就職

可能性をだいぶ狭めてしまう印象が否めない｡

他方､工学部の留学生は希望する職種や企業像が明確であるoそして､工学部に教員などによる

就職支援を受けており､同じ研究室の日本人学生の就職活動に身近に接するなどして､実践的な

就職活動を行っているとの印象を受けた｡

以上の留学生の就職意識と企業の採用方針とのズレという課題を解決する方策としては､県内

企業側は､留学生を採用したいならば｢留学生募集｣ということを明示していれば､留学生も情報を

キャッチしやすくなるであろう｡また､募集の条件は､日本語能力試験の級や必要とされる資格など､

なるべく具体的な例を示していると､それに見合った条件の留学生は応募しやすくなると思われる｡

一方､留学生側は､希望する企業があるのであれば､｢留学生募集｣と明記されていなくても､応募

してみるなどの行動が必要と思われる｡

以上のとおり､留学生の就職支援は､留学生と企業とを合わせる(ミーティングとマッチングの両

方)が必要である｡そこで､企業の就職説明会などを通じて､留学生が情報をキャッチできる場を作る

ことが必要である｡また､大学､研究室などのサポート､日本人学生との交流の機会も適切な就職行

動を起こすのに役に立つと思われる｡

さらに､就職後のビジネス日本語や職場のマナーに不安を感じている留学生がいるので､これら

に関するセミナーを開催するなどの支援も必要である｡

なお､インターンシップは関心を示す者と交通費などの金銭的負担を理由に消極的な者とに分

かれた｡他方､アルバイト経験は様々な点で､就職に役立つ経験となっているoアルバイトを就職実

習として評価する方法があるかどうかを検討してみる必要があろう｡

最後に､一応付言しておくと､留学生が卒業後､一般の企業に就職した場合､｢留学｣の在留資格

を変更して与えられる在留資格は､文系であれば｢人文知識･国際業務｣､理系であれば｢技術｣で

あることが多いであろうが､これら在留資格は､人文科学分野ないし自然科学分野の専門的な知識

や技術等を要する職業に与えられるものであるoたとえ､理系を卒業していても､従事しようとする業

務が大学で専攻した専門分野を必要としない場合には､｢技術｣の在留資格は与えられない｡

すなわち､機械の製作であれば､大学で機械工学を専攻した留学生が､就職して機械を設計し､

組立を指揮する活動を行うのであれば､｢技術｣の在留資格に該当するであろうが､単に機械の組立

に従事する活動は自然科学の専門知識･技術を必要とする業務に従事する活動とは認められず､

在留資格は認められない27｡

このように､留学生は､在留資格の制約を受けるので､企業に採用されればどのような業務にも従

事できるというわけではない(むしろ､大学在学中は､資格外活動の許可を受けて認められていた

ァルバイト先での業務が､卒業後の就職の業務としては認められない可能性がある｡ )｡そのため､

留学生は､就職希望の業種に係る専門知識等を大学で学んでおく必要がある｡たとえば､工学部

の学生であれば､就職希望の業種に係る技術分野を専攻しておく必要がある｡

大学における留学生-の就職指導のなかに､入管法の知識を取り入れることが必要であるし､他
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方､留学生の採用を検討している企業に対し､入管法の知識を普及することが大切である(日本人

学生と同様に扱おうとしても､在留資格の点では､入管法による制約があることは知っておく必要が

ある｡)｡地域の産学官が連携して行う留学生向けの就職説明会も､従事させようとする業務が､留学

生に相応しいかどうかを検討して企業を選別する必要があろう｡

(3)課題3:在住外国人とのコミュニケーション

在住外国人ヒアリング調査を通じて､在住外国人は､職場においてコミュニケーション･ギャップに

よる不満や不安があることがうかがわれた｡

企業の調査においても､外国人従業員とのコミュニケーションが課題であることがうかがわれた｡

企業において､外国人従業員との一層のコミュニケーションを図ることが大切である｡なお､この場

合､外国人側の日本語能力を向上させることは､コミュニケーション目的の達成のために大いに役

立つものと思われる｡事例のなかで､地域の国際交流団体が無料の日本語教室を開いていたが､

外国人にとって外国人どうしの集まる場ともなり､楽しみに参加していることがうかがわれた｡ヒアリン

グを行った企業においても､外国人の集う場としての日本語教室を行政が支援することが望まれて

いたが､企業や地域において､外国人とのコミュニケーションのために日本語教育を普及させること

が大切である｡(他方､日本人側も､外国語を学ぶ機会などを通じ､相手国を理解できるようにするこ

とが望まれる｡)

5.3今後の展望

以上の課題を踏まえ､今後の展望ないし方向性として､外国人の就職支援及び生活支援の観点

から､以下の点を若干指摘しておきたい｡

(1)外国人の就職支援

この分野は雇用の入口に入ることを支援する必要がある外国人に対し行うべきものであるが､岩

手県においては､留学生の就職支援を重点に実施してはどうか｡留学生は､日本の大学において､

専門分野の勉強をしており､県内企業が問題としている､人材の質の確保に役立つうえ､企業の国

際化に貢献しうる人材である｡

また､県内に多く在住している日本人の配偶者等に対しては､行政による適切な就職支援が行

われることが望まれる｡たとえばハローワークとの協力は有効であると思われる(ヒアリングを行った日

本人の配偶者である外国人の多くが､ハローワークの紹介を利用し､就職後の労働条件について､

ハローワークの紹介であれば信頼できると考えていたことは興味深い｡)｡

(2)外国人の生活支援

この点については､ヒアリングにおいて､とくに子供の福祉に係る充実が要望されていた｡岩手県は､

日系人の集住都市がある他県のように外国人の子供の不就学問題はかならずしも顕在化しては

ー27-



早川智津子

いないが､わが国で成長する児童は､日本人であると外国人であるとに関わらず､現実に教育の機

会が与えられるようにする必要があろう｡岩手県に多く在住する日本人の配偶者の子供たちが､教

育の機会から阻害されていないかどうか把握したり､外国人の親(母親)のもつ言語やカルチャーに

っいても教育を行うなど､成長してゆく子供のアイデンティティーの形成に必要な支援が望まれるo

なお､日本人の配偶者の子は日本国籍を有する場合が少なくないと思われる｡外国人の子供の

サポートは､外国籍の子供に限らず､このような日本国籍の子供についても､必要であると考える0

6.終わりに

なお､本調査では以下の点で解明に至らなかったこともあり､今後の課題としたい｡

すなわち､調査対象の企業がすべて誘致企業であり､地場産業(地元企業)ではなかったことから､

地元企業の外国人活用の実態は必ずしも明らかにならなかった｡もっとも､調査対象先を選定する

にあたっては､誘致企業だけを選んだのではなく､県内(県南広域振興局管轄地域内)で､外国人を

雇用している企業に対し､ヒアリングを申し込んだところ､結果として､ヒアリングを受け入れてくれた

企業が誘致企業だけになってしまったという事情がある｡一応の予測をたてておくと､地場産業(地

元企業)は､外国人活用に取り組んでいる企業はそれほど多くないのではないかと思われる｡

今回調査対象となった企業は､岩手における工場だけでなく､海外工場も有する企業であった｡

そこでの外国人の活用は､岩手県においては､現段階では単なる人手不足のニーズによるもので

はなく､グローバルな企業活動の展開､海外工場との分業体制の構築､そして(より専門的な)人材

確保といったニーズから行われている(図9参照)0

図9岩手県内の誘致企業の外国人人材活用の位置づけ

逆に､そのような動機を持たない地場産業(地元企業)は､外国人の活用にそれほど熱心ではな

いのではないかと思われる｡

むしろ現段階で､地場産業(地元企業)に外国人人材の活用-の関心をもたせるのであれば､行
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政として地元企業のグローバル展開(国際分業も含む)を支援するなどの取組み28の中でこれを行う

ことが有効であろう(留学生人材もそのようなグローバル展開の企業においてよりニーズが高まると

推測する｡)0

いずれにせよ､岩手県において将来的には人口減少(高齢化)が全国平均より速く到達するとの

予測があるなか､労働力人口の減少は必至であり､地域振興のために､地域づくりの担い手として

の外国人人材の活用をいかに考えてゆくかということも重要な政策課題となりうるものといいうる｡

注

1なお､本稿は､平成19年度岩手県委託事業｢ものづくり産業における在住外国人活用課題調

査報告書｣ (2008年2月､岩手大学) [早川智津子執筆]より､第1章及び第3章をダイジェストとし

てまとめ､最近のデータと制度改正を反映させるなどの加筆･修正を行ったものである｡同調査事

業の実施概要については､本報告書中の国際企画部門他業務報告の｢平成19年度ものづくり産

業における在住外国人活用課題調査事業｣の項を参照｡
2外国人登録法(後述)に基づく外国人登録の登録者数｡外国人に係る統計は､毎年の入国状

況を示す統計と､外国人登録者数を示す統計とがあるが､前者がフローを表すのに対し､後者は
ストックを示している｡本報告書では､外国人の滞在状況をみるのに､主として､後者の統計を用い

ている｡不法滞在外国人であっても､外国人登録をすることは可能であるが､登録していない人数

も相当数あると推定されるため､ここでの数字はわが国に滞在する外国人数を厳密には反映して

はいないことを念頭においておく必要がある｡
3総務省統計局2006年10月1日現在推計人口｡

4入管協会･在留外国人統計[平成19年度版] (入管協会､2007年)①-③頁参照｡

5入管法の在留資格｢永住者｣は､入管特例法に基づく｢特別永住者｣ (終戦前から日本に在留し

平和条約発効により日本国籍を離脱した者及び子孫)と区別するため｢一般永住者｣ともいう｡
6なお､外国人留学生の採用ニーズ等について企業対象に調査を行ったものとして､海外技術者

研修協会｢平成18年度構造変化に対応した雇用システムに関する調査研究(日本企業における

外国人留学生の就業促進に関する調査研究)報告書｣ (2007年3月)がある｡後掲注(26)も参照｡
7　日本学生支援機構｢平成19年度外国人留学生在籍状況調査結果｣(2007年12月)

(http://www.jasso.go.jp/statistics/intLstudent/dataO7.html) 4頁参照｡

8入管協会･前掲注(4)統計48-63頁参照｡なお､岩手県の外国人登録者数は､ 2007(平成19)

年末で6,567人(法務省入国管理局｢平成19年末現在における外国人登録者統計について｣ (平

成20年6月)(http://www.moj.go.jp/PRESS/080601-1.pdf)と公表されている｡
9岩手県における外国人研修生の受入れ状況は､国際研修協力機構(JITCO)の支援人数では､

2006年に758人が新規入国している(うち､中国が598人､フィリピン90人､ベトナム53人等であ

った｡ )｡また､研修修了後の技能実習-の移行を申請した者は､ 2006年度に556人であった｡国

際研修協力機構｢2007年度版外国人研修･技能実習事業実施状況報告(JITCO白書)｣(2007

午)123頁､ 142頁参照｡
10岩手県留学生交流推進協議会事務局編･留学生いわて20号(2007年12月)24-25頁参照｡

なお､県の人口当たりの留学生数は､全国水準を下回っているとの指摘がなされている(岩手県総

合政策室調査統計課編･図説　いわて統計白書2007(2007年)142頁参照)｡
11外国人に係る労働法の適用など､労働法上の取扱いについては､早川智津子｢外国人と労働

法｣ジュリスト1350号(2008年､有斐閣)2卜29頁参照｡
12法務省入国管理局｢本邦における不法残留者数について(平成20年1月1日現在)｣(平成20

年2月)http://www.moj.go.jp/PRESS/070229-2.pdf参照｡なお､政府では､ 2003年に犯罪対策

閣僚会議｢犯罪に強い社会の実現のための行動計画｣(2003年12月18日)を策定し､2008年ま

での間に不法滞在者を半減させる取組みを行っている｡
13　日本人と婚姻するなどの身分関係を有し､わが国に生活基盤を築いている状況にある者に対し､
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在留特別許可が認められる場合があるo法務省入国管理局｢在留特別許可に係るガイドライン｣

(2006年10月)参照｡
14外国人登録の管轄は法務省入国管理局であるが､法定受託事務(地方自治法2条9項1号)

として､市区町村が担当している｡なお､外国人登録自体は､不法滞在者であっても､申請できる
ので､その場合には､外国人登録証明書には｢在留の資格なし｣と記載される(2004年から居住事

実を確認する扱いがなされている(法務省入国管理局編･前掲(12)書89-90頁参照)0
15入国後90日以内に申請することが義務づけられているので､観光などの目的で短期に滞在す

る外国人は､通常､外登法に基づく外国人登録の対象者とはならない｡そのため､地域社会で生

活する外国人をみるとき､これまでは､外国人登録に基づく統計がしばしば参考とされてきた〇
･6たとえば､外国人集住都市会議｢浜松宣言及び提言｣(2001年10月19日)など｡

･7法務大臣の私的懇談会による､在留制度改正の提言について､第五次出入国管理政策懇談

会･報告書｢新たな在留管理制度に関する提言｣(2008年3月)参照〇
･8平成19･8･3厚生労働省告示276号(同年10月1日適用)0

･9インドネシアとのEPAに基づき､ 2008年7月から受入れが開始される｡フィリピンからの受入れは

同国上院によるEPA承認がなされていないため､受入れ時期は未定｡
20研修生の保護のあり方をめぐっての制度改正が議論の中心となっている｡

21平成19年度からの経済産業省･文部科学省による｢アジア人財資金構想｣､平成20年度に審

議が進められている中央教育審議会｢留学生30万人計画｣など､卒業後の日本企業-の就職支

援施策や､受入れ拡大が議論の中心となっている｡
22労働市場に悪影響を与えないとは､外国人労働者の受入れにより､わが国の労働者の失業を

招いたり､賃金など労働条件の悪化を招いたりしないようにすることをいうと解されるoこの点におい

て､わが国では一部の在留資格を与えるうえでの上陸許可基準においてある程度配慮されている

といわれるが十分ではない｡アメリカ合衆国においては､一部の労働目的の移民･非移民ビザの発

給の可否を決めるにあたり､事業主に国内労働者の募集の努力をさせるなどの手続きが採られて
いる｡早川智津子｢アメリカ移民法と労働市場政策-労働証明制度を中心として-｣季刊労働法

219号(2007年､労働開発研究会)72-85頁参照｡
23外国人の子供の不就学問題-の対策等が含まれる｡

24地方自治体が取組むべき課題として､同報告書では､ -ローワークとの連携による就業支援及

び商工会議所等との連携による就業環境の改善(企業の社会的責任(CSR)の啓発など含む)､外

国人住民の起業支援を挙げている｡
25時揮忠｢国等における多文化共生推進の取組について｣自治体国際化フォーラム207号(2007

午)5-7頁参照｡
26労働政策研究･研修機構(JILPT)調査･解析部｢外国人留学生の採用に関する調査中間まと

めの概要｣Business LaborTrend2007年8月号7頁参照｡同調査結果は､JILPT｢外国人留学生

の採用に関する調査｣ (JILPT､ 2008年) (http://www.jiLgo･jp)にまとめられている｡

27坂中英徳-斎藤利男著･出入国管理及び難民認定法逐条解説[改訂第3版](日本加除出版､

2007年)139-145頁参照｡なお､ ｢人文知識･国際業務｣には､外国の文化的思考や感受性を必

要とする業務(たとえば､通訳など)も含まれる｡また､最近では､大学の支援等を要件に､留学生

が卒業後､起業(在留資格は｢投資･経営｣)するための準備期間として､ ｢短期滞在｣の在留資格

で最長180日間､引き続き在留することが可能となった(法務省入国管理局｢大学卒業後も継続し
て起業活動を行う留学生の卒業後の継続在留について｣)｡留学生に対するヒアリング調査におい

ても､起業志望者が少なからず見られたことに鑑みると､今後は､留学生の就職支援のみならず､

起業支援も視野に入れた､よりトータルな視点からの支援を検討する必要があろう｡
28たとえば､岩手大学は､国際的産学官連携事業としてのUURRプロジェクトを実施しており､そ

のなかで､大学がコーディネータ役(中国側は､大連理工大学)となって､岩手の産業と大連地域

の産業の連携を推進していく取組みを行っている(岩手大学､岩手県､県内企業等からなる｢岩手

UURRものづくり産業連携推進協議会｣が推進母体となっている｡ )｡また､同事業は､ 2007年度に

JETROの地域間交流支援(RIT)事業に採択されている｡ RIT事業は､このようなプロジェクトを通じ､

県内企業に大連企業とのビジネスチャンスを創造することを目的としている｡
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日本事情教育の実践とその可能性

岡崎　正道

岩手大学　国際交流センター

1.　外国人留学生に対する日本語･日本事情教育を仕事とするようになって､ 20年余りが

過ぎた｡ 1 9 8 6-9 1年､東北大学教養部外国人留学生日本語研修コースで主に初級(ゼ

ロ初級)の日本語教育を担当したが､その時でも日本語の基本的なコミュニケーション法

の指導や初級文法･漢字の指導などとともに､ (必ずしも定められた教科書や教材には含ま

れていない)日本事情的な内容の教授に､私は意識的に努めてきたっもりである｡

たとえ日本語運用能力のレベルは低くても､彼らは決して幼児や小学生ではない｡コミ

ュニケーション技術の習得のためとはいえ､あたかも幼稚園児が教わるような授業のやり

かたには抵抗感を抱く者も少なくない｡実際同研修コースの私以外の日本語教師の指導法

があたかも母親が幼な子に対するようなものだと､私にさんざんに愚痴･批判をぶつけて

くる留学生が少なからず存在した｡特にあるフランス入学生のことを､私は2 0年過ぎた

今でも忘れることができない｡その学生は､私以外の教師が行なう初級日本語の指導(コ

ミュニカティブアプローチを基本とする)を､馬鹿馬鹿しいと感じたらしくほとんど受け

付けず､説明をさっぱり聞かず教室内の活動(ロールプレイなど)も全くやらず､授業中

勝手な作業(所謂｢内職｣)ばかり行ない､したがって当然ながら日本語習得はほとんどな

し得なかった｡あまつさえ､そうした自分の素行は棚に上げて｢俺がいつまでも日本語を

覚えられないのは､母国で大学院まで終えている自分に向かってまるで幼児に対するごと

きくだらぬ練習法を強要する､このコースの方針が間違っているからだ｣と公言しで障ら

なかった｡

無論､このようなわがまま勝手な学生は論外である｡初級レベルの語学学習においてあ

る程度幼児教育のごとき訓練が必要となるのは避けがたいことであり､それを嫌悪したり

恥ずかしがったりしていたのでは､外国語の習得は甚だ困難である｡そうした学習指導を

｢屈辱｣と感じるような者は､外国語習得を端から断念したほうがよいとさえ言えるかも

しれない｡

しかし､である｡それにしても､初級レベルのコミュニケーション能力を身につけるた

めとは言いながら､知的自尊心をいささかも刺激しないような基礎学習トレーニングばか

りを毎日強いられるのは､本来自分の専門分野の学問を究める目的で来目した彼らには耐

えがたいことであろう｡なるほど日本語の能力は幼児レベルであっても､知的な関心は相

当に高い者が大半なのだから､時には彼らのインテリジェンスを満足せしめる話題も授業

の中で取り上げてやらねば気の毒である｡ ｢英語を交えてもいいから､みんなに母国の紹介
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をしてみなさい｣などと言うと目を輝かせる学生が多いのは､そのことを端的に物語って

いる｡だがさすがに日本語教育の場で､彼らに自国語も使ってのお国自慢ばかりをやらせ

ているわけにはいかない｡

そこでそうした知的関心と好奇心を､留学の地日本の諸問題･諸事情に対する関心-と

転化させることができないかと私は考えた｡もともと私の専門は日本語学や言語教育など

ではなく日本思想史であり､故あって留学生の日本語教育を生業とするに至ったものであ

る｡日本の文化･歴史･現代社会事情といった内容を教えることは､私にとって､日本語

という言語それ自体の指導よりも性に合い､興味深い授業を展開することも可能だと考え

られた｡

2.東北大学日本語研修コースで働いていた時は､受講学生のほとんどが日本語初級レベル

だったから､そうは言ってもあまり難しい講義を行なうことはできなかった｡それでも日

本の文化･歴史や政治等に強い興味･関心を抱く学生は､国籍･年齢･専攻分野などにあ

まり関係なく多数存在した｡他の教師のクラスでの上記のような日本語基礎訓練の明け暮

れに､いささか閉口していたことも与かっているかもしれない｡彼らは学び立ての日本語

で､あるいは英語等を交えながら､私にいろいろなことを問いかけてきた｡

フィリピンでマルコス独裁政権が打倒された1 986年2月革命から目が浅い時期｢日

本では､あのように民衆の決起で独裁政府が倒壊することがあるか?｣と､自らもあの闘

いに参加したというフィリピン入学生が尋ねてきた｡私はできるだけ平易な日本語に稚拙

な英語を織り交ぜながら､明治時代の自由民権運動､ 1 9 0 5年の日比谷焼き打ち事件､

1918年の米騒動､ 1936年の2 ･ 26事件､さらに戦後の60年安保闘争など様々

な歴史的事件を例示した上､ 1 9 4 5年の敗戦後の日本では議会制民主政治が確立し､ (自

民党長期政権が続いているとはいえ)政権交代のルールも憲法に明記されているゆえ､強

圧的な独裁政権がはびこり､而して追い詰められた民衆がこれを打倒する闘争に決起する

といった展開は現実には考えにくい旨を説明した｡

折から1 989年春～夏､リクルート事件･消費税の導入という日本国民の怒りを招く

事態の連続で､竹下-宇野-海部と内閣が目まぐるしく変わり､特に宇野宗佑首相は自身

の愛人問題で批判の嵐を受け､ 7月の参議院選挙で歴史的惨敗｡こうした社会状況は､ま

さに日本事情教育に格好の｢ネタ｣を提供することとなった｡すなわち､日本の内閣制度

と議会･選挙のしくみ､現在の政党の勢力分布､政治家と官僚と産業界の関係､税制と株

式市場と日本経済､日本における女性の地位等々､政治･経済･社会の諸問題について教

えるための､生の題材が豊富に得られたのである｡

勿論留学生たちがこうした問題に相当の関心を抱いていなければ､いかに教師が教壇で

力説したとて空回りするだけだが､彼らの多くは日本という国の諸事情に対し浅からぬ興

味と好奇の思いを有しており､日本語は不自由でもジャパンタイムスやニューズウイーク

といった英字新聞･雑誌等を通してこれらの事象をよく知り､かつ様々に思いを巡らして
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いた｡

私は初級の文型を説示するに当たっても､ ｢昨夜は何時に寝ましたか?｣ ｢今朝は何を食

べましたか?｣といったお定まりのプアーな例文ではなく､ ｢現在の日本の総理大臣は誰だ

か知っていますか?｣ ｢あなたの国の税金はどうなっていますか?｣というような文を提示

し､そこからいろいろな問題を考えさせるように努めた｡初級段階の学習者は､当然こう

した問いかけに適切な日本語で答えることはできない｡しかし､かかる｢高度な｣話柄に

ついていくためには､どれだけの語桑を身につけどういった文型を覚えねばならないかを

自ら考える動機にはなるであろう｡ ｢何時に寝ましたか?｣ - ｢10時に寝ました｣ ｢何を

食べましたか?｣ - ｢パンとコーヒーです｣式の応答では､それだけで終わりで発展がな

く､かつ文の内容も貧寒に過ぎる｡彼らは､日本語の文例の分析を専門にする日本語学の

研究者ではない(もとより日本語学の専門家なら初級レベルであるはずもない)のだから､

こんな初級教科書の典型的例文の類を毎時間繰り返しエクササイズさせられていては飽き

てしまうのが当たり前で､そればかりか､日本語学習に対する意欲と熱意の減退をも招い

てしまうに違いないと懸念された｡数多い教師の中でせめて私ぐらいは､学習者の到達レ

ベル(の差違)をある程度度外視してでも､クラスの皆が共通に知識欲を喚起されるよう

な話題を取り上げようと心掛けたのである｡

3.　ひと口に｢日本事情｣と言っても､その範噂は随分と幅が広い｡日本および日本人の生

活万般､文化的諸事象､政治･経済･地理･歴史､科学技術から芸能･スポーツといった

分野にまで至る｡まさに､日本に関することなら何でもその中に含まれるとさえ言い得る

であろう｡ ｢日本事情｣とは何か､何をどう教えるかということについて､関係者の間でも

およそ｢共通理解は存在していない｣ (大修館書店『日本事情ハンドブック』)のが実情で

ある｡有名な1 9 6 2年の文部省通知文書｢外国人留学生の一般教育等履修の特例につい

て｣中の､ ｢日本事情に関する科目としては､一般日本事情､日本の歴史および文化､日本

の政治､経済､日本の自然､日本の科学技術といったものが考えられる｣という｢定義｣

があるにはあるが､これでは｢日本に関係あることなら､すべて日本事情だ｣と言ってい

るに等しい｡

｢これでは時が明かないので､もっと厳密な概念規定をしたほうがよい｣という意見も前々

から存在するが､私は今のいささか茫漠とした状態のままで差し支えないのではないかと

思う｡小田実の『何でも見てやろう』ではないが､ ｢日本に留学した以上､この国に関する

ことは何でも知ってやろう｣という食欲な精神は大いに歓迎すべきで､そうした欲求に応

える､あるいはそういう欲求を促すのが日本事情教育の眼目というものだろう｡その場合､

｢日本事情の扱うべき範境は何々､どこからどこまでであり､それを超えるものは埼外と

する｣というような捉え方をしたのでは､留学生たちの｢何でも知ってやろう｣という思

いに答え応ずる上での妨げともなりかねない｡

彼らは日本留学の目的を果たして帰国の後､自分の専門分野で-イレベルな職務に就く
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可能性が高いと思われるが､同時に母国で相当の社会的地位･ステータスをも獲得するこ

とになる者が少なくないであろう｡それは学界･政界･官界･実業界等々多岐にわたるで

ぁろうが､いずれにせよ､やがてかの国と日本との親善･交流の懸け橋となる役割も多分

に期待されるはずである｡そうした彼らが仮に日本において､なるほど己の専門の学術は

究めた､博士号を取得した､そしてそれに関わる人々との濃密な人間関係も形成した､し

かし専門的学問領域以外の日本に関する知識はほとんど何も身に付け得ないままで終わっ

た､という結果になったとしたら如何であろうか?

実際､それに等しい留学生は少なからずいる｡あるバングラデシュ入学生が､私に向か

って次のように語ったことを思い出す｡

私の専攻は自然科学だが､折角日本に留学したのだから､日本の文化､歴史､政治･

経済､社会問題など､多くのことを知り､知識を吸収したいと思うo同じバングラデ

シュ入学生の仲間たちの多くは､最低限の日本語は何とか覚えたものの､このような

日本に関する諸知識を得たいというような気持ちは全然ないo彼らはただ毎日自分の

部屋と大学の研究室･実験室を往復するだけの単調な生活の繰り返しで､日本文化体

験といった機会にも全く参加しないし､留学生と日本人の交流イベントなどにさえほ

とんど来たことがない｡結果､なるほど立派な研究論文を書き上げ､めでたく博士号

を得ることはできるだろうが､帰国した後､ ｢あなたは日本で4年間も生活したのだか

ら､日本に関する質問にはたいてい答えられますよね｣と人に言われて､甚だ困惑す

ることとなる｡数年間日本に滞在しても､自分の専門以外は日本のことを何も知らず､

何の経験もせず､日本国内の名所を旅したことさえほとんどないoこれでは､日本に

留学したのではなく､専門分野の研究所に留学した､その場所がたまたま日本という

土地に在った､というにすぎない｡

ここまで極端ではないにせよ､専門研究のみに追われて忙しく､あるいは生活費を稼ぐ

ためのアルバイトに明け暮れて､日本事情を学び体験するチャンスを得られないかもしく

はみすみす逃してしまっている留学生が多数存在するのは､非常に残念である｡こうした

残念な事態をできるだけ避けるべく､私は自分の授業の中で日本に関する様々な問題を取

り上げて講義し､時に留学生と熱いトークも交わし､また大学外の多くの団体･個人の協

力も得ながら､彼らの日本理解､日本文化体験の実践の数々をリードしてきた｡岩手大学

の留学生たちに対するそうした取り組みの数々を､次に紹介しよう｡

4.　岩手大学において私が担当している授業は､日本語･日本事情講義､日本語･日本事情

特論､日本事情､上級日本語読解などいろいろあるが､それらの中で先記の｢日本事情｣

の範暗に属する様々な事柄を扱っている｡以下､この数年の授業内香(テーマ)を順不同

に列記してみる｡

(1)日本の政治に関するもの

国会のしくみと選挙システム､ 2003年1 1月の解散総選挙､ 2004年7月の参議院
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選挙､ 2005年9月の｢郵政民営化｣選挙､ 2007年7月の参議院選挙"安倍内閣に

厳しい審判"､日本国憲法と9条一平和主義と自衛隊､小泉内閣の功罪､戦後日本の政治､

靖国問題etc.

国政選挙があれば､私はその前後に日本の政治制度も絡めて必ず授業で取り上げることにし

ている｡総理大臣の靖国神社参拝など外交問題につながるものは､中国･韓国等当事国の学

生が多く出席している授業で扱う｡憲法や戦後日本の政治などは､当然1 5年戦争との関連

もふまえて解説し､彼らの知識と認識をも問う｡小泉首相の毎年の靖国参拝と中国における

反目運動の高揚という現実を見すえつつの､ ｢日中討論会｣を授業の中で行なえたのは収穫

であった｡日本国憲法と平和主義の問題では､護憲･改憲両論の確執について教えた上､ ｢憲

法改正と自衛隊の国軍化｣を絶叫して割腹自殺を遂げた三島由紀夫をも論じ､さらに三島

に影響された自衛隊員がクーデターを企図するストーリーの映画『皇帝のいない八月』を鑑

賞させた｡

(2)経済に関するもの
"3年以内に3割退社" (新聞記事タイトル､以下も"○○"は同)､日本人の収入と資

産､ "大企業よりも起業"､ "ニート8 5万人の衝撃"､ "企業が若者の就職支援"､ "最低阪

の暮らし-落ちた生活水準-"､テレビ番組(録画) ｢ワーキングプア｣､フリーター･日

雇い･ホームレス､高度成長とバブル経済､ "広がる格差" etc.

世界でもトップクラスの経済大国と評される日本の経済と国民の生活の現実の落差を通し

て､様々な問題を認識してもらいたいと考え､こうしたテーマを設定している｡留学生た

ちの多くは､世界に冠たる経済大国日本においてこれほど厳しい現実があるということに

驚き､認識を改める者も少なくない｡日本の大学･大学院を終えた後直ちに帰国するとい

う留学生はむしろ稀で､少なくも3年とか5年とか､学んだことを生かしつつ日本で働き

たいと希望する者が頗る多いのが実際である｡彼らには日本経済のすぐれた部分ばかりで

なく､隠れもなき負の面をもよく知らしめることが肝要であろうと思われる｡ ｢ワーキング

プア｣という番組を視聴させた時の､アジア留学生たちの驚情に満ちた表情は忘れられな

い｡ ｢日本は経済先進国ではなく､発展途上国ですね｣という声さえ上がった｡

(3)現代日本社会の諸事情

お葬式と戒名一映画『お葬式』 (伊丹十三監督)観賞､現代日本の結婚事情一教材ビデオ

『結婚新事情』観賞､天皇と日本人､沖縄と本土､在日朝鮮人問題-映画『月はどっちに

出ている』 (雀洋一監督)観賞､在日外国人と国際結婚､学歴社会一映画『お受験』 (滝田

洋二郎監督)観賞､日本のエネルギー問題と原子力発電- 『東京原発』 (山川元監督)観

賞､成田空港反対闘争- 『ドキュメント2006成田闘争』観賞､耐震擬装問題と地震大

国日本一映画『地震列島』 (大森健次郎監督)観賞､公害列島-ドキュメント『水俣病』

観賞､外国人研修生問題､ストレス社会と日本人､日本における差別､日本人の自殺､学

校の諸問題-ドラマ『3年B組金八先生』等観賞､日本人の宗教観､日本の治安と犯罪､

売春と女性一映画『サンダカン八番娼館』 (熊井啓監督)観賞etc.
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現代社会の抱える様々な問題は､容易に解決策を見出し難い深刻なものも含めて数限り

なく存在する｡私はより社会性が高いと思われるテーマを選定し､そのテーマと関連するド

ラマ･映画やドキュメント番組などを数多く視聴させるように努めてきたo数ある問題群の

うちのどういう問題をどういう視点で取り上げるかとなると､どうしても教師の価値観や保

持する思想に多分に影響されることは避けられないであろうが､そうではあっても､教師の

抱懐するイデオロギーのようなものを一方的に学生にぶつけて反論さえ許さないといった

態度は､やはり慎むべきであろうと思われる｡政治がらみで､かつ日本と留学生の母国が関

係するような問題では､殊に対応に苦慮することが予想される｡一つの事例として､最近世

界の注目を集めたチベット問題に関わる､私の直面した経験を述べてみたいo

チベットで起こった反中国騒乱とこれに対する中国政府の弾圧が世界中の耳目を集め､オ

リンピックの聖火ランナー妨害や人権抑圧に対する抗議行動としてエスカレート､日本でも

長野の善光寺が聖火のスタートを拒否する事態にまで至ったことは､記憶に新しいところで

ある｡

さて､ある中国人学生が｢今回の問題では､中国政府は何も悪くない｡非難されるべきは

暴動を起こしたチベット人たちのほうで､中国政府が秩序維持のためにこれを鎮圧するのは

当然だ｣という趣旨の発言をした上､ ｢先生はどう思うか?｣と私の意見を求めてきた｡留

学生と言ってもいろいろな立場･思想の人間がおり､特に中国やミャンマーなど政治的発

言･行動の自由が極度に制限されている国の学生の前では､私はこうした生臭いテーマに対

する言及は努めで娯重にしているのだが､ ｢どうしても､先生の意見が聞きたい｣と重ねて

言われたので､別の中国人や他国の留学生たちもいる場ではあったが､概ね次のように述べ

た｡

チベット人たちの一部過激分子による今回の暴力的破壊活動それ自体の是非や如何に

と問われれば､私も決して好ましいことだとは思わない｡しかし中国政府の長年にわ

たる抑圧の非道を訴えるすべもなく苦難と忍従を強いられてきたチベット民衆が､あ

えて世界の眼が集中するこの時期を狙ってかかる挙に出た(出ざるを得なかった)そ

の心情に対しては､深い同情の念を禁じ得ない｡秩序維持と国家分裂回避の名のもと

に彼らを武力で弾圧し､多数の死者まで出した中国政府の行動を支持することは断じ

てできない｡

そもそも中国に政治的言論･政府批判の自由があり､共産党にそれを許す寛容さがあ

れば､チベットやウイグル等で暴力的反政府運動が起こることはないだろうし､あの

忌まわしい天安門事件(1 989年6月)の悲劇も防ぎ得たはずである｡しかるにそ

うした政治的自由を一切認めず､ ｢国家分裂の策動は許さぬ｣の一点張りで共産党独裁

を固守しようとする中国政府の姿勢､そして報道を厳しく抑制し共産党政府に不利益

な情報は国民の目から覆い隠そうとする閉鎖性は､およそ民主主義とは著しくかけ離

れたものと言わざるを得ない｡

少々言い方がきつすぎるかとも思ったが､折角の折なのでズバリと指摘した｡すると別
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の中国人が､ ｢確かに中国政府にも問題はあろうが､今回の一件をただ人権問題とのみ捉え

て中国を批判するのはいかがなものか｡政府はチベットの開発､経済発展のために随分と

力を尽くしている｡それなのにチベット人が反抗するのは､ダライ･ラマたちの扇動に踊

らされているとしか考えられない｣と発言した｡これに対し私は､ ｢1 95 1年の中国軍に

よるチベット(ラサ)侵攻から1 959年のチベット動乱､そしてその後の抑圧政策によ

り移しいチベット人が殺戟(その数は計1 00万人以上という説もあり)され､近年でも

独立派とみなされたチベット人がビラまきやデモといった程度の行為で逮捕され投獄され

て拷問を受け､殺されたり自殺に追い込まれたりする者も少なくないという事実を､君は

知っているか?｣と問うた｡彼が｢そんなことは信じられない｡ダライ･ラマたちの誇大

な宣伝にすぎないのではないか｣と言うので､ ｢中国国内で真実を知らされてこなかった君

たちが驚くのも無理はないが､嘘だと思うなら､インターネットなどで調べてごらん｡虐

殺されたりむごい拷問を受けたりしたチベット人やウイグル人の､目を背けたくなるよう

な写真･映像がたくさん出てくるから｣と静かに諭すと､彼は｢でも1950年頃までの

チベットは封建制で､人民の多くは奴隷のような状態だった｡共産党はそれを改革し､チ

ベットの近代化に尽力した｡おかげでチベットも､またウイグルも今は豊かになったはず

だ｣と尚も食い下がった｡

確かに昔に比べれば､かの地は豊かになったと言えるだろう｡しかし､それと引き換

えに民族の誇りを踏みにじられ宗教的伝統を汚されたことに対する不満と怒りは､想

像以上に大きいと思うよ｡ ｢軍事侵攻してでも旧体制や悪政を打倒し､豊かさを実現し

てやったのだから､それは彼らにとっても良いことであるはずだ｣という論理が正し

いとするなら､戦前の日本による朝鮮支配も｢満州国｣建国も､そして現在のアメリ

カによるイラク政策やかつてのベトナム侵攻もすべて､古い体制や強圧政治を倒しそ

の地域の人民を解放するための正義の戦いだという美名の下に､正当化されてしまい

かねない｡また暴動は悪であると単純に決めつけるなら､ 3年前の反日デモ･暴動も､

(日本の中国侵略や総理大臣の靖国参拝といった背景は一切問われることなく)秩序

破壊行為として厳しく糾弾されねばならないことになるが､それで納得できるのか

しヽ?

中国人留学生たちは私の話を聞いて､十分に納得とはいかないものの､ある程度は｢なる

ほどなあ｣という思いを抱いた様子であった｡

このやり取りには教師である私自身の思想･信条も多分に含まれているが､こういう問題

については､当たり障りのない発言でお茶を濁すより率直な意見を述べたほうがいい場合も

あると思う｡とはいえ､あまりに露骨な政治的主張のぶつけ合いになって後々までしこりを

残すようでもいけない｡その程合い､加減というものが大切であろう0

私は政治･経済のテーマを取り上げる際､日本の問題については､憧ることなく自分の考

え･見解を学生の前で披歴している｡ ｢歴代の自民党政権の悪政は許し難い｣ ｢福田政権は一

日も早く倒すべし｣ ｢日本人の貧富の格差をこれほどに広げた小泉の罪責は､断固糾弾され
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ねばならない｣といった､かなりあけすけな発言も珍しくないo勿論それだけを一方的に押

しつけるのではなく､自民党や保守派の論理も同時に紹介してバランスを取る配慮は忘れな

いが｡

5.私の日本事情の授業で最も回数多く取り上げるのは､やはり日本の歴史と歴史上の人物

の事績である｡この数年の授業のテーマを列記してみる｡講義･解説とともに､この分野

でも関連する映画･ドラマ･ドキュメンタリー等も視聴させる-あるいは映画やドラマを

見せるためにまず解説を施す-ことも多いので､それらの作品名も合わせて記す｡

(1)幕末･明治維新期(この時代は私の専門研究分野でもあるので､しばしば取り上げて

いる) - ･ドラマ『白虎隊』 『奇兵隊(高杉晋作の活躍を描く)』 『田原坂(西郷隆盛の生

涯を描く)』 『五稜郭』 『吉田松陰』､映画『福沢諭吉』 etc･

この時代は､西洋列強のアジア侵攻によりインド･中国･東南アジア等が次々に植民地

(or半植民地)化され､これに対する強い危機意識が日本史上最大の革命的大変革を生み

出した､大変注目すべき時代である｡アジアからの留学生が多くを占める私の授業におい

ても､問題意識を共通にしやすいテーマであるとも言え､私自身の専門分野であるという

ことも与かってかなり力が入ることが多い｡さらに､維新革命を実現し近代化に向かって

薫進する日本とアジア諸地域との連関にも話は及び､中国･韓国･東南アジア諸国等の出

身者は､少なからぬ関心を有する､もしくは関心を惹き起すことになる｡

徳川幕府を倒して新政府を樹立する薩摩･長州等の勢力と徳川陣営との角逐が幕末維新

史の大筋だが､最後まで徳川に殉じた会津藩と少年兵集団の悲劇を描く歴史ドラマ『白虎

隊』には落涙する学生もみられた｡だが『白虎隊』だけを見せると討幕派の長州藩がいか

にも残酷な悪者という印象ばかり与えてしまうので､それに引き続いて､長州藩が様々な

苦難と同志の移しい犠牲を乗り越えて維新革命を遂行していった様を描写したドラマ『奇

兵隊』 (『白虎隊』と同シリーズ)を鑑賞させ､歴史認識のバランスを考えさせる｡ 『奇兵隊』

には､ 1 8 6 2年上海を訪れた高杉晋作が横暴なイギリス人に虐待される清国人の姿を目

にして強い衝撃を受けるシーンなどもあり､視聴する中国等の学生も大いに引きつけられ

る様子である｡

『五稜郭』は会津戦争終結後もなお蝦夷地･函館で明治新政府に果敢に抗戦した榎本武

揚ら旧幕臣の奮闘をテーマとするドラマだが､後年政府の高官となった榎本は対露外交交

渉に尽力した男であり､ロシア入学生には是非とも知っておいてほしい人物｡ 『吉田松陰』

では､高杉晋作･伊藤博文ら明治維新の指導者たちを多数育て上げた吉田松陰の波乱の生

涯を見つめ､ 『田原坂』では維新の英傑西郷隆盛とその盟友大久保利通の宿命のドラマをた

どる｡松陰は中国の改革者･革命家(康有為･梁啓超･黄遵憲･講嗣同･章柄麟など)に

も少なからぬ刺激と影響を与え､また西郷は｢征韓論｣で韓国にも知られる人物である｡ (但

し西郷の所謂｢征韓論｣は朝鮮征討論の謂ではなく､その実旨は日韓関係紛糾の平和的解

決にあったという所説もあり､私はそれに賛同している)
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アジアの国々の中で日本だけが早期に旧体制打倒一新政権樹立に成功して植民地化を免

れ､逆にインド･中国･東南アジア･朝鮮等は何ゆえ近代化が遅れて苦難を余儀なくされ

たのかという深刻にして重要な論題は､将来それぞれの祖国の発展を担う指導的立場に立

つことになると思われる彼ら留学生にとって､考えておかねばならないテーマであろう｡

縁あって留学したこの地において､母国と日本の愛憎交錯する過去の複雑な歴史的関係を

考察することは､大変意義深い行ないであると言えよう｡そのための格好の題材として､

松陰や西郷などの人物像を認識させたいと思うのである｡

(2)明治～昭和期

さらに､近代化を進める日本がやがて朝鮮半島をめぐって中国と対立し､日清戦争に勝

利の後は今度はロシアとの確執をきたして日露戦争に発展し､この戦争にも一世界の大方

の予想を覆して一辛勝すると､朝鮮半島の植民地化(1 9 1 0年､韓国併合)を敢行に及

ぶ｡かくして欧米諸列強の仲間入りを果たした日本は､アジアで唯一の帝国主義国家とし

ての歩を進めて行くわけだが､特に1 9 2 0年代の末から一中国革命の進展とも絡んで一

日本には中国東北部(満州)を獲得したいという野心が顕著となって､ついに1931年

の満州事変勃発､而してその後の所謂｢1 5年戦争｣ -と突き進んでいくこととなる｡結

局は1 945年8月1 5日の破局に至るこの間の戦争と軍国主義日本の歴史の展開は､中

国･韓国(朝鮮半島) ･東南アジアの出身者にとっては忌まわしい被侵略の過程であるわけ

で､説明には相当に神経を使わざるを得ない｡ ｢1 945年8月1 5日はアジアの人々にと

っていかなる日か｣というタイトルの文章を題材にして､主に中国･東南アジアの学生を

相手に1 5年戦争(かつては｢大東亜戦争｣､最近は｢アジア･太平洋戦争｣の呼称も)の

意味を考えるという授業を行なったことがある｡その文章の中に､ ｢1 989年昭和天皇が

死去した時､アジア各地で"報因"という言葉が使われた-つまり天皇裕仁が重い癌に侵

されて死んだのは､あの侵略戦争の当然の報いだ-｣という意味の記述があった｡裕仁は

1988年9月18日に発熱し翌日吐血､そして4ケ月後に死んだのだが､奇しくも9月

1 8日は､ 1 93 1年に柳条湖事件すなわち日本の関東軍による満州侵略が開始された日

である｡天皇が病に倒れたのはその因果応報だ､というのである｡さらに同文章中には､

あるマレーシアの映画館で､ドキュメント映画の中の広島原爆投下の場面で観客から一斉

に拍手が沸いたというェピソードが紹介されていた｡戦時中マレー半島で住民虐殺を行な

った日本軍の中心が広島の部隊だったということも､この拍手につながったと書かれてい

た｡

現在の留学生にとって6 0数年前の戦争はあくまで歴史にすぎないが､それでも祖父母

など体験者から生々しい話を聞かされたという者もいる｡フィリピン人だったかマレーシ

ア人だったか､日本留学を決めた時に祖母から｢あんなひどい国へ行くのはやめろ｣と強

くたしなめられた-でも私はそれを振り切って日本に来た-と語った学生がいた｡他方､

1 5年ほど前インドネシアから来た留学生は名前の一部が日本人名のようだったので問う

と､彼の父親は若き日ジャワに駐留した日本軍の兵士で､終戦後も残ってインドネシア独
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岡崎　正道

立戦争に参加､その後現地の女性と結婚して生まれたのがその学生ということであった｡

岩手県出身の彼の父は健在で､故郷の山河をしっかり見てくるようにと彼に託したというo

このように､既に過去の歴史となったと思われる｢アジア･太平洋戦争｣も､決して完全

には終わっていないのだということが実感されるのである｡

幕末の動乱を生き抜き明治日本の最大のオピニオンリーダーとなった福沢諭吉は､封建体

制とこれを支えた教学である儒教を憎悪すること激しく､ ｢門閥制度は親の仇｣ ｢天は人の上

に人を造らず､人の下に人を造らず｣ ｢一身独立して一国独立す｣ ｢文明の未開に対する闘い｣

といった､今もなお人口に胎爽する多くの名言･スローガンを残した､まさに自由主義･資

本主義精神のイデオローグ､明治思想界のチャンピオンと評すべき人物である｡福沢は中

国･朝鮮の封建制脱却を強く望み､かの国の青年活動家たちを支援しながら､遅々として近

代化の進展せぬ両国の国情に焦慮､やがて絶望のあまり｢脱亜入欧｣を唱道するに至るo最

高額紙幣である1万円札に刷り込まれた人物は日本を代表･象徴する顔と言ってもよかろう

が､この福沢諭吉というのは一体いかなる人物なのかと､外国人としても大いに関心を抱く

はずである｡

私の授業では､福沢以外にも紙幣に印刷された歴史上の人物について､その事績等を説

明するように努めている｡樋口一葉･野口英世､あるいは旧紙幣の新渡戸稲造･夏目淑石･

伊藤博文･岩倉具視･板垣退助･聖徳太子など｡野口については映画『遠き落日』 (渡辺淳

一原作)を合わせて鑑賞させ､新渡戸は岩手が生んだ偉人として､また伊藤･岩倉･板垣

は明治維新史の中で､一葉と淑石は明治の文学者として､それぞれ関連事項を交えながら

の講説である｡

(3)それ以外の時代- ･岩手県と平泉の歴史-ドラマ『炎立つ』 『源義経』観賞､蒙古襲

来-ドラマ『北条時宗』観賞､足利時代と金閣･銀閣､戦国･安土桃山時代と信長･秀吉･

家康-ドラマ『国盗り物語』観賞､千利休と茶道-ドラマ『黄金の日々』観賞､武士道精神

-ドラマ『忠臣蔵』観賞､松尾芭蕉と俳句､鎖国一映画『おろしあ国酔夢讃』 (井上靖原作)､

近代日本と労働者一映画『ああ野麦峠』 (山本薩夫監督)､田中正造と足尾鉱毒事件一映画『艦

襟の旗』 (吉村公三郎監督)観賞､宮沢賢治と石川啄木一映画『わが心の銀河鉄道･宮沢賢

治物語』 (大森-樹監督) ･ 『驚きももの木2 0世紀･石川啄木』観賞etc･

地元岩手県の歴史については県内の歴史的名所の解説とも絡めて､賢治や啄木は岩手が生

んだ著名な文学者として､認識を促している｡平泉や遠野など留学生を伴って､現地を訪ね

ることもしばしばである｡

どの時代においても政治と文化を関連させ､いろいろなドラマや映画を鑑賞させることが

多く､留学生たちは当時の躍動する歴史一英雄･豪傑たちの争闘-と現在にも伝わる茶道･

俳句･歌舞伎といった日本文化の諸相に触れることができる｡

6.　私の日本事情の教育･指導は､教室の中の学習だけにとどまらない｡私は大学外の多く

の人々や団体の協力を得て､様々な文化体験の類を数多く実施している｡正月の餅つき､
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日本事情教育の実践とその可能性

春の雛祭りや花見､盛岡探訪バスツアー､農業(田植え･畑作業･稲刈り等)体験､着物

着付け体験､生け花体験､その他名所探訪のドライブなど実に多彩な野外活動や体験学習

を､授業のカリキュラムとは必ずしも関わりなく行なっている｡またこれらの諸活動を通

して､あるいは小中学校や諸講座等に留学生たちが招かれて赴いたり､日本人家庭でのホ

ームステイを経験したりすることによって､多くの日本人とじかに接することも､立派な

日本事情学習につながるものである｡そうした取り組みを通じて日本人の生活習慣やもの

の考え方に触れることは､机上の学びより以上の学習効果をもたらすことが多いと思われ

るからである｡

以上述べきたったことから了解されると思うが､留学生に対する日本事情の教育は､極め

て重要な意義を有している｡ ｢留学生1 0万人計画｣が-いろいろ曲折はありつつも一一応

の達成を見､今度は｢留学生3 0万人計画｣が打ち出されているが､そも外国から留学生を

大量に受け入れる一番のねらいは何であろうか?各人が専門とする分野を高レベルな学術

水準を持つ日本でしっかり学んでもらう､それは勿論のことであるが､それに優るとも劣ら

ず重要なことは､世界でもかなり特有な文化･風土と言われることが多いこの国の良い面も

悪い面も､曇りなき眼で実見して認識を深めてもらうことにあるのではないか｡

かつて1 9 74年､時の田中角栄首相が東南アジア諸国を歴訪した際バンコクやジャカ

ルタで激しい反目デモが起こったが､その先頭に立った者の中に日本留学経験者がたくさ

んいたという､いささか残念なことがあった｡数多い留学生の中に様々な理由で日本-の

反感を蓄積させる者が一定数存在しても､それはある意味やむを得ないことであろうかと

思うが､それに数倍する親日･知日の人々を生み出すことができれば､留学生受け入れは

政策としても成功と言えるだろう｡では､いかにしたら留学生たちを親日家･知日家に育

て得るかと言えば､とにかく多くの日本人と接し､日本に関する多くのことを知り､日本

で多くの意義ある体験を重ねる､それ以外にはないであろう｡どんなに迂遠なように見え

ても､結局はそうした積み重ねこそが実効ある日本理解をもたらすための捷径なのである｡

<参考文献>

『日本事情ハンドブック』 (大修館書店)

『留学生のための日本事情入門』 (文理閣)
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日本語特別コース実施報告

1.概要

日本語特別コースは日本語能力の向上を目指す全学の外国人留学生が対象の補

講授業で､定員に余裕のある場合には研究員およびその家族も受講が可能である｡初

級､中級レベルの授業では､国際交流科目または特別コースとして履修する学生が､上

級レベルの授業では全学共通教育科目または特別コースとして履修する学生が混在す

る形で授業が進められている｡本来､これらのコースはそれぞれが独立して開講されるべ

きものであるが､各コースの日本語学習の目的･目標が共通するものが多く､また､国際

交流センターの人的･物理的資源も限られているため､このような開講形態をとっている｡

なお､2006年度後期より､岩手県立大学の外国人留学生等に対しても特別コースの授

業が受けられるようになったが､通学が遠距離になるため受講者がいなかった｡

2.受講までの流れ

受講希望者は､毎学期はじめに実施されるオリエンテーション-の参加が義務づけられ

ている｡オリエンテーションでは英語および中国語の通訳を介した説明を行っており､今

年度は尾中教員(英語)､早川教員(中国語)の通訳協力を得た｡その後､クラス決定

のためのプレースメントテストを実施した｡前学期からの継続受講者は前学期末時点の

成績によって日本語能力が把握できているため､プレースメントテストは免除した｡プレー

スメントテストの結果は翌日朝に国際課掲示板にて発表し､学生はその結果に基づき､

受講科目を選択する｡また､研究生､大学院生には指導教員の承認を得るため｢受講

承諾書｣の提出を求めた｡平成19年度オリエンテーションは以下のように実施した｡

<前期>

4月4日(水) 14:30-16:00　　学生センター2階　G21教室　参加者15名

4月9日(月) 13:30-15:00　人文社会科学部3号館311室　参加者8名

<後期>

10月4日(木) 14:45-16:15　　学生センター2階　G21教室　参加者25名

10月9日(火) 14:45-16:15　　学生センター2階　G21教室　参加者10名

なお､オリエンテーションに参加できない学生等に対しては､例年通り個別に対応した

が､研究員､家族など学期はじめに来日しない学習希望者が大半であった｡
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3.授業概要

3.1開講クラス

授業概要は前期後期とも同様で以下の通りである｡

<日本語特別コース科目一覧>

科目名 �>�vR�二つ一て■ 

初 �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�B�初めて日本語を学習する人が対象o初歩的な文法､語嚢等および目 釘�

常生活に必要なごく基本的な会話および読み書きの技能の習得を目 

総合 倡x+x�ｲ�

級 Ⅰ 刄eキスト:『げんきⅠ』会話.文法編(TheJapanTimes) 

日本語初級Ⅰ 表記.作文 傀�-�,I?ｩgｸﾎｨ/�ｧx�+x.��ﾈ*ｩ���ｴH*�,�,hｬ�%�,悪�ｨ,ﾉ<x-ﾘ��*ｺB�1 
および簡単な文章の読み書き能力を高める8 

テキスト:『げんきⅠ』読み書き編(TheJapanTimes) 

初 �?ｩgｸﾎｨ�ｸ�R��ﾘﾘr�日本語を150時間程度学習した人が対象○初級後半の文法､語嚢 釘�および日常生活に役立つ会話および読み書きの技能の習得を目指 

級 Ⅱ 凾ｷoテキスト:『げんきⅡ』(TheJa,panTimes) 

日本語初級Ⅱ 傀从佩9Kﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣S��鬩/i7�,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�t$�8uD4ｴ�茯uEf���(�ｉgﾙ�ﾈ����

中 級 Ⅰ �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�B�大学生活(研究室､授業等)に必要な日本語の会話技能および中級 �"�

レベルの文法.語嚢の知識の習得を目指すo 

総合 �6X4ﾈ5�6s｢���｢��y[h峪?ｩgｸﾎｩ(hｸ�H�ｉ[h嶌､��ﾎｩ�ｩnXｧxﾕ｢��

(後期)『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅰ ��ﾉ�ﾈ,h+X,I?ｨ�ﾙ�hｨ蟹�Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,��(ｵｩEﾈ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

会話 �6X4ﾈ5�6sｨ�x,�-�.x*�?ｩgｸﾎｨ檠�(�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h�,ﾈｮ��)<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�<x��](�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �4�4ｨ6h7�6(4�,閏h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6x,�,r�,ﾈﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｸ6X4ﾈ5��1 

作文 �6sｨ�y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣�ﾞﾉ[i](�ｈ4�8ｸ4竰�

日本語中級Ⅰ �(hｸ���ﾈ8ﾈ7�8ｸ,ﾈｫ�｣3��鬨,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

漢字 �6X4ﾈ5�6sｨ�s�薀U$ﾔTHuD�DTｴ�茯uEf����ｉgﾙ�ﾈ����
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科目名 �>�vR�コマ 

中 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�R�中級前半修了者が対象o大学生活(研究室､授業等)に必要なより �"�

高度な日本語の会話技能および中級レベルの文法.語垂の知識の 

総合 做ｹ;�/�mｨ輾+x�ｲ�

テキスト:『現代日本語コース中級Ⅱ』(名古屋大学出版会) 

日本語中級Ⅲ �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4饉h�,ﾉ<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

読解.漢字 �6X4ﾈ5�6s｢ﾘ986�4�4X6r�

日本語中級Ⅲ �.h.畏)7�,�4�4ｨ6h7�6(4饉h��8ﾈ7ﾈ�ｸ6zH揵�[i9著ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/��1 級 剿ﾚ指すo 

Ⅱ �<x��鞐ﾉ[b�テキスト:『留学生のための論理的な文章の書き方』(スリーエーネットワ 

-ク)ほか適宜使用 

日本語中級Ⅲ 理系日本語 凉ﾘﾆ隗y�h,儺ｹwh,旭��)4�,夷ｨﾄｺI[hﾅ�9�,ﾉ&ﾘ�,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 
今年度は工学部1年次留学生のうち必要と認められる学生8名参 

加○テキスト:ハンドアウト 

日本語中級Ⅲ 兌hﾆ隗y�h,儺ｹwh,旭��)4�,夷ｩEる[hﾆ�,ﾉ&ﾘ�,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

文系日本語 �6X4ﾈ5�6sｲﾘ986�4�4X6r�

上 ��8ｸ�?ｩgｸﾎ｢�大学生活や研究に必要な高度な口頭表現力の習得を目指すo ���

口頭表現 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧy�hｨ�,儺ｹwh,畏)7�,�<x��|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

読解 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧx,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,閏h�ﾞﾉ�ﾉEﾉ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 級 刄eキスト: 

論文作成 忠��｢��y�Xｧr��Xｧx��z�y�h,ﾉ?ｩgｸﾎ｣I�[hﾞﾉ�ﾉ](�ｈ4�8ｸ4竰�

(後期)『大学生と留学生のための論文ワークブック』(くろしお出版) 

上級日本語 ��Xｧx,ﾉ[hﾆ�,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,夷ｩ�(.)Uﾈﾋｹ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+x�ｲ�1 

文系 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

上級日本語 ��Xｧx,ﾉyﾘﾆ�,ﾈﾊHｸh,儺ｹwh,畏)7�,夷ｨﾄｸ.)Uﾈﾋｹ|ﾘ,ﾈ�;�/�mｨ輾+v��1 

理系 �6X4ﾈ5�6sｨ6�986�4�4X6r�

合計単位数 �27 

4.実施状況

初級Ⅰクラスは､前期､後期とも履修者の状況から開講時期が1週ほど遅れた｡初級

Ⅲレベルは後期にア-ラム大学sICEプログラム(盛岡市教育委員会とア-ラム大学との

協定による英語教育インターンシッププログラム)の学生4名を受け入れた｡中級Ⅰレべ
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ル(総合､会話､漢字)でも同じくSICEプログラムの学生7名を受け入れた｡SICEプログ

ラムの学生は後期前半の　7　週間を受講した｡さらに､中級Ⅰ総合の教科書は､前期は

漢字圏の学習者が中心となるため『文化日本語中級Ⅰ』(文化外国語専門学校)､後

期は英語圏の学習者が多いため従来どおり『現代日本語コース中級Ⅰ』(名古屋大学

出版会)を使用した｡各学期の時間､担当者､受講者数は以下のとおりである0

<前期> (4月11日～8月1日)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗX�)�B�
特別 俛�ﾝｲ�共通 

日本語初級Ⅰ総合 ��Xｾ��ﾓB�坂本淳子.大高久枝 釘�0 ��

日本語初級Ⅰ表記.作文 �絣綯�松林和美 �2�0 ��

日本語初級Ⅲ総合 佇駑��ﾓB�大高久枝.大畑佳代子 唐�0 ��

日本語初級Ⅱ漢字 佇絣綯�松林和美 釘�0 ��

日本語中級Ⅰ総合 佇駑���"�松岡洋子 迭�0 ��

日本語中級Ⅰ会話 ��SR綯�尾中夏美 �"�0 ��

日本語中級Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり �2�0 ��

日本語中級Ⅰ読解 ��Sr繧�橋本学(人文社会科学部) �2�0 ��

日本語中級Ⅰ漢字 佇�2紕�尾中夏美 �2�0 ��

日本語中級Ⅱ総合 佇絣綯��S2紕�尾中夏美 松岡洋子 釘�5 ��

日本語中級Ⅱ読解.漢字 ��Sr繧�岡崎正道 ����3 ��

日本語中級Ⅱ読解.作文 冦コ綯�中村ちどり �2�3 ��

理系日本語 仞���"�照井啓介 �"�0 ��

文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 迭�1 ��

上級日本語A口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 ��� ����

上級日本語B読解 ��S偵���岡崎正道 �"� ��2�

上級日本語C文系 冦コ綯�中村ちどり �"� �2�

上級日本語C理系 仞���"�照井啓介 ��� 澱�

上級日本語D論文作成 仞�2紕�菊地悟(教育学部) 釘� 釘�

合計 �#x5(7ﾒ� 都��12 �3b�

受講者合計118 
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<後期> (10月12日～2月　21日)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�
特別 俛�ﾝｲ�共通 

日本語初級Ⅰ総合 ��Xｾ��ﾓB�坂本淳子.大高久枝 澱�0 ��

日本語初級Ⅰ表記.作文 �絣綯�松林和美 �2�0 ��

日本語初級Ⅱ総合 佇駑��ﾓB�大高久枝.大畑佳代子 唐�0 ��

日本語初級Ⅱ漢字 佇絣綯�松林和美 �"�0 ��

日本語中級Ⅰ総合 佇駑���"�松岡洋子 ��B�5 ��

日本語中級Ⅰ作文 �絣綯�中村ちどり 迭�4 ��

日本語中級Ⅰ読解 ��Sr繧�橋本学(人文社会科学部) �2�2 ��

日本語中級Ⅰ漢字 佇�2紕�尾中夏美 ����5 ��

日本語中級Ⅰ会話 冦�2紕�尾中夏美 ��R�5 ��

日本語中級Ⅲ総合 佇絣綯��S2紕�尾中夏美 松岡洋子 �"�2 ��

日本語中級Ⅱ読解.漢字 仞�r繧�岡崎正道 唐�2 ���

日本語中級Ⅱ 理系日本語 �駑ビ繧�小野寺淑 途�0 ���

日本語中級Ⅱ 文系日本語 佇�2紕�岡崎正道 ��"�1 ���

上級日本語E口頭表現 佇縒繧�松岡洋子 �"� 唐�

上級日本語F読解 ��S偵���岡崎正道 迭� 湯�

上級日本語G文系 冦コ綯�小浦啓子他(教育学部) ��� �"�

上級日本語G理系 仞���"�照井啓介 ��� 澱�

上級日本語H論文作成 仞�2紕�小浦啓子(教育学部) 釘� 釘�

計 �#h5(7ﾒ� ���b�26 �#��

受講者合計 

受講数合計は延人数

5.問題点･課題

5.1施設設備

施設面の課題(小規模教室の不足)は相変わらず改善が図られていない｡人文社会

科学部3号館の改築など大規模な改修が行われない限りは困難な状況が続く｡空調等

の課題もまだ改善が図られず､扇風機に至っては通常の授業の教室に勝手に移動され

てしまい､留学生が使用できないことが多々起こった｡近年､夏休みに入る前から暑さが
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厳しくなり､通常の教室でも授業を実施することが困難な日が多くなっている｡経費の面

で厳しい状況にあることは理解できるが､勉学に支障をきたすほどの暑さに対しては､対

策が必要だと思われ､改善を望みたい｡

また､昨年度に引き続きオンライン教材を利用した｡今年度はシステムの更新に伴い､

利用登録後のIDとパスワードが情報処理センターのものと同一になったため､利用しや

すくなったoしかし､家族の受講者の場合､情報処理センターでの利用登録が不可能で

当該教材は利用できないという問題は残っている｡

さらに､初級中級の授業には日本人のアシスタントをいれ､会話や説明などの補佐を

してもらったが大変好評であり､引き続きアシスタントの活用を図る｡

5.2　内容･コースの位置付け

昨年度､補修的な位置づけではじめられた理系学部生の日本語支援の意味外で実

施された｢理系日本語｣が､今年度は｢上級日本語C･G(理系)｣という形で単位化され

たことにより､学生たちが単位を取得できるようになったことは望ましいことである｡

また､今年度は昨年度に引き続き､学生ボランティアによる日本語能力試験対策指

導を個別に行ったoまた､家族や研究員に対する個別指導も昨年度同様行った｡また､

SICEプログラムのように学期の半分だけの受講を受け入れるケースも相変わらず続く｡日

本語コースは､本来このような､留学､日本語学習の目的によってきめ細かく対応すべき

であるが､物理的人的制約から同一のクラスで対応している｡そのため､クラスで対応でき

ない部分については個別に指導を行う必要がある｡今後､オンライン教材の更なる充実

とともに､個別学習をサポートする人材を育成し､活用したい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語研修コース実施概要

1.コースの目的

日本語研修コースは､大学院入学前の日本語予備教育プログラムであり､ 6ケ月間の日本語集

中コースとして開講されている｡受講対象となる学生は､岩手大学と近隣の大学の大学院-進学

する予定の留学生(大使館推薦の国費研究留学生および教員研修留学生)であるが､国際交流

センター長の許可を得た場合は岩手大学の留学生とその家族､岩手県立大学留学生とその家族

も受講することができる｡毎年4月と10月に開講され､日常生活と研究に必要な日本語の基礎を

学ぶ｡

2.平成19年度前期

(1)受講生

受講生は6名で､岩手大学研究生(農学部)3名､岩手県立大学研究生2名､岩手大学研究生

の家族1名である｡国籍は次の通りである｡

韓国(女)

中国(男2名､内1名はウイグル自治区)

ネパール(女)

バングラディッシュ(男)

インドネシア(男)

(2)授業日程

4月初旬

4月16日(月)

4月16日(月)

4月23日(月)

4月28日～5月6日

7月末

8月初旬～下旬

8月下旬～9月中旬

9月中旬

プレースメントテストと面接

授業開始(ひらがなクラス)

留学生のためのオリエンテーション

カタカナクラス開始

連休

期末テスト

夏休み

補習授業

授業終了
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(3)週間時間割

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 ��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) �� 侘)¥ｨ轌;�� ��

※　漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､全て初級Ⅰ

(4)授業担当者

総合日本語:　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

読解･作文:　　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)

漢字:　　　　　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

個別指導:　　　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)

3.平成19年度後期

(1)受講生

受講生は8名で､岩手大学研究生(農学部･教育学部･工学部･工学研究科)5名､特別聴講学

生(教育学部交換留学生)1名､岩手大学大学院生･研究生の家族2名である｡

中国(女4名)

タイ(男1名)

中国ウイグル自治区(女1名)

モンゴル(男2名)

(2)授業日程

10月初旬

10月15日(月)

10月17日(水)

12月下旬

12月22日～1月6日

2月下旬～3月中旬

3月14日(金)

プレイスメントテスト･オリエンテーション･面接

授業開始

留学生のためのオリエンテーション

スキー研修旅行

冬休み

補習享受業

留学生送別会
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(3)週間時間割

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 

Ⅰ(9:00-10:30) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅱ(10:30-12:00) ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�総合日本語 �<x��鞐ﾉ[b�総合日本語 ��ﾘﾘy?ｩgｸﾎ｢�

Ⅲ(13:00-14:30) 亅�｢�漢字 ��漢字 亅�｢�

Ⅳ(14:45-16:15) ��日本事情 侘)¥ｨ轌;�� ��

※漢字クラスは13:45-14:00の間は自習時間

※　日本語授業のレベルは､全て初級Ⅰ

(4)授業担当者

総合日本語:　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

読解･作文:　　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)

漢字:　　　　　松林和美､坂本淳子､小野寺淑(国際交流センター非常勤講師)

個別指導:　　　中村ちどり(国際交流センター専任教員)
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全学共通教育科目

1.日本語

主に新入学の1年生が履修する外国語科目としての日本語であるが､彼らは入学の時点で既に

かなり高いレベルの日本語能力を有しているので､その実態に合わせて｢上級日本語｣を5科目

用意している｡

(1)口頭表現　(2)読解　(3)文系日本語　(4)理系日本語　(5)論文作成

以上の4つである｡

週に5回の授業を複数の教員が分担しているが､受講者は単位取得希望の学部留学生のほか､

単位は不要だが高度な日本語力の習得を望む学生やその家族等も参加し､ ｢日本語特別コース｣

の上級編をも兼ねるものとなっている｡

(1)口頭表現は､ -イレベルな話題をもとに議論をしたり､自分の意見を発表しかつ質疑応

答も行なったりする､高度な会話の訓練｡

(2)読解は､日本の文化･歴史･政治､現代社会の諸問題などに関する､これもレベルの高

い文章(新聞記事など)の読解の訓練｡

(3)文系日本語は､文科系の専門分野を学ぶために必要な語嚢や文章表現を理解できるよう

になるための訓練｡

(4)理系日本語は､理科系の専門分野を学ぶために必要な語桑や文章表現を理解できるよう

になるための訓練｡

(5)論文作成は､研究した内容や報告する事項などを日本語でまとめ､記述することができ

る力を養う訓練｡

この授業の受講者は原則として過去に6 0 0時間程度の日本語学習歴を有する者に限られて

いるので､相当に-イレベルな内容にもついてこられるはずであるが､それでも中国など漢字圏

の出身者とそれ以外の者､専攻分野の違いなどにも起因する関心の度合いの高低などにより､お

のずと差が生じてくることは避けがたい｡

授業担当者は次の通り

口頭表現:松岡洋子

読　　解:岡崎正道

文系日本語二小浦啓子ほか

理系日本語:照井啓介

論文作成:菊地悟ほか

(文責:岡崎正道)
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2.日本事情文系

この授業では､外国人留学生が日本で学びまた日常生活を営む上で役にたっ､日本に関する諸

事情､諸文化事象等について講義する｡具体的な項目は以下の通り｡

(1)　日本人の言語表現の特性

(2)　日本人の精神と日本文化の特質

(3)　日本の歴史､歴史上の人物､日本の思想

(4)政治･経済･社会･風俗等､現代日本の諸問題

(5)その他､日本と日本人に関するあらゆる事柄､また日本と世界の関係など

これらの中から､そのつど具体的なテーマを設定して講義するのだが､当然ながら出席してい

る学生の日本語能力や問題関心等により､内容をいろいろ考え工夫している｡

また学生の出身国についても､考慮を払う必要があるであろう｡特に政治的に対立する国の学

生が同じ授業に出ているような場合は､どちらか一方に味方するような(あるいはこちらにその

つもりがなくても､そう受け取られかねないような)発言は､極力慎む配慮が求められよう｡

(文責:岡崎正道)

3.多文化共生科目

日本事情A

【時間割】前期木3･ 4

【担当】　松岡洋子･尾中夏美

【概要】平成1 8年度以前入学の留学生を対象とし､ボランティアの日本人学生と多文化

状況のコミュニケーションを体験的に学ばせた｡なお､授業最終段階には､北東北

3大学合同合宿に参加させ､共同作業を体験させた｡

【成果と課題】コミュニケーション教育の充実を目的として､新たな形態で授業を展開させ

ることとなったが､前期はカリキュラム編成のタイミングが合わずに留学生のみの

履修となった｡しかし､ボランティアの日本人学生が参加することで､学生同士の

コミュニケーションが活発になり､授業の効果は十分に得られた｡来年度以降はこ

の授業は前期後期とも多文化コミュニケーションとして開講されることになってい

る｡今後は､学生たちの意識の変容のみならず､コミュニケーションスキルの獲得

を目指して授業を展開させる計画であり､合宿等を活用した集中的なコミュニケー

ショントレーニングの機会を提供していく｡

多文化コミュニケーションB

【時間割】後期月9･10

【担当】松岡洋子･尾中夏美

【概要】留学生と日本人学生の混合グループによる共同作業方の授業を行った｡今年度は｢留

学生のための大学案内パンフレット作成プロジェクト｣を実施した｡このプロジェクト
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はパンフレット作成作業を通じて､実務的なコミュニケーション能力を養成することを

意図したが､学生によってその成果にばらつきがあったものの､一定の成果は得られた｡

なお､今学期の授業を実施するに当たり､大阪大学コミュニケーションデザインセンタ

ーを訪問し､コミュニケーション教育の方法論等について聞き取り調査を実施した(経

費はESD推進経費を活用)｡この調査では､学生同士にどのような方法でコミュニケー

ションの困難さやそのために必要なスキルに気づかせ､自ら学び取るよう授業を展開さ

せるかという点で知見を得た｡それを今回の授業にも活用したが､今後とも授業方法の

開発を継続し､専門教育との連携についても模索したい｡

(文責:松岡洋子)

4.初習英語

留学生の中には母国で英語をあまり履修したことのない学生がいる｡これらの学生にとって学部の専

門教育や大学院で英語の論文を読むことは不可能である｡これまで学部教員がボランティアとして無単

位の英語教育を行ってきたが､これを全学共通教育科目として単位化することが可能となったため国際

交流センターで担当することになった｡

1名の中国人留学生が全学共通教育科目としての英語の単位が必要であったが､他の日本人とはレ

ベルが異なるため､ ｢英語総合Ⅰ (初級)｣ ｢英語コミュニケーションⅠ (初級)｣をこの授業に当てて留学

生のみ履修可とした｡

前期受講者は単位を必要とする学生1名のほかに聴講生として韓国入学生1名､中国人学生1名､後

期は聴講生のみで中国人学生3名､韓国入学生1名が受講した｡授業には中学校英語の教科書｢ニュ

ーホライズン｣と教科書に準拠した問題集を使用した｡

(報告:尾中夏美)
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国際交流科目実施報告

1.概要

国際交流科目は短期留学特別プログラムの交換留学生を主な受講対象として施され

る科目である｡授業は､英語による専門レベルの授業と初･中級レベルの日本語授業が開

講された｡主な受講生は交換留学生(アメリカ･テキサス大学､フランス･ボルドー大学､韓

国･明知大学､中国･清華大学､寧波大学､曲阜師範大学､吉林農業大学)である｡

2.実施状況

平成19年度の開講状況は以下のとおりである｡

<前期;4月11日～8月1日>　(国際交流科目として登録者のあった科目のみ記載)

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�

映画に見る日本の文化と社会 ���蔦���AlanFarr �"�

現代日本の法律ll 佇��rﾓ���WilliamB.Cleary ���

戦後日本経済におけるジェンダーの諸相 ��S�Rﾓ�b�藤原千沙 ���

初級日本語Ⅰ総合 ��Xｾ���ﾓ�B�坂本淳子.大高久枝 ���

初級日本語Ⅰ表記.作文 ���Rﾓ�b�松林和美 ���

初級日本語Ⅰ会話 ���2ﾓ�B�松岡洋子 ���

初級日本語Ⅱ総合 佇駑���ﾓ�B�大高久枝.大畑佳代子 ���

初級日本語Ⅱ漢字 佇��Rﾓ�b�松林和美 ���

中級日本語Ⅰ総合 佇���ﾓ�"�松岡洋子 ���

中級日本語Ⅰ会話 ��S�Rﾓ�b�尾中夏美 ���

中級日本語Ⅰ読解 ��S�rﾓ���橋本学 ���

中級日本語Ⅰ漢字 佇��2ﾓ�B�尾中夏美 ���

中級日本語Ⅰ作文 ���Rﾓ�b�中村ちどり ���

中級日本語Ⅱ総合 佇��Rﾓ�b��S�2ﾓ�B�尾中夏美 松岡洋子 迭�

中級日本語Ⅱ読解.作文 仞��Rﾓ�b�岡崎正道 �2�

理系日本語 �6�ﾓ�"�照井啓介 �2�

文系日本語 佇��2ﾓ�B�岡崎正道 ���

個別研究 偖y(b�尾中夏美.松岡洋子 �"�
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<後期;10月11日～2月　21日>

科目名 倬隴B�担当 假8ﾗY�B�

映画に見る日本の文化と社会 ���蔦���AlanFarr 釘�

現代日本の法律Ⅱ 佇��rﾓ���WHliamB.Cleary 釘�

日本文化と日本人心理の発見 佇��蔦���斎藤博次 �"�

地球の歴史 ���Rﾓ�b�八木下晃司 ���

文化の諸相 ��S�蔦���MichaelUnher (代表) �"�

動物生理学 冦��rﾓ���津田修治(代表) ���

初級日本語Ⅰ総合 ��S��ﾓ�B�ｾ���ﾓ�B�坂本淳子 大高久枝 ���

初級日本語Ⅰ表記.作文 ���Rﾓ�b�松林和美 ���

初級日本語Ⅱ総合 佇���ﾓ�B�大高久枝 大畑佳代子 ���

初級日本語Ⅱ漢字 佇��Rﾓ�b�松林和美 ���

中級日本語Ⅰ総合 佇���ﾓ�"�m���ﾓ�"�松岡洋子 迭�

中級日本語Ⅰ会話 冦���2ﾓ�B�尾中夏美 釘�

中級日本語Ⅰ読解 ��S�rﾓ���橋本学 �"�

中級日本語Ⅰ漢字 佇��2ﾓ�B�尾中夏美 迭�

中級日本語Ⅰ作文 ���Rﾓ�b�中村ちどり 迭�

中級日本語Ⅱ総合 佇��Rﾓ�b��S�2ﾓ�B�尾中夏美 松岡洋子 �"�

中級日本語Ⅱ読解.漢字 仞��Rﾓ�b�岡崎正道 �"�

理系日本語 仞��6s�"�照井啓介 ���

文系日本語 佇��2ﾓ�B�岡崎正道 ���

個別研究 偖y(b�松岡洋子 ���

3.課題と今後の展望

今年度は大学教育総合センターの協力により､国際交流科目(英語による科目)担当
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教員に以下のとおり研究経費の配分が行われた｡

*国際交流科目実施担当者(実際に実施された授業)

a.母語話者　　　5科目　×　¥20,000　-¥100,000

b.非母語話者　　4科目　× ¥40,000　-¥160,000

*国際交流科目開設者(シラバスを提出した授業)

22科目　×¥10,000-¥220,000

合計　¥480,000

この措置が来年度以降も実施されるか不明であるが､国際交流科目を安定的に開講す

るためにも当分の期間､継続が望まれる｡

また､国際交流科目の主たる対象学生である短期留学特別プログラムの学生数は今

年度わずかに増加したが､英語による専門科目は毎学期の開講予定科目リストの中から､

短期留学特別プログラムの学生が受講申請した科目についてのみ開講するシステムをと

っているため､開講される科目はまだ少ない｡したがって､短期留学特別プログラム以外の

学生は上記の経過によって開講の決まった科目の中から受講科目を選択することになり､

短期留学特別プログラムの学生以外の受講が制限される結果となっている｡国際交流科

目は平成18年度に引き続き､正規学部生が履修し､専門科目の選択科目の一部として

認定されている｡今後はこの改定に伴い､国際交流科目の開講予定科目は短期留学特

別プログラムの学生の履修申告の有無に関わらず履修申告を受け付けるよう制度を確立

していく必要がある｡なお､昨年度まで課題となっていた､学務事務上の対応は学務課が

多くを担当するという改善が見られた｡今年度は後期に英語による理系科目が初めて開

講されたが､担当教員の熱心な取り組みにより､国際交流科目-の学内的認知が少し高

まったことは喜ばしいことであった｡全学共通教育科目同様､全学的な実施体制の確立を

目指すべきだという指摘が担当教員からあったが､国際交流科目実施に当たっての責任

母体があいまいな状況は続いており､全学的な組織を正式に立ち上げる必要がある｡

なお､来年度は短期留学制度で来学する学生に対する日本学生支援機構からの奨学

金の枠が増加することが決まり､留学生の確保にとっては朗報である｡これに伴い国際交

流科目のますますの充実が求められる｡

以上

(文責:松岡洋子)
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夏期休暇および個別日本語補講報告

1.概要

夏期休暇日本語補講は学期中の通常クラスに参加できない学生や､通常クラスで学習したことを復

習したい学生を対象として開講し､ア-ラム大学SICEプログラム学生の前半日本語教育としても活用

した｡また､学習者の個別ニーズに対応するため､担当教員およびボランティア学生による補講を実施

した｡各クラスの内容は以下のとおりである｡

①夏期休暇日本語補講初級Ⅱ予備クラス

期間: 2006年8月30日～9月27日　9:00-12:00 (全7回)

対象:初級修了者､ア-ラム大学sICEプログラム(全13名受講)

担当:松岡洋子･尾中夏美

内容･スケジュール:

日付 仆8��%99b�学習項目 

1 嶋ﾈ�3�?｢盈ｒ�G4-A.松岡 ����|ﾘ6X5�6xt�齪ﾌ���樞�5H7ﾈ�ｸ5��ｸ��樞�
③日本語プレゼンテーションスキルトレーニング1 

2 祷ﾈ�9?｢以竰�情報処理センター.松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�"ﾘﾕﾉ�ﾂﾒ�

3 祷ﾈ緤?｢盈ｒ�G4-A.松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�2ﾙJﾙUﾈ,ﾉ?ｩgｸﾎ｢ﾒ�

4 祷ﾈ���?｢以竰�情報処理センター.松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�ﾘ�饑�/�*�,(-�.辻�

5 祷ﾈ��9?｢盈ｒ�情報処理センター.尾中 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�ﾘ7�8��ｸ7ﾈ48986rﾒ�

6 祷ﾈ�#�?｢盈ｒ�情報処理センター.尾中 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984��
-パワーポイント完成&練習- 

7 祷ﾈ�#y?｢盈ｒ�G4-A.松岡 �?ｩgｸﾎｨ7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x985�4ﾈ8ｸ6x8ﾈ�ｸ6ｨ984�ﾙJﾙUﾂﾒ�

②個別補講

a.日本語能力試験対策

期間:2007年10月22日～12月2日(月･水･金各2時間)

対象:農学研究科研究生1名(フィリピン)

担当:亀田智代(教育研究科2年次)､相川和慶(教育学部2年次)

内容:日本語能力試験2級対策問題集に取り組み､受験準備を行った｡

利用教材:日本語能力試験2級対策問題集各種

b.漢字個別指導

期間:2008年2月26日～3月30日(月･水　各2時間)
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対象:教育学部1年(ホンジュラス)

担当:佐々木仁美(教育研究科2年次)

内容:自然科学系授業を受講し､レポートを書くために必要な漢字語桑の学習を行った｡

利用教材:INTERMEDIATE KANJI BOOK vo1.1ほか

2.成果と課題

夏期休暇補講はSICEプログラム学生の準備コース的役割を兼ねて開講したが､昨年度の反省を踏

まえ｢日本語プレゼンテーショントレーニング｣とし､学習者のレベルを問わずプロジェクト方式の技能

向上を目的とした｡ここには学生サポートがほぼマンツーマンの形でついたが､学生には概ね好評で

あった｡

また､個別補講では､学習者の個々のニーズに対応する方策としてボランティア学生の支援を得た｡

協力した学生は日本語教育に対して意欲や経験を持っており､学生たちの評判も高かった｡

1)通常の授業で提供できない技能､知識をテーマとした補講の提供

今年度提供された能力試験対策､プレゼンテーションスキルトレーニング､漢字習得対策

のほか､専門日本語講座､ビジネス日本語講座などの実施を検討したい｡

2)個別学習支援サポーターの募集システムの確立と人材育成

昨年度同様､人材育成に時間が取れなかったため､次年度に向けて課題が残った｡平

成20年度からは留学生パートナー制度が立ち上がるが､これらの登録学生の中から､日

本語サポートに関心のある学生に対して､研修を行うことを検討する｡

以上

(文責:松岡洋子)
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日本語･日本文化研修コース

1.　　コースの特色

本コースは日本語と日本の諸事情､すなわち日本の文化･歴史･地理･政治･経済･

社会･教育等々について､理解を深めさせることを目的とする｡

そして教室における座学にとどまらず､様々な行事や体験学習等が豊富に用意され､

楽しみながら学べるのが本コースの特色となっている｡

2.　　指導体制

留学生の専門分野や興味･関心に合う専攻の教員が､指導教官を務める｡

3.　　活動内容

周辺の名所･旧跡等を訪ねたり､学内外のイベント等に積極的に参加させて､関係者

や市民と交流を深める｡花見･バスツアー･キャンプ･盆踊り･七夕･クリスマス･

餅つき･スキーツアー･ひな祭り･着物着付け体験･生け花･茶の湯など､季節ごと

の催しが､学外の諸団体等の協力も得て数多く企画され､留学生たちはこれら-の参

加を通して日本文化を実体験することができる｡

4.　　受講資格と修了要件

このコースを受講することができる学生は､中級レベル以上の日本語能力を有し､日

本語･日本文化に関する分野を専攻もしくは学習している者である｡コースの修了者

には修了証を交付､また受講科目については､成績等の条件を満たした場合に単位を

与える｡

(文責:岡崎正道)
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日本語･日本文化研修生および短期留学生修了研究報告

1.対象学生と指導の概要

昨年度まで､日本語日本文化研修生のみに義務付けてきた修了個別研究を平成19

年度からは国際交流科目の｢個別研究｣という科目を開設し､単位化することとなった｡こ

れにより､日本語日本文化研修生のみならず､短期プログラムの留学生､交換留学生にも

できるだけ履修するよう指導が行われた｡その結果､3名の学生たちが個別研究に取り組

むこととなった｡学生は自分の選んだテーマについて資料収集､実験､アンケート等を実

施し､さまざまな教員からの助言を受けながら研究をまとめた｡

①日本語日本文化研修生

文部科学省が実施する日本語･日本文化研修プログラムによって､国際交流センター

では､今年度前期(平成18年10月～19年度9月)および後期(平成19年10月～平

成20年9月)にそれぞれ大学推薦1名(中国･清華大学)の学生を受け入れた｡研修生は

各自の専門分野の講義および日本語授業を受講し､知識･技能を高める一方､個別研

究を行い､研修期間の終了時(7月)に国際交流センターが主催する｢修了発表会｣にお

いて発表し､最終レポートを提出した｡

②テキサス大学交換留学生

昨年度に引き続き､平成18年10月から平成19年9月までアメリカテキサス大学オース

テイン校から短期プログラムによって国際交流科目を学んだ学生1名が前期7月に修了

発表会を行い､帰国前に修了レポートを作成､提出した｡

③明知大学交換留学生

平成19年4月から平成20年3月まで韓国の協定大学の明知大学校から主に日本語

および日本事情について学びに来た交換留学生(特別聴講生)2名中1名が､個別研究

に取り組み､後期2月に修了発表を行い､帰国前にレポートを提出した｡

2.平成18年～平成19年の個別研究

当該年度の研修生､個別研究課題は以下のとおりである｡

ー61-



氏名 偬��r�身分 侈Hｸh攣���指導教員 

陳佳 �(hﾙ���H揄�Xｧr�日本語.日本文化 研修生 (前期修了) �?ｩgｸﾎｩEﾉ|ﾘ韋ﾋ��ﾃ(ｸ�%�ﾎ｢��,�*�*�.�?ｩ(i:��腰ｶ�ﾎ｢�松岡洋子 

ジエイソン. �4�8�8ｨ4｢��特別聴講学生 (短期プログラム) (前期修了) �)Z�,ﾈ�8.ｪ8,�,(*(,H,ﾈｮ)�Y�b�尾中夏美 

スミス �6X4ﾈ5H5��Xｧr��,ﾉ&ﾘ�,亊h+x.�+(ﾛ怨�b�

金恩鏑 亊異��k�&ﾙ�Xｧxﾕ｢�特別聴講学生 �?ｩgｸﾎｨ,ﾈ尸�ｨ,ﾉk8ｴ8尨峇ﾘ*��松岡洋子 中村ちどり (交換留学) �*�*�+8/�,ﾊ(*�8,ﾘ*�.x+x,ﾊ(*�2�

(後期修了) �,X,ﾘ,�*"ﾒ�

学生は､国際交流センター担当教員が修了発表までのスケジュールを提示し､指導教

員の助言のもとに個別研究を進めたo前期修了者は平成19年年4月から7月にかけて､

後期修了者は10月から平成20年2月にかけて研究を行い､国際交流センター教員が

文章の構成および修了発表用資料(スライドおよび発表用テキスト作成)について指導し

た｡修了発表会では教員､学生との質疑応答や議論が活発に行われた｡当該学生たち

はこれまでこのような個別研究の経験が乏しく､資料収集から意見の整理までのプロセスを

経験し､研究のおもしろさに気づいたようであった｡また､この研究は岩手大学の学部生た

ちにも知的な刺激を与えた｡

3.課題

平成19年度以降､国際交流科目に｢個別研究｣が開設され､修了研究の位置づけが

ある程度明確になった｡今年度は日本語日本文化研修生､短期留学プログラム生という

国際交流センター所属学生のほかに､韓国の交換留学生が修了発表に参加したことは

ひとつの前進であった｡来年度以降は中国､フランスなどほかの国からの交換留学生にも

履修を奨励し､留学成果の集大成として位置づけたい｡

以上

(文責:松岡洋子)
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平成19年度外国人向け図書館説明会実施報告

1.目的等

国際交流センターでは､岩手大学に入学した外国人留学生のための図書館説明会(ライ

ブラリー･ツアー)を毎学期行っている｡専門の研究や日本語学習を助けるための施設を

紹介することにより､留学生が円滑な研究･学習生活を送ることをねらいとしている｡中

央図書館では毎年4月に各学部の新入生向けライブラリー･ツアーを行っているが､国際

交流センターの説明会ではこの内容に加え､日本語が不十分な留学生に対し､容易な日本

語･英語･中国語で施設の説明を行う｡また留学生用の図書･vcRについて詳しい説明を

与え､文献検索や図書の貸し出し､ VCRの視聴等までを実際に体験する｡さらに､平成19

年度からは､留学生のみならず岩手大学図書館を利用したい地域在住外国人にも説明を行

っている｡

2.期日･場所･参加者

岩手大学中央図書館

前期:平成19年4月25日(水) ll:00-12:30

参加者約20名

後期:平成19年10月24日(水)ll:00-12:30

参加者約10名

3.担当者

日本語:中村ちどり

英語:尾中夏美

中国語:雀草月/早川智津子

4.実施内容

(1)図書館1階ロビー･レファレンス等の説明

(2)図書の貸し出し･返却･自動貸出機の使用法

(3)ビデオ･テープの貸し出しと館内での視聴法

(4)積層書庫･電動書庫の説明と電動書架の動かし方

(5) opACによる図書の検索(日本語と英語の操作)

(6)留学生用の国際交流図書の説明と日本語レベルの見方

(7)マルチメディア情報閲覧室､ビジネスコーナー､グループ学習室､新聞･雑誌コーナ

ー等の施設の説明

(8)図書館でのマナー､投書の方法について
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ネットアカデミー日本語版使用報告

1.バージョンアップの概要

ネットアカデミー日本語版は2005年3月から岩手大学に導入されたが､ 2007年には改訂版が開発さ

れ､岩手大学でもバージョンアップが図られた｡改訂版ではこれまでの聴解コース､読解コース､語嚢

コースおよび能力試験ミニテストに加え､文字コースにおいて､ひらがな､カタカナ､漢字学習が可能と

なった｡

2.今年度の活用概要

今年度は以下のとおり活用した｡

a.授業での活用:中級日本語Ⅰ総合および中級日本語Ⅲ総合において､文法補強､聴解練習な

どで使用｡

b個別での活用:授業に参加できない学生を主な対象として､自習用教材として日本語能力試験

の受験準備等に使用｡

3.活用効果と今後の課題

昨年に引き続き､学生サポーターの補佐による授業中の使用を行った｡その結果､各自のスピード

で学習が進められ､また､分からないことをその場でサポーターに質問して解決することができるため､

好評を得た｡この方式は次年度以降も継続したい｡また､授業中だけでなく､課題の個別学習にもサ

ポーターが活用できるように､希望者にはマッチングなどを行うようにしたい｡

また､今年度は､オリエンテーションの内容を充実させたが､オリエンテーションの参加者が少なく､

日程､周知方法を工夫する必要が認められた｡ 20年度からは､日本語クラスのオリエンテーションの際

に､資料を配布して使い方の説明を行い､登録用紙を配布し､全員に登録を促すことにする｡

さらに､このオンライン教材だけでなく､個別学習支援用のWEB教材情報をさらに収集し､活用する

べきであろう｡具体的には､現在､工学部の三輪研究室にて漢字のポッドキャスティング教材の開発が

進められており､ 20年度中には試用を始める予定である｡また､これまでも自習用に紹介してきた各種

wEB教材情報を更に周知し､学生サポーターの協力を得て活用するよう､学生サポーターに対する

研修なども実施していく｡

(文責:松岡洋子)
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日本語学習支援ネットワーク会議事業報告

1.事業の趣旨

本事業は､岩手大学国際交流センターの中期計画および年度計画に基づき実施す

る地域貢献事業の一環である｡地域の日本語学習支援に関わる活動を活性化させる

ために､本年度は情報交換､実態調査､研修等を実施した｡

2.事業内容

①公開講座｢日本で生活する外国人にとって必要な日本語文法とは?｣

<事業目的と経費>

地域在住外国人の日本語学習支援活動を行うボランティアに対する研修事業

の一環で､地域連携推進センターとの共催で実施された｡経費は講師謝金旅費を

地域連携推進センターの公開講座経費から支出し､資料作成･受付アルバイト謝

金等は国際交流センターの経費を使用した｡

(講師謝金36000円､旅費　69760円､アルバイト謝金9000円　計114760円)

<内容>

日時:2007年7月　28日(土) 13:00-16:00

場所:岩手大学学生センターG19講義室

講師:大阪府立大学教授　野田尚史氏

参加者:58名

内容‥地域に住む外国出身者にとって､どのような文法項目が必要なのか､これ

までの日本語教育を疑い､コミュニケーションにとって役立つ文法項目に

ついてワークショップ形式で参加者同士の意見交換を交えて検討した｡

<成果と課題>

とかく文法中心､重視型の教育活動が地域の日本語教室でも行われがちだが､

その危険性や奇異さについての気づきにつながったという感想を多く得た｡また､

この研究会が､具体的にどのような文法項目がどのようなコミュニケーション活動

に深く関わっているのか考えるきっかけとなり､後の教室活動に実践的につなげる

ことができるようになったという意見を得た｡今後もこのような研修会を随時開催し､

地域の日本語学習支援の場で活躍する人々に知識と実践を結びつけるための

機会を提供することが大学の役割である｡

②　日本語学習支援ネットワーク会議07 in YAMAGATAへの協力

<事業概要と岩手大学の協力>

この事業は､東北地区の日本語学習支援者の情報交流を目的として2005

年度に岩手大学を会場に開催されたシンポジウムを皮切りに､2006年度は東北

大学で開催され､その流れを受けて2007年度は山形大学で行われた｡山形で
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の会議は山形県内の大学､民間団体､行政､教育機関等が合同で実施委員

会を構成して運営され､岩手大学は後援という立場で参加した｡国際交流セン

ターからは松岡が実施運営に関わった｡

<内容>

目時:2007年8月　7日(火) 10:00-17:10

場所:山形大学小白川キャンパス

参加者:120名

内容:午前中は全体会で山形県内の外国人児童生徒の在学状況の報告と

子どものメンタルケアについての講演が行われた｡午後は4つの分科会

に分かれ､学校現場､地域､支援者､行政のそれぞれの役割について

情報交換が行われた｡また､最後に英語教育の実践から学ぶためのワ
ークショップが開かれた｡

<成果と課題>

子どもをテーマとした会議が昨年度の東北大学に続いて2度目だったこと

もあり､充実した情報交換が行われた｡山形で課題となっているテーマにつ

いて､山形の実情に合わせた会議の開催が実現でき､またそこで交換され

た情報は東北地域に広く活用できるものであった｡

次年度以降の開催について､当初､福島大学が検討を行ったが､大学の

実施体制が整っていないという理由から来年度については見送るという回

答を得た｡次年度以降の開催について課題が残る｡

③｢日本語学習支援ネットワーク会議'08｣に向けた意見交換会および検討会

<事業の目的と経費>

本事業は2008年度の日本語学習支援ネットワーク会議のあり方について

地域の実践者､関係者からの意見を収集することを目的として行われた｡

経費は､戦略経費(日本語学習支援事業)から支出した｡

(旅費等96200円)

<内容>

a.意見交換会

日時:2008年3月10　日(月)13:00-16;00

場所:岩手大学図書館多目的研修室

参加者:秋田および岩手県内の日本語学習支援関係者12名

内容:地域の日本語学習支援に関する課題について､秋田､岩手

の情報を交換し､来年度開催予定の日本語学習支援ネットワ

ーク会議に向け課題を整理した｡
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b.検討会

日時:2008年3月　25日(水)9:30-12:30

場所:秋田大学教育文化学部

参加者:秋田大学宮本教授および秋田にはんごの会事務局

<成果と課題>

まず､意見交換会において､岩手､秋田両県で日本語学習支援に関し

て現在課題となっていることについて､討論を行い､課題を整理した｡その

結果､会議での検討課題として､｢外国出身者の定住と日本語の課題｣と

いうメインテーマが挙げられた｡さらに､分科会としては､大学の役割､子ども

の支援､学習内容､教室運営といった分科会の必要性が浮かびあがった｡

その後､日本語学習支援ネットワーク会議の開催について秋田大学に

打診したところ､検討会での話し合いがもたれ､2008年12月　6　日に実施

することで計画を進行させることとなった｡なお､秋田大学での開催に当たっ

ては岩手大学も共催団体として運営に関わることとなった｡この会議につい

ては､毎回､予算措置が課題となるが､岩手大学はこの会議の提唱者であ

り､他地域に先駆けて大学として地域の日本語教育に関わり､岩手県内に

とどまらず広く東北地域の日本語教育に貢献することを打ち出した立場か

らも継続的な関わりが求められている｡そのため､ある程度継続的な予算措

置が行われることが望まれる｡

(文責:松岡洋子)
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多文化子ども支援事業報告

1.事業の趣旨

本事業は､岩手大学国際交流センターの中期計画および年度計画に基づき実施

する地域貢献事業の一環である｡地域の日本語学習支援に関わる活動のうち､外

国出身の子どもや移民的背景を持つ子どもたちの日本語及び教科学習支援に関わ

る事業を実施した｡

2.事業内容

①多文化子どもの合宿07

<事業の概要と経費>

岩手県内に在住する小学生から高校生の子どもたちが参加し､岩手大学の

外国人留学生､日本人学生による日本語学習支援､教科学習支援活動およ

び交流活動を合宿形式で実施した｡本事業は近年､岩手県内に増加している

外国から来た子どもたちの学習や生活適応を支援するために行われたものである｡

留学生は自分の母語や日本での経験を生かし､また日本人学生は日本の学校

生活や教科についての知識を活用し､外国から来て日本語の学習言語力が不

十分な子どもたちに対して個別的に支援した｡また､学習のみならず､生活や進

路に関する相談も受け､この研修を契機として､子どもたちの人間関係を広げ､

また留学生､日本人学生の多文化の地域社会に対する具体的かつ持続的な

貢献活動-発展させた｡経費は中島国際交流財団の助成金を得て実施された｡

(講師･アルバイト謝金116400､バス借り上げ114200円､報告書111310円､

旅費宿泊保険156937円､教材36798円､消耗品･雑費等288355円)

<事業内容>

時期･場所:<盛岡地区>　時期:2007年11月　3-4日

場所:岩手山青少年交流の家

<一関地区>　時期:2008年1月12-13　日

場所:いちのせき健康の森

内容:2日間の合宿研修を実施した｡初日は､自己紹介後､個別学習活動を

行い､夜は交流会を持った｡2日目は一斉学習や個別学習を繰り返し､

最後に成果発表をして締めくくった｡なお､この合宿の実施にあわせて､

次年度以降の事業につなげるため､教材整備作業を継続して行った｡

また､一部の参加学生が継続的な学習支援活動に参加した｡

参加者:外国人留学生8名､日本人学生8名､子ども22名､スタッフ10名

協力:いわて多文化子どもの学習支援問題連絡協議会
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<成果と課題>

外国人散在地域である岩手県では､本事業が主たる対象とする外国人児

童生徒のように少数の対象について数的な費用対効果を求められる公的財

源を獲得することが非常に困難である｡しかしながら､本事業は教育現場にと

っても地域社会にとっても数的な効果では計れない必要不可欠な教育的意

義を有するものであり､その意義を社会に認識させる契機を作る役割を果たし

た｡さらに､参加した子どもたちおよび学生たちが､本事業を通じて地域社会

で生きることに前向きになった｡また､地域教育委員会が､外国出身児童生

徒の実態を把握し､支援の必要性を認識する契機ともなった｡学生白身が本

事業のような貢献活動を通じて､地域社会が抱える持続的な多文化共生社

会の実現に向け､各自の役割やできることを理解し､実際の行動に移す契機

となった｡その結果､学生が継続的に外国人の子どもの学習支援活動に参

加するようになったり､子どもたちと連絡を取り合い､心の支援に努める動きを

見せるようになった｡

今後は関係機関が連携し､さらに本事業を発展させ､合宿研修にとどまら

ない多様性､継続性のある活動を展開させる予定である｡

(*詳細は『いわて多文化子どもの学習支援研修プロジェクト報告』を参照のこと｡)

②　いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会設立総会

<事業概要>

岩手県内に近年増加傾向にある外国出身の子どもの日本語学習および教

科学習､学校-の就学支援などの課題について情報を共有し､協力して支

援を行うことを目的として､上記協議会を立ち上げた｡

<内容>

目時:2007年11月　20日(火)ll:00-12:00

場所:岩手大学事務局第-会議室

参加者:岩手県教育委員会(義務教育担当課長､指導主事)､

盛岡市教育委員会(教育次長)
一関市教育委員会(学校教育課長)

二戸市教育委員会(学校教育課長)

(財)岩手県国際交流協会(事務局長)

いわて多文化子どもの教室むつみっこくらぶ(共同代表)

ゆうの会(代表)

岩手大学教育学部(地域連携担当)

岩手大学国際交流センター(センター長､担当事務､担当教員)
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オブザーバー:岩手県地域振興部NPO･国際課(主査)

内容:設立趣意説明が堀江センター長より行われ､設立が全会一致で承認さ

れた｡今後年1､2　回程度会合を定期的に行うとともに､支援に関する

さまざまな事業を協力して実施することを申し合わせた｡

(*協議会の要項は参考資料を参照のこと)

<効果と課題>

本事業は関係機関が情報を共有し､連携して子どもの支援に関わるための

仕組みであり､これまでばらばらに行われてきた支援活動をより効果的に行うた

めのものであるo実際の支援事業は(彰に報告したような子ども-の直接の支援､

教材整備､人材研修､情報整備等がこれから展開されることになる｡

協議会が設立されたことにより情報の共有が格段に図られることが予想され

るが､実際の事業にかかる経費や人材等をどのように担っていくかは今後の課

題として残されている｡当面は､岩手大学と岩手県国際交流協会がこれまで

の事業を発展させながら支援活動を展開していくことになるが､今後､教育委

員会とも協議し､人材派遣制度などを整備していく必要がある｡

③いわて多文化こどもの学習支援ハンドブック作成および意見交換会

<事業概要と経費>

(財)岩手県国際交流協会が自治体国際化協会の助成を受け､それに岩

手大学国際交流センターが協力する形で｢いわて多文化子どもの学習支援ハ

ンドブック｣の作成を行った｡また､作成途中に試作版について教員､支援者等

の意見を聞き､完成版に役立てた｡経費のうち､意見交換会の参加者旅費の

一部を岩手大学が地域連携推進事業支援経費より負担した｡

(旅費等19860円)

<内容>

aノ､ンドブック作成

期間:2007年6月-2008年2月

作成委員:むつみっこくらぶ　高橋史子氏･村井好子氏

元中国長春外国語学校講師　杉山春華氏

岩手大学国際交流センター　松岡洋子

b.意見交換会

日時:2008年1月10日(木)13:30-16:30

場所:いわて県民情報交流センター

参加者:県内子どもの学習支援関係者18名
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<成果と課題>

学校に突然編入してくる外国出身の子どもたちに対して､だれがどのように対

応できるのか､他地域での活動を参考にかなり具体的な情報整理ができたこと

は大きな成果であった｡意見交換会では､現場の教師から､現場がいかに混

乱しているか､実情報告もあり､また､このハンドブックの内容が役立つとの評

価も得た｡来年度はこのハンドブックの活用研修会を(財)岩手県国際交流協

会との共催で実施し､人材研修､育成につなげる予定である0

④他地域の学習支援に関する事例調査

<事業の目的と経費>

本調査は､県外の日本語学習支援事業の事例を調査し､今後の事業に

役立てることを目的として実施した｡対象地域は長野県長野市､松本市､

佐久市の3地域である｡この地域は､外国人集住地域と散在地域が混在し､

岩手県と類似した状況が見られ地域があり､そのため調査対象地域とした｡

調査経費は､戦略経費(地域連携事業支援経費)から支出した｡

(旅費等55620円)

<調査内容>

期間:2007年10月13　日～14　日

場所:佐久市日本語教室､外国人のための高校進学説明会(松本市)､

長野県国際交流協会(長野市)

調査協力者:長野県国際交流推進協会理事　春原直美氏

内容:佐久市日本語教室では､民間団体の主催する日本語教室の運営

について聞き取り調査を行い､併せて教室見学の機会を得た｡松

本市では外国人のための高校進学説明会に参加し､その運営方

法と課題について関係者に聞き取り調査を行った｡長野市では長

野県国際交流協会の学習支援事業について調査を行った｡

<成果と課題>

本調査の結果､自治体､大学､行政､民間の連携の重要性が改めて

明らかになった｡特に学校と地域の支援活動の連携および進学説明会

の実施に関する教育委員会との連携は重要である｡それぞれが個々に

事業を行うのではなく総合的な視点に立った支援活動の必要性を痛感

した｡調査期間中､信州大学の教員と話す機会を得たが､現在､大学が

核となった外国人の児童生徒の学習支援に関する連携体制の構築を
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模索しているとのことであった｡岩手大学はその意味ではより進んだ取り

組みを進めており､相互に情報交換を継続することを申し合わせた｡情

報交流や連携は人と人の顔が見えて初めて円滑に行われるということが､

本調査を通じて得た知見である｡時間も手間もかかることであるが､できる

限りさまざまな地域の活動者との情報交換は継続していきたい｡

⑤いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会ホームページの開設

<事業概要と経費>

協議会の設立を受け､積極的な情報発信､情報の共有を図るためにホ

ームページを開設した｡デザイン等の経費は地域連携推進事業支援経費

を当てた｡ (ホームページ作成479850円)

<成果と課題>

ホームページでは､協議会の議事録を公開するほか､ハンドブック情報を

中心とした児童生徒の受け入れ指導情報､教材情報､学校文書の多言語

翻訳情報など現場で役立つ情報を掲載している｡

課題としては､更新等のメンテナンス等にかかる経費の支弁と､情報の整

備である｡関係団体と協力し､役立つ情報の発信に努めたい｡

⑥教材および学校文書等の多言語情報資料整備

<事業概要と経費>

学校や学校外での子どもの学習支援に関わる資料を収集し整備した｡

教科書､ドリル等､学校文書､就学案内などが整備され､現在は国際交

流センター教員室の書棚に配架されている｡経費は地域連携推進事業

経費から支出した｡ (消耗品等75492円､バイト謝金84000円)

<成果と課題>

現在入手できる範囲の図書､教材､資料を整備し､実際に支援に活用

が始まっている｡しかし､今後も継続的に教材等の整備する必要があり､

さらに､活用のための貸し出し等の体制について整備しなければならない｡

できれば､教育事務所等に同様の資料を整備し､活用につなげることが

有効ではないかと考えるが､具体的な方策については関係機関と協議し

来年度以降検討したい｡

(文責:松岡洋子)
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<参考資料>

いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会要項

【目　的】

第1教育機関､研究者､教育現場､教育支援者等がネットワークを構築し､岩手県内

に在住する移民的背景を有する子どもの就学､学習､進路等に関する課題について､

解決を図る｡

【定義】

第2　この要項において｢移民的背景を有する子ども｣とは､外国籍ないし外国出身で日

本国籍を有する､又は､保護者の少なくともいずれかが外国出身者である岩手県内に

在住する未成年者をいう｡

【事業】

第3　連絡協議会は､本会の目的を達成するため､主として次の事業を行う｡

(1)岩手県内に在住する移民的背景を有する子どもの就学､進路指導等に関する情報

交流

(2)移民的背景を有する子どもの学習支援人材バンクの運営

(3)その他目的を達成するために必要な事項

【構成】

第4　連絡協議会は､次にあげる機関をもって構成する｡

(1)岩手県教育委員会　(2)盛岡市教育委員会(3)一関市教育委員会

(4)二戸市教育委員会　(5)財団法人岩手県国際交流協会

(6)　いわて多文化子どもの教室　むつみっこくらぶ

(7)ゆうの会　(8)岩手大学教育学部　(9)岩手大学国際交流センター

【会議】

第5　連絡協議会の会員は必要と認めた場合に会議を招集する｡

2　議長は会員の互選で決定する｡

3　会員が認めたときは､構成員以外の者を会議に出席させることができる｡

【事務局】

第6　連絡協議会の円滑な運営のために事務局を置く｡

2　事務局は第3に挙げる事業の企画､立案および運営を行う｡

3　事務局は岩手大学国際交流センターに置く｡

【雑則】

第7　この要項に定めるもののほか連絡協議会の運営に関し必要な事項は別に定める｡

附　則

この要項は､平成19年11月　20日から施行する｡
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平成19年度岩手大学uURRプロジェクト報告

1. UURRプロジェクトチーム

堀江　　暗

薮　　敏裕

新妻　二男

平原　英俊

寿松木　章

小野寺純治

対馬　正秋

早川　智津子

鈴木　-秦

高橋　良彦

峯　　華月

プロジェクトリーダー　工学部教授･国際交流センター長

教育学部教授

教育学部准教授

工学部准教授

農学部教授

地域連携推進センター教授

地域連携推進センター技術移転マネージャー

国際交流センター准教授

研究交流部研究協力課副課長

研究交流部国際課副課長

研究交流部国際課外国語専門職員

2. UURRプロジェクトの趣旨

成長著しい中国においては､産学連携が経済発展の一翼を担っている｡他方､日本の産業界

は市場の将来性を展望し､改めて中国-の技術･資本の進出を開始しようとしている｡

本学では､学長特命プロジェクトとして､平成15年度より､これまでの学術交流及び地域連携の

成果を踏まえ､国際的な大学間ネットワークを活用した地域企業の国境を越えたビジネス･チャンス

の場を造り出し､地域経済の発展に寄与するための事業(University and University+Region and

Region-大学･大学と地域･地域の連携事業‥UURRプロジェクト)を推進してきたところである0

3.平成19年度におけるUURR事業

3.1大連理工大学とのUURR事業

(1)ジェトロR汀事業採択までの経緯

岩手大学は､大連理工大学との学術交流協定(平成17年5月23日締結)に基づき､平成18

年4月に大連理工大学内に両大学共同出資の｢大連理工大学･岩手大学国際連携･技術移転セ

ンター｣ (以下､ ｢センター｣と呼ぶ｡ )を開設した｡

また､本事業推進のため､岩手大学内において､ ｢岩手大学･大連理工大学国際連携･技術移

転室｣ (以下､ ｢技術移転室｣と呼ぶ｡ )を設置し､センターの運営及び事業に係る事項について両

大学で協議のうえ､国際的な産学連携､学術交流､学生交流等の連携事業を推進している｡

このような本学と大連理工大学とのUURR事業の取組みが評価され､平成19年2月に､日本貿
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易振興機構(ジェトロ)のLocal to Local産業交流事業(事前調査案件)(以下､ ｢LL事業｣と呼ぶ｡ )

に採択された｡これを受け､同年3月には､堀江暗工学部教授ら本学関係者7名及び岩手UURR

ものづくり産業連携推進協議会(注)の企業関係者4社6名からなる訪問団を中国遼寧省大連市に

派遣し､大連理工大学において開催された｢大連理工大学･岩手大学国際科学技術協力交流

会｣に出席するなど､研究者交流及び両地域の企業間交流を行った｡

以上のような平成18年度に行ったLL事業のもとでの活動および大連理工大学とのUURRの取

組みが評価され､平成19年度に､従来のLL事業を発展させたジェトロの新たな｢地域間交流支

揺(Regional industry Tie-Up Program: RIT)事業｣ (以下､ RIT事業)に､ ｢岩手地域一中国大連

地域(ものづくり基盤技術)｣案件(岩手大学と大連理工大学のコーディネートのもと県内企業の国

境を超えたビジネス･チャンス創造を推進するプロジェクト｡以下､ ｢岩手UURRプロジェクト｣と呼ぶ｡ )

が採択された｡本件は､全国で15件採択されたうち東北及び北海道エリアでは唯一の採択となっ

た｡本件採択により､本学と大連理工大学とのUURR事業はジェトロの支援も得て､より一層の展

開が図られてきている｡

なお､ RIT事業については､ジェトロより今年度の活動が評価され､平成20年度も継続されること

が決定した｡

(注)岩手UURRものづくり産業連携推進協議会‥　岩手UURRプロジェクトを推進することを目的に､岩

手大学のほか､現在､県内企業等13社､岩手県､岩手県工業技術センターが参加している｡本学の大

野英男理事･副学長が会長を務め､技術移転室が事務局を担当している｡

以下､平成19年度における大連理工大学とのUURR事業について述べる｡なお､文中の<RIT

事業>は､ジェトロRIT事業の支援を受けたUURR事業を示している｡

大連理工大学･岩手大学国際連携･技術移転センター及び

岩手大学･大連理工大学国際連携･技術移転室の組織体制
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(2)岩手大学の技術成果の中国企業への移転

平成20年3月2日から5日､岩手大学大野最男理事･副学長､池本龍二理事､堀江陪工学部

教授ほか大学関係者(計9名)及び奥州市水沢地区の鋳造企業等(奥州市及び6社計7名)が大

連を訪問した｡その際､下記の技術移転が図られた(これとともに､下記3(5)②掲記の企業間交流

が図られることとなった｡ )0

岩手大学が有する｢片状黒鉛鋳鉄の高強度化に関する技術｣について､大連四達鋳造有限公

司に技術移転することで合意し､岩手大学及び大連理工大学､大連四達鋳造有限公司の3者が

2008年3月4日に契約書を取り交わすとともに､技術移転契約に基づいて､開発者である堀江教

授が訪中し､大連四達鋳造有限公司で技術開示を行った｡

なお､技術移転に先立ち､大連四達鋳造有限公司が作成した試験片を岩手大学が評価してそ

の技術力を確認し､技術移転先としての能力を備えていると判断した｡

岩手大学､及び大連理工大学､大連四達鋳造有限公司の3着の契約調印式

(3)両大学の研究者交流及び共同研究の推進

①平成19年9月12日～14日､岩手大学の晴山巧工学部准教授が大連理工大学を訪問し､

大連理工大学鋳造センターの研究者との研究交流を行い､併せて､大連地域の鋳造企業7社の

視察を行った<RIT事業>｡

②平成19年10月12日～19日､岩手大学の清水友治工学部准教授が大連理工大学を訪問し､

大連理工大学金型研究センターの研究者との研究交流を行い､併せて､大連経済技術開発区､

大連模具工業園(金型工業パーク)ほか､大連地域の金型企業10社の視察を行った｡なお､出張

期間中､中国広東省深訓市で開催された第9回中国国際ハイテク技術成果商談会へも出席した

(下記(8)②参照)｡

③平成19年11月28日～29日､岩手大学の寿松木章農学部教授が大連理工大学を訪問し､

大連理工大学環境生命科学院来雨時副教授との間でブルーベリーの栽培技術について研究交

流を行った｡
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(4)両大学共同の日中両国政府への国際科学技術連携プロジェクトの申請

①　岩手大学の寿松木章農学部教授と大連理工大学環境生命科学院乗雨時副教授が共同で

申請した｢ブルーベリーの高品質果実高生産のための総合的栽培技術研究｣が､平成19年6月

に大連市政府(大連市外国専門家局)に採択され､ 12万人民元の研究費を獲得した｡

本プロジェクトは､同採択とともに､中国教育部(日本の文部科学省に該当する｡ )の重点支援プ

ロジェクトのリストに登載された｡

②岩手大学と大連理工大学がコーディネータとなり､岩手と大連地域のビジネス交流を促進する

岩手UURRプロジェクトが､ジェトロRIT事業に採択された(詳細は前述)0

(5)両大学の研究者及び両地域企業による企業視察

①大連康泰科技公司(DAICOM)招碑

平成19年10月1日～7日､大連康泰科技公司

(DAICOM)の戴維董事長が岩手大学を訪問し､ IT

分野の研究開発について､岩手大学工学部の千

葉則茂教授､厚井裕司教授､今野晃市准教授と意

見交換を行い､併せて県内IT企業5社及び岩手

県立大学を視察した<RIT事業>｡

②大連四達鋳造有限公司の招碑

平成19年11月8日～9日､大連四達鋳造有限

*5~::享敷そ㌣ ^善政..払如軸~…き-;o=お墓喜~収益秘,<表…H= つJg諾言oy怒TL:_韻i{lJ;半三-～_ 

-試≡宅s-.-/.;芦C:::r餅ヤーぶ≡ …､二≡岳喜怒歪gJさきT=去…考rrpg/ 

･ダ 写≡≡….yRegion ち.:.≡ �.(+R�耳�(X薰�墜､ｨ6辻�ﾒ�&Vv柳��

1U■つ■守汐 

大連理工大学とのUURR事業のイメージ 

公司の劉宏偉総経理他が岩手大学を訪問し､鋳

造分野の研究開発について岩手大学工学部の堀江教授等と意見交換を行うとともに､奥州市鋳

物技術交流センター及び市内鋳造企業2社を視察した｡

③株式会社ジェーエフピーの大連訪問

平成19年10月10日～15日､岩手のIT企業である株式会社ジェ-エフピーの漆原憲博代表

取締役社長を大連に派遣し､大連理工大学のIT分野の研究者と技術交流を行い､併せて大連

康泰科技公司など大連のIT企業を訪問した<RIT事業>｡

④株式会社水沢鋳工所一大連四達鋳造有限公司の連携

上記3(2)掲記の訪問団の大連派遣に伴い､下記の企業交流の取決めがなされた0

日中両国の鋳造メーカーである奥州市の株式会社水沢鋳工所と中国大連市の大連四達鋳造

有限公司は､相互交流を通じての企業の発展を図るため､相互友好協力協定を平成20年3月4
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日に取り交わした｡この協定書は､経営者の相互訪問､従業員の相互派遣及び受入れ等を通じて

両社間の友好･理解増進を重ねることにより､両社の連携を深め､日中間のビジネス展開を目指す

ものである｡

⑤大連理工大学代表団の岩手大学訪問

平成20年3月13日～17日､李俊傑校長助理(学長補佐にあたるo)率いる大連理工大学代

表団4名が､岩手大学を訪問し､大連理工大学内に設置しているセンターの平成19年度の活動

状況について両大学で確認を行い､併せて､次年度以降の今後の展望について､岩手大学技術

移転室との間で協議を行った｡とくに､今後の研究交流､学生交流の展開について双方の意見交

換を行うとともに､大連理工大学からは､両大学間の職員交流(代表団の派遣など)を行いたいと

の申出があった｡

(6)学生交流の実施

大連理工大学材料学院と岩手大学工学部では1年ごとに相互に受入れ校となって学生交流を

行ってきているところである｡本年度は､平成19年12月14日～18日､大連理工大学材料学院の

学生2名が岩手大学を訪問し､学生交流を行った｡

(7)大連理工大学とのUURR交流会の実施

平成19年11月26日～30日､大野英男理事･副学長(岩手UURRものづくり産業連携推進協

議会会長)を団長とする訪問団(本学関係者11名､岩手県2名､県内企業6社6名､ジェトロコー

ディネータ2名､岩手県立大学1名､ジェトロ盛岡貿易情報センター1名計23名)が､大連を訪問し､

大連理工大学において開催された｢大連理工大学･岩手大学国際科学技術･産業交流会(RITプ

ロジェクトUURRプロジェクト)｣に参加し､併せて､大連における鋳造､金型､ IT分野の企業等を

視察した｡本交流会を通じ､鋳造分野では､岩手大学と大連四達鋳造有限公司との共同研究の

計画を作ることとなった(これを受けて上記3(2)において示した技術移転の成果が得られた｡ )｡ま

た､ IT分野においては､千葉則茂工学部教授と大連康泰科技公司(DAICOM)との共同研究の可

能性を今後検討することとなった<RIT事業>｡

uuRR交流会
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(8)大規模商談会への参加

本学は､センターを活用し､大連理工大学と共同して中国各地での展示･商談会に積極的に参

加している｡センタースタッフ及び本学教職員らが以下の商談会に参加し､大連理工大学のブー

スの一角を使って岩手大学の技術の展示等を行った｡

① 2007日韓中産業交流会(ソウル)(ジェトロほか主催)

交流会期間:2007年6月13日～16日　韓国ソウル市

本学より大野理事･副学長ほか技術移転室メンバー､大連理工大学から李校長助理ほかセン

ターメンバーが参加した｡なお､韓国国立ハンバット(Hanbat)大学校を加えた3大学セミナーにつ

いては､下記4.1を参照のこと｡

②東北アジアハイテク博覧会

博覧会期間:2007年9月20日～22日　中国遼寧省藩陽市

本学より小野寺純治技術移転室長ほか､大連理工大学から李校長助理ほかセンターメンバー､

韓国国立-ンバット大学校具本及産学協力団長ほかが参加し､本学の仲介の下､韓国国立ハン

バット大学校と大連理工大学との連携について具体的な協議が行われた｡

③第8回中国･金華工業科学技術協力商談会

商談会期間:2007年10月10日～12日　中国漸江省金華市

中国国内教育機関約120校を含む約5000企業が参加した同商談会に､センタースタッフが出

席した｡

④第9回中国国際ハイテク技術成果商談会

商談会期間:2007年10月12日～17日　中国広東省深別市

同商談会は､中国の研究機関､ハイテク企業､大学､地方政府などが取り組んでいる最新の技

術を展示･紹介するもので､深訓会展申し､の9つの展示館で1週間かけて行われる中国でも最大

規模の商談会である｡岩手大学より清水友治工学部准教授及びセンタースタッフが参加した｡

⑤ 2007年中国国際工業博覧会

博覧会期間:2007年11月5日～7日　中国上海市

中国の国家レベルのハイテク及び設備製造をテーマにした同博覧会(教育機関51校を含む

1700社以上が参加)にセンタースタッフが参加した｡

(9)その他

上記のほか､平成19年5月25日に､ ｢岩手･大連友好の翼｣の代表団(うち17名)が大連理工
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大学を訪問した際､センターを視察した｡

4. UURRの将来展望

上述のとおり､平成19年度におけるUURRプロジェクトは中国の大学である大連理工大

学との交流を中心に行われた｡その間､他大学においても､本プロジェクトに対し関心が

示されており､以下紹介する｡

4.1韓国国立ハンバット大学校を交えた日中韓3大学の連携可能性の模索

(1)日中韓3大学セミナーの開催

前述のとおり､2007日韓中産業交流会(ソウル)が､平成19年6月13日～16日　韓国ソウル

市において開催され､これに合わせて､6月15日交流会会場(KINTEX)において､三大学産学官

連携セミナーを開催し､岩手大学(発表者:大野理事･副学長)､大連理工大学(李俊傑校長助

理)､韓国国立ハンバット大学校(金庭民助教授)の日中韓3か国3大学がそれぞれの大学の産

学官連携の取組みについて発表した｡セミナー終了後の3大学の交流会において､今後の日中

韓3大学の連携可能性について意見交換を行い､ハンバット大学校から関心が示され､今後､大

連理工大学を訪問するなどの計画が示された｡

なお､その後､上記3(8)②の東北アジアハイテク博覧会に3大学が参加し､平成20年度に大阪

で行われるジェトロ等主宰の2008日中韓産業交流会に3大学で出展し､併せて盛岡で3大学セ

ミナーを開催する方向で意見の一致がみられ､今後の連携について一歩進んだ討議が行われた｡

(早川智津子　国際交流センター)
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短期留学プログラムによる受け入れ･派遣

1.受け入れ

米国の協定大学から10月から短期留学プログラムによる学生を2名受け入れたo日本語科目と日本

事情(多文化共生)以外は英語による開講科目であり､日本人や他の留学生との共修科目であるo

表1.交換学生の国際交流科目履修状況

P.Y. �2蜥��

(滞在期間:2007年10月～ 忠�胃ﾘｯｨｭC｣#��yD���ﾈ����

2008年9月) �#��吋纔ﾈ竰�

後 期 履 修 料 目 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�I�ﾘﾘt��日本語中級Ⅰ総合A 

日本語中級Ⅰ漢字 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�Hｫ�｢�

現代日本の法律Ⅱ 侏ｹ�9?ｩgｸ,ﾉd�zXuR�

日本事情(多文化共生) �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�Hﾞﾉ[b�

地球の歴史 兌h嶌,ﾈ��｢�

映画に見る日本の文化と社 A �h柯,侈�.�?ｩgｸ,ﾉ[h嶌,h�����

コ言 倅���

文化の諸相 �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�I�ﾘﾘt"�

日本語中級Ⅰ総合B �?ｩgｸﾎｩ(hｸ�H檠�"�

日本語中級Ⅰ会話 �?ｩgｹ[h嶌,i?ｩgｹ�ﾉ�9yﾘ,ﾉJﾒ�ﾊ��

動物生理学 ��

受け入れ学生には事前に一度登録した授業はキャンセルしたり変えたりすることはできない､と指導し

ているが､毎回変更の申し入れがあり､説得して履修させている｡既存の授業を交換学生にも開放して

いる場合にはそれほど問題にはならないが､交換学生のために開講をお願いしている授業に関しては､

柔軟な対応が難しいのが現状である｡今年度は開講科目として履修希望が出ていた科目が､教員の異

動や開講授業の組織改編などの理由から開講をキャンセルする例が数件あり､もともと英語で教える国

際交流科目は開講数が多くないため選択の余地がほとんどなくなっている状態である｡今年度から担当

教員にはインセンティブ経費を支給しているが､教員-のさらなる支援など組織的な改善がせまられて

いる｡
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2.派遣

今年度は初めて米国インディアナ州にあるア-ラム大学に1名派遣できた｡もう一つの派遣であるセン

ト･メアリーズ大学-の半年派遣は､当初1年間の予定であったが､語学研修センターでの英語力判定

で正規にコース登録できる英語力がないと判断されたため､半年間の語学研修を経てから残りの半年を

交換学生として受け入れてもらった｡

ア-ラム大学は

大学に語学研修

センターが併設さ

れていないことと､

交換学生に要求

表2.派遣学生数

派遣期間 �5ｨ986x8�4�8ｨ�ｸ5��Xｧr�ア-ラム大学 �6X4ﾈ5H5��Xｧr�4��ｸ5�6X4898ﾕ｢�

半年 ��kﾂ�0名 ��kﾂ�

1年 ��kﾂ�1名 ��kﾂ�

されるTOEFLスコアーがコンピュータ一版(CBT)で213点以上ということで､本学の学生にとって最も

ハードルの高い協定校であったので､これまで派遣ができなかった｡今回派遣した学生にとって､本学

で3カ月程度の日本語研修プログラムで受け入れているサイスプログラム(詳しくは本報告の事業報告

参照)の参加学生との交流があったこと､受け入れ担当教員と日本で事前に会えたことなどは､不安の

軽減に役立ったと推測される｡

海外での留学や研修の希望者を増やすために､ウェブ上で体験記を随時公開している｡帰国した時

点で体験記を書いてもらう場合もあるが､交換留学に関しては､出発前に使い方を教えてブログ形式で

日々の暮らしなどを記録するよう指導した｡今後留学を考えている学生がそのサイトに書き込むことによ

り疑問を直接学生に問い合わせることも可能で､情報交流に役立っている｡

派遣留学期間中の危機管理については､その必要性を学生に説明した上で学生が派遣先で長期休

暇中にキャンパスを離れる場合には､移動場所と宿泊場所などについてメールで知らせてもらうことにし

た｡

写真1.各種留学･研修体験記が読めるウェブ

鯵体験記

実際に留学中､または留学を絶えた.九たちがどんfi体験をしたかを画棲なども見せf諾がら

~.留学を考えている丸はぜひ参考にしてくだ乱1秒

磯疾学院留学(米国)　　　　　　　　触感ボランティアプロジェ升

嘩転換留学(韓忠明知大学)

敬換留学(韓国明知大学)

噸転換留学(韓宜明知大字)正漸

鞄強留学(若林農業大学)

軌ランス語学留学

嘩交換留学(韓国明知大学)正叫

校)宅讃転換留学(カナダセント･メアリーズ大朝

敬襖留学(米国テキサス大学オーステイン校)駄換留学的ナタセントメアリーズ大学)

磯転換短期留学(米国バデュー大学)　　窃執国人語学研修的ナ魚的リファックス)
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米国アーラム大学サイスプログラム関連事業報告

1. 2007年度サイスプログラム概要

岩手大学では米国インディアナ州にあるア-ラム大学と平成15年8月11日に学術協定を締結し､

2005年度にはさらに学生交流の覚え書きを交わした｡本学はア-ラム大学が毎年盛岡市に学生を派

遣して実施するサイスプログラム(SICE: Studies in Cross-Cultural Education)に対して以下の支援を

行っている｡

(1)サイス学生に対する日本語教育の提供

(2)サイスプログラムの引率教員がサイス参加学生に対して授業を行う教室の提供

今年度のプログラムの概要は以下の通りである｡

受け入れ期間:2007年8月23日(木)～12月6日(木)

参加人数:11名

2.日本語教育(担当:松岡洋子)

<スケジュール>

来日後のスケジュールは以下のとおりである｡なお､日本語教育は原則として毎週月曜と木曜の午

前中2コマの授業を行った｡

①　オリエンテーション　　　　　　　　8月26日

②　日本語教育1期‥夏期休暇期間日本語補講　　8月30日-9月27日(計14コマ)

③　日本語教育2期‥国際交流科目(前半)　10月11日-12月7日(計36コマ)

<内容>

①　夏期休暇期間日本語補講

日本語プレゼンテーションスキルトレーニング(全員)

*詳細は本年報の｢夏期休暇期間日本語補講報告｣の項参照のこと｡

②　国際交流科目(前半)

【初級後半レベル】日本語初級Ⅱ総合(4名)

【中級前半レベル】日本語中級Ⅰ総合+日本語中級Ⅰ漢字+日本語中級Ⅰ会話(7名)

*教材等については本年報の｢日本語特別コース実施報告｣の項参照のこと｡

3.ハローパーティーとイングリッシュ･カフェ

岩手大学生とサイス学生との交流の場を提供する目的で､ -ローパーティー(ア-ラム大学主催)と
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イングリッシュ･カフェ(岩手大学主催)の2度の交流事業を実施した｡内容は表1の通りである｡

ハローパーティーは出会いを主たる目的としているので使用言語に制限がないo一方､イングリッシ

ュ･カフェは少人数で英語での会話が楽しめるように設定し､ "カフェ"のようにお茶とお菓子を食べなが

らのリラックスした雰囲気での交流の場となっている｡サイス学生は岩大生のために全て英語で会話を

することに取り決めている｡これら2度の｢出会いの場｣を通して友人となった学生たちは､これ以外にも

近場の居酒屋で飲み会を企画しインフォーマルな交流を深めていたのが大変印象的であった｡

表1.事業内容

事業名 �?ｩ/b�参加人数 

ハローパーティー ���ﾈ���?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���46名 

イングリッシュ.カフェ ���ﾈ��?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���50名 

4.学内留学

サイス学生は引率教員の専門分野の講義をア-ラム大学の教育プログラムの一環として英語で受

講する｡岩大生の英語能力向上に資する為岩手大学とサイスプログラム担当者とで協議して､若干名

の日本人岩大生がサイスプログラムの引率教員の講義を聴講できることとなり､岩手大学ではこれを

｢学内留学｣と呼んでいる｡今年度の概要は表2の通りである｡ 2か月前となる6月に学内留学の参加者

募集を行って､参加者希望者が各自の時間割に組み込みやすいように配慮した｡

以前の事後アンケートの結果にあった事前の学習オリエンテーションをして欲しいという要望に応え

て､今回はプリント教材を事前に入手し､予備授業を国際交流センター教員が英語で実施した｡これ

は好評であった｡

表2.学内留学概要

開講日程 兌ﾙ�ﾃ�僖繹ﾈ�#y?｢盈ｘ*�.s�(ﾈ紵?｢盈ｙh員Im益ｩ?｣�3｣��ﾓ�c｣���

7--マ �?ｩgｸ,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,侈�*h.兌h峪�ﾉ}隗r�

受講の形態 �*鞅Y�h,h+X,H�ｼh,伜���+Y%�肩,ﾙDh-�,�*(*ｪI�ﾉ��Uﾘ廁,ﾘ�8*�.薬�

受講条件 偖ﾉZｨ,��ﾎｩ|ﾘ,h�9w�/�tﾈ+x.乂yYI�h-ﾈ+ﾘ,ﾘ���b�

選抜方法 弍9eﾘ�(/���ﾎｩlｩ�ｨ+S)kﾈ/��僵"�

今回受講した学生は二人とも人文社会科学部の4年生だった｡ふたりとも学内留学に参加しての満

足度が高く､ア-ラム大学の学生と親しくなれたとの感想を残している｡そのほかの感想は以下の通り

である｡この体験を通して参加学生がア-ラム大学の学生との人間関係を築くとともに､英語を意思疎

通の道具として認識することができ､学習態度にも変化が起こったことが見受けられる｡
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アンケートの質問と受講生の回答

今回の経験があなたの学習に関してどのような影響を与えましたか?できるだけ具体的に書いて下さ

い｡

まず､ディスカッションでは､自分の意見を､簡潔に､順序だてて､相手に納得してもらえるように話 

すことを学びました○私の英語力では､相手を納得させるように話すのは難しく､悔しい思いをしま 

した○また､自分が日本の文化や歴史についてもよく知らないことに気付きましたoこれから益々語 

学や文化の勉強に力を入れていこうと思いますo 

今までは英語を勉強するものだと思っていたのですが､今回の授業を通して英語で勉強するとい 

う意識に切り替えることが出来ました○授業は読んできた課題をもとに毎回進められるので､それを 

使ってどれくらい自分の意見を言えるのかということが大事だったので､はじめは受け身で受けて 

いた授業でしたが積極的に参加しないと何も得られないと思い､意識が変わりました○それ以降は 

出来るだけ発言するように何を言おうか考えてから臨んでいました○あと､身の回りにある英語の本､ 

新聞､メディア等を以前よりもうまく日常生活に取り入れて勉強できるようになりました〇一番の勉強 

はア-ラムの学生たちとおしゃべりすることでしたo 

日本の授業との違いがあり､形式に合わせていく努力があったと思いますが､どんなところが一番大変

でしたか?

何について話し合っているのかわからない時があり､話題から外れた事を話してしまうのではない 

かという不安から､発言できないことがありました○しかし､尾中先生に､｢今話していいのかわかり 

ませんが...｣などと前置きを入れると良い､とアドバイスをいただいてから､実践し､デイスカツシヨ 

ン中に安心して発言できるようになりましたo 

ディスカッション形式の授業で､いつも正しいことを発言しなければならないと緊張していたのです 

が､クラスメートは皆友人で私の発言を正しいかどうかに関わらず受け入れてくれました○とにかく 

積極的に発言して自分を表現することの大切さに気付くのが一番大変でしたoその転機になった 

のが他のア-ラムの学生2人と務めたディスカッションリーダーでした○授業の半分程度を私たち3 

人が任せてもらえることになっていて､日本人としての意見を求められましたo緊張しましたが､そ 

の時の授業は今期の中でも一番面白い授業の一つです○ 

あなた自身の英語力は受講期間中にどのように変化しましたか?

受講中に多くの資料を読むので､専門的な単語を覚えることができましたoまた､わからない単語 

が文中にあつても､推測して読めるようになり､読解力がついたと思います○ 
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はじめは課題の資料を読みこなすのも大変でしたoどこがポイントなのか把握出来ず､不安なまま 

授業に参加していましたo授業中のリスニングもはじめはついていくのに精一杯で､自分の発言を 

考える余裕もありませんでしたo後半になると課題もより早く的確に読めるようになりました○課題を 

読むことが苦痛に感じることもあったはじめのころに比べると､読むことに対して抵抗感もなくなり､ 

そのころから授業のリスニングも分かりやすくなってきました○授業中に一緒に他の生徒と笑ったり､ 

驚いたりできるのがとても嬉しかつたのを覚えていますo 

5.英語による特別講義

サイスプログラムの受け入れ期間中に一度､引率教員は岩大の学生に対して特別講義を実施する

ことになっている｡今年度は大学教育センターとの共催事業で第12回ESD銀河セミナーとして実施し

た｡米国人教員が日本語も堪能なことから､講義は英語と日本語の両言語で行われた｡会場が満員状

態で質問なども積極的に出された｡

表3.特別講義概要

開催日時 兌ﾙ�ﾃ�僖��(ﾈ緤?｢盈ｓ�c｣3�ﾓ�Ε���

講演題目 �(鰮���)Eﾈ,��hｨ�5�5�488ｳｨ4�ﾘ7�68v�8h*�.x巉*ｨｧx-x.�*�2�

参加人数 田�kﾂ�

6.結果と今後の課題

6.1広範な交流

大学における通常の学生交流は1, 2名という極めて少人数の交換学生と彼らと交流できたごくわず

かな日本人学生のみに受益者が限定される傾向にある｡しかし､この事業では短期ではあるがまとまっ

た人数のア-ラム大学の学生が多くの岩大生と交流の機会を持つことにより､本来国際交流に関心の

薄かった､または関心は持っていても交流の機会を自ら作る勇気の持てなかったかなり広範囲の日本

人学生に働きかけることが可能となった｡学内留学プログラムを通してクラスメートとなった日本人学生

を介して交流の輪も広がって行った｡教室内に留まらず､飲み会などでも交流があったことが評価でき

る｡

6.2英語を使用する機会の提供

外国語として英語を履修する学生は多いが､実際に使用できる機会があまりないためモーティべ-

ションを維持できず､英語学習が構文を暗記し訳読するだけの｢死語化｣する傾向にある｡同年代の米

国大学生との交流を持つことで英語を実際に話す機会を提供することは､異文化理解と語学力維持

の両面から大変有意義と言えよう｡また､海外研修を現実にしている米国大学生に触れることで｢留

学｣を別世界の遠い存在から身近で自ら実施する可能性を持った具体的な存在に変えることができた｡
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また､ア-ラム大学の学生の一人がイスラエル出身のパレスチナ人で､彼女が積極的な性格であった

ことから､人文社会科学部の英語の授業において英語でパレスチナ情勢の紹介をするなど､多くの交

流が見られた｡今後も様々な仕掛けを企画していきたい｡

6.3学内留学の単位付与にかかわる課題

学内留学は授業時間が多く英語で全ての課題をこなしていくので､その学習時間に対して単位を付

与して欲しいという要望がこれまで参加学生から出されていた｡しかし､手続きを進めていくうちに学内

規則との髄齢の存在が明確になり､今現在でも単位化できていない｡これから委員会等での承認を得

て単位付与が実施できるように努力したい｡今年度に関しては学生からのリクエストにより､アメリカの大

学から評価を受けたという証拠となる成績証明をア-ラム大学側に出してもらい､岩手大学からも国際

交流センターから認定書を日本語で出した｡

(報告:尾中夏美)
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群山大学サマープログラム

1.プログラム概要

岩手大学国際交流センター企画の韓国群山大学サマープログラムは今年で3年目を迎え､今年は

学生10名を受け入れたoプログラムの概要とスケジュールは表1､表2の通りである｡群山大学は現時

点で協定校ではなく､本プログラムの運営経費は参加者が支払う参加費で全て賄った｡プログラムの

内容は日本語研修と日本文化体験である｡昨年同様に7月下旬からの開始とした｡

参加学生の選抜は群山大学が行い､昨年同様に日本語研修のやり方としてはプロジェクト中心に

行い1クラスで対応した｡昨年からの大きな変更点としては宿泊を全期間ホームステイにしたことであ

る｡

参加者にはプログラム修了式において修了証書を授与した｡

表1プログラム概要

受け入れ期間 兌ﾙ�ﾃ�僖繆ﾈ�3�?ｨ*�.s以纖?｢�

受け入れ学生数とプロフィール 亊異�ﾅ��)�Xｧy?ｨﾎ｢�?ｩ[hｧx怎�D��h��9D��c冖ﾂ�&ｨ��)kﾈ����

7名)と理系から4年生男子1名 

宿舎 �7ｨ�ｸ8�5�6X42�

開講日本語クラス ��4�8�5��

経費 �7h8ﾘ4�8�8��8ｾ���N�/������(.h.�*X��

表2.全体スケジュール

日付 度ﾈ�3�?｢�7月31日 嶋ﾈ��?｢�2日 �9?｢�4日 

(月) 宙懌��(水) 忠mｒ�(金) 忠7鋳�

午前 ��Y�Hｿ8ﾖ��ﾇﾒ�*b��8ﾍ��日本語授業 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�日本語授業 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�自由 

午後 ��x圸9�(R�歓迎会 俾冰"�韓国語履修 俾冰"�自由 

チェックイン �?ｩgｹ�ﾈｧy�b�夕方:さんさ 舒(詹�Xｧxｧr�

オリエンテ- ン/ヨン 17:30ホストフ �,h�9>�藕ﾟB�ﾈ4�7h5h8x92��4ｨ8�4�5��踊り見学 ��h,h,ﾈﾏ�zﾈ橙�齷u(ﾗ9:��
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アミリーと対面 �� �� ��

日付 添?｢�6日 土?｢�8日 等?｢� 

(日) 宙ﾈ竰�(火) 忠�R��(木) 

午前 俾冰"�日本語授業 �?ｩgｸﾎｨ�ｼb�日本語授業 ��Y�Hｿ8ﾖ�.h.��ｴ�ﾙ�� 

午後 俾冰"�イオンにて ショッピング �(YZ��ﾈﾋ��修了式と送別 会(岩大キャ ンパスにて) �� 

2.受け入れに係わる準備について

前回は大学の宿舎として岩手山青少年交流の家を使用したが､今年は繁忙期にかかり予約が入れ

られず､予定していたホテルも満室だったことから､急速ホームステイに切り替えた｡日本語の習得や

日本文化理解のためにはホームステイがよいが､ホストファミリーの確保にかなり苦労した｡

3.日本語教育(担当:松岡洋子)

過去2年間に実施したプロジェクトワークを今回も実施し､学生サポーターが個別に作業の補佐

をした｡日本語研修スケジュールと内容は以下のとおりである｡

日付 �>�vR�サポート学生の役割 

1 度ﾈ�3�?｢�竰�自己紹介.アイスブレーク プロジェクト-テーマ決定と｢知りたいこと｣の整理- �6X�ｸ7ﾘﾈ�.�,ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�巉/�&ﾘ.�+ﾘ*(,ﾈ*仞��ﾈ嶌+x.�+ﾘ-�,ﾂ��ﾋ��

2 嶋ﾈ��?｢��R��プロジェクト一研究発表の概要と基礎情報収集- �+(ﾛ畏�mｨﾈ�.�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ�ﾋ��48985��ｸ6ﾈ6(6x�饑���5H7ﾈ�ｸ6r�

3 嶋ﾈ�)?｢盈ｒ�プロジェクト-課題の発見- 佇�.�+X+ﾘ6X�ｸ7ﾘ,�,(*(,H,x,ﾈ.h*H,�ｲ���*ｨ*�.�*�*(,�+X.X,俟ﾈ*h.��

4 嶋ﾈ�9?｢粟���プロジェクト-情報整理と質問紙の作成- 假ｸ��饑�,ﾉ�騫ﾘ5H7ﾈ�ｸ6r��8ﾊ�,ﾉ}霰陋ｲ餒Hｧ(,ﾈ雹5�,ﾉ/�鹵�

5 嶋ﾈ緤?｢以竰�プロジェクト-質問紙回答整理と情報整理- ��饑���,i�騫ﾘ,ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�7�8��ｸ7ﾈ48986x,ﾉy駅�d�,ﾈ�ﾋ��

6 嶋ﾈ繦?｢�竰�プロジェクト(午前)-意見整理と意見表明法- (午後)発表資料作成(13:30-14:30) 價ﾙUﾈ��{�ﾉ�ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�
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7 嶋ﾈ繪?｢��R��プロジェクト(午前)-発表資料仕上げと発表練習- 價ﾙUﾈ��{�ﾉ�ﾈ5H7ﾈ�ｸ6r�

(午後)成果発表会(14:00-16:00) 價ﾙUﾉ�ｸ�5H7ﾈ�ｸ6r�

サポートの学生とは初日にアイスブレークを通じて知り合い､できる範囲の日本語を使って作業

が進められた｡学生たちは祭りや食べ物など日本に来てはじめて出会ったものについて､テーマ

として選択したものが目立った｡中にはサポーターが作業をリードしていた例も見られたが､学生

たちは自分の視点で自分の知りたいことをいろいろな方法で調べ､まとめることができた｡

4.日本文化体験活動

毎日午後を日本文化体験活動に充てた｡今回は一般学生を交えての歓迎会と､韓国語を履修して

いる学生たちとの交流会の2度の交流を企画した｡韓国語履修生との交流は2クラスの先生方が協力

して授業の一環として積極的に韓国語で話し､相互理解が盛り上がるように工夫してくれた｡また､地

元の方で韓国語を勉強しているグループからも参加の希望があったので､大勢の参加者があった｡

ちょうど盛岡のさんさ踊りの時期なので祭り見学も組み込んだ｡着物体験も行い記念撮影をした｡

5.ホームステイ

語学研修･日本文化体験の目玉はやはりホームステイである｡ポスターを作り､ 6月下旬締め切りで

ホストファミリーの募集を行った｡群山大学からホームステイ用の参加者プロフィールが届いてからホス

トファミリーとのマッチングを行い､ 7月上旬にホストファミリーのための説明会を実施した｡ホストファミリ

ーには学生の到着までに可能な限りメールや葉書などで連絡を取っていただくようにお願いした｡今

回は全日程ホームステイで､通学も含むため通学方法の確認作業なども行った｡

6.参加者アンケートの結果

プログラム終了時に参加者全員に対してアンケート調査を行った｡正確を期するために韓国語で実

施した｡

以下は満足度についてのアンケート結果である｡

プログラム全体の満足度について　　　~　｢

眉喜霊宝喜:三≡

喜三三f_:≡.:-,-I:== _=
l
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ホームステイ

ロ大変良かった

E)大体よかった

E)普通

E3あまり良くなかった

;田全然良くなかった

韓国語履修者との交流
1 ｢

田大変良かった　｢

E]大体よかった

El普通

E)あまり良くなかった

i E)全然良くなかった

イオンでの買い物

修了発表会

□大変良かった

E3大体よかった

E2I普通

8あまり良くなかった

ロ全然良くなかった

□大変良かった

E)大体よかった

E5普通

ロあまり良くなかった

0全然良くなかった

自由時間のとり方

El大変良かった

ロ大体よかった

田普遺

E)あまり良くなかった

ロ全然良くなかった

さんさ踊り見学

着物休演

ロ大変良かった

E)大体よかった

El普通

ロあまり良くなかった

D全然良くなかった

ロ大変良かった

ロ大体よかった

D普遺

臼あまり良くなかった

□全然良くなかった

ロ大変良かった

田大体よかった

Ea普通

E)あまり良くなかった

ロ全然良くなかった

□大変良かった

8大体よかった

田普遺

臼あまり良くなかった

□全然良くなかった

ホームステイに関しては評価が二分した｡概して日本語能力の高い学生は満足度が高かったが｢ホ

ームステイが長すぎる｣といったコメントがあり､ 10日間という短期プログラムであることを考えると学生の

参加意識の啓発の必要性を感じた｡しかし､ホストファミリーの親切さには多くの学生が感謝していたの
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で､語学力の低さから疲れがたまったものと推測できる｡

韓国には日本のようなお祭りが少ないことから､さんさ祭りの見学ができたことが好評であった｡

7.成果と今後の課題

7.1ホームステイ

今年のプログラムでは全日程をホームステイにしたことが大きな改善だった｡しかし､ 2名だけ遠方の

岩大生宅にお願いすることになりプログラムから交通費を全額負担したものの､往復に時間がかかった

り､ほかの学生に比べて不満が多くなる結果になった｡また､バス通学に慣れていないことなどから､参

加者には戸惑いも見られたので､今後もっと情報提供の在り方を改善していきたい｡

7.2プログラム構成

前回の参加者からのコメントを踏まえて､今回は自由時間を多くとった｡しかし､これが｢午後にプロ

グラムがない｣という評価につながり､参加者のニーズの多様性-の対応の難しさを感じた｡

8.今後の展望

今回のプログラムの内容､発表会のDVD､アンケート結果などを群山大学に送付した｡学生の不満

については率直にこちらのコメントを付けくわえ､今後このプログラムを継続するかどうかも含めて検討

をお願いした｡後日担当教員から帰国後の学生たちがプログラムに大変満足していたと伝えられ､こち

らでのコメントとの温度差に当惑を感じた｡

学内では､協定大学ではない群山大学にプログラムを提供することの是非も含めて検討を要すると

いう見方もあるなか､今後､同じような形で継続するかどうかは十分検討しなければならないと思う｡

(報告:尾中夏美)
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海外留学支援事業

海外の大学との学生交流や様々な海外研修プログラムについて学生に関心をもってもらう目的で以

下の事業を実施した｡

1.海外留学･研修オリエンテーション

実施日程と参加人数は以下の通りである｡

実施日程:5月17日(木)午後4時30分～午後7時30分

参加人数:48名

前目には大学生協主催のTOEIC体験も催され､この二日間を大学生協との国際教育共催事業と位

置づけた｡オリエンテーションの内容は､表1の通りである｡

表1.プログラム

時間 �>�vR�

16:30-ノ16:40 丶8､��r靆H�8,ﾈ�8ｶ�,hｮ(詹�Xｧx,X,ﾈ辷��ﾉ�x,�,(*(,B�

16:40-18:25 �8ﾘ5h4�ﾏ�ｫyz�r��ﾉ[h��檍怦ｧyYB��

フランス交換留学(人文社会科学部) 

国際ボランティアプロジェクト 

米国短期研修(農学部) 

カナダ.米国交換留学(全学) 

カナダ.オーストラリア短期語学研修(全学) 

韓国交換留学(全学) 

韓国夏季語学研修体験談(教育学部2年生) 

18:30-18:50 �48985��ｸ6ﾈ6(6yLUD�dﾈ,�,(*(,B�

18:50-19:20 丶8､��r靆H�9�ﾈﾋ��(,�.h.��ﾈﾋ�&ｲ�4��ｸ5�6x8�8ｨ4�4x5(7ｸ8�986X4(4���

19:20-19:30 俯�陌�9ｪH4�985��ｸ6xｴﾉ?ﾂ�

19:30 做几��

2.留学説明会

全学対象の交換留学申請のための説明会を以下のように実施した｡
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日程:10月16日(火)

参加人数:8名

対象となるプログラム: (米国)テキサス大学オースチン校､ア-ラム大学

(カナダ)セント･メアリーズ大学

申請の締め切りは11月9日とした｡今年度1名の申込があったものの､面接審査の前に提出を求めて

いる英語能力証明が規定のレベルに満たなかったために､上記大学-の派遣は結局0名となった｡

3.個別留学相談

個別留学相談は学生それぞれの授業時間と重なる場合がもあるので､不定期に実施している｡相談

受付のポスターは常時掲示しているので､希望者は国際課を通すか直接メールで相談時間の予約を

入れてくる｡

相談内容は語学研修､ワーキングホリデー､交換留学と多岐に渡るが､学生側の情報収集不足がか

なり見られる｡人生設計や将来の希望職種などについても話を聞きながら相談に応じている｡また､高

い語学力を求められる留学に関しては､準備方法などについても助言している｡

表2.相談者所属別留学相談のべ件数

年 �2007年度 劔劔劔年度合計 

月 �4 迭�6 途�8 湯�10 免ﾂ�12 ���2 �2�

入社 ��D��3 ���2 ��� ��1 �� ��� ��9 

2年 �� �� �� �� ��1 �� ���

3年 ���1 �2�2 �� ��2 ��1 ���1 ��"�

4年 ��1 ��� �� ��1 �� ��1 釘�

院 �� �� �� �� �� �� ���

教育 ��D��1 ���1 ��� �� �� ��� ���6 

2年 �� �"� �� �� �� �"� 釘�

3年 �� �� �� �� �� �� ���

4年 �� �� �� �� �� �� ���

院 �� �� �� �� �� �� ���

工学部 ��D�� �� ��� �� �� �� ��1 

2年 �� �� �� �� �� �� ���

3年 ��1 �� �� �� �� �� ���

4年 ��� ��2 �� ���1 �� �� 迭�

院 �� ��� �� �� �� �� ���

農学部 ��D�� �� �� �� �� ��1 ��1 

2年 �� �� �� �� �� �� ���
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3年 �� �� �� �� �� �� ���

4年 �� �� �� �� �� �� ���

院 �� �� �� �� �� �� ���

合計 ��6 迭�10 途�0 ���2 釘�0 釘�4 �2�45 

表3.相談内容別件数

研究

大学院進学

語学研修

インターンシップ

ワーキングホリデー

国際ボランティア

交換留学

0　､　t b h　　も　　も　1　も　　畠横棒1

4.海外留学･研修体験座談会

今年度の新規事業として､海外留学や研修の体験者による座談会を開催した｡小規模の座談会を開

くことにより､個々の学生が聞いてみたい質問をしやすく､海外体験がより身近に感じられることが期待

できた｡内容は以下の通りである｡

日程:2007年6月14日

スピーカーの参加プログラム:

米国テキサス大学交換留学(入社学部4年生)

カナダ協定校語学研修(工学部4年生)

カナダワーキングホリデー(工学部M2)

欧州インターンシッププログラム(工学部M2)

国際エコボランティア(農学部2年生)

参加者数: 12名

座談会に集まった学生はすでに特定のプログラムに関心を持っている者がほとんどだったので､一通

りパワーポイントを使っての体験談発表後､それぞれ個別に個人的な質問をしていた｡発表者には海外

にいる間ブログを開設してもらい､それを国際交流センターのホームページからリンクで読めるようにし

ていたので､海外での体験がキャンパスにいる後輩たちがライブで知ることができる状態にあった｡この

座談会を通じて知り合ったことでその後も先輩･後輩の間で情報提供が行われていた｡
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5.国際ボランティア等参加者支援事業

5.1主旨

新規事業o岩手大学創立50周年記念事業実行委員会奨学金を運用して国際交流事業を行うことに

なり､当事業をスタートさせることになった｡この事業ではCIEEが募集する国際ボランティアプロジェクト

および国際エコボランティアプロジェクト参加者5名程度に1人当たり6万円の支援を行うことで､国際的

活動に関心を持つきっかけ作りをしようとするものである｡今年度中に参加者の選定を行う｡

5.2事業の流れ

支援対象:学部生および大学院生

支援予定人数: 5名

募集要項配布期間‥2007年12月19日(水)～2008年1月25日(金)

事業説明会:2008年1月22日(火)16:30-

申請受付:2008年1月23日(水)～2月1日(金)

面接:2008年2月14日(木)15:00-16:00､ 20日(水)15:00-16:00

採用通知: 2008年3月

CIEE -の申し込み:2008年4月～5月末

海外派遣期間:2008年8月～9月(夏期休暇)のうち､本人の希望する期間

実施報告:2008年10月(予定)

1月22日の説明会には45名が参加し､そのうち26名が実際申請書を提出した｡今年度中に面接を実

施し､推薦した5名が奨学金小委員会の承認を受けて採用となった｡

(報告:尾中夏美)
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海外派遣のための語学支援

1.スーパー･イングリッシュ

1.1事業内容

スーパー･イングリッシュは留学準備のための英語集中コースとして位置づけ､大学の教室を使用するが大

学のカリキュラムには組み込まれていない｡短期間での効果を上げるために受講資格を設けた｡概要は以下

の通りである｡

開講期間(11週間):前期　4月16日～7月6日､後期10月1日～12月19日

授業時間:月､水､金の18時20分～19時50分

受講資格:学部は問わない｡ ①英語検定2級以上､ ②TOEFLまたはTOEFL-ITPで480点以上､

③TOEIC700点以上　のいずれかを満たすこと｡後期に関してのみCASECの点数で700点

以上も条件に加えた｡

募集定員:15名

受講料:無料

教員は外部から雇用した､英語を母国語とする英語教育の専門教員で､英語圏で実施されているESLプロ

グラムに準じた構成である｡授業は全て英語のみで実施した｡インターネット版TOEFL -の対応を視野に入

れた構成にし､曜日毎に聴解とノート筆記､読解と口頭表現融合､読解と作文表現融合とした｡受講者数は表
1の通りである｡

表1.受講者数
2007年度F] 劔��｢��#��yD�7夷8ｯ｢�

所属学部 �?ﾈ���教育 儘逢r�農学 俘xﾇb�入社 仆8屍�工学 僞�r�合計 

人数 �2�5 迭�0 ��2�3 ���3 ���7 

終了後のアンケート調査では内容について全員が満足であると答えている｡受講者全員が海外留学やイン

ターンシップに行くわけではないのが現状であるが､英語圏-の交換留学生やヨーロッパ-のインターンシッ

プに行っている学生で国際交流センターが把握している者は全てスーパー･イングリッシュの受講者である｡

1.2課題と今後の取り組み

スーパーイングリッシュ受講生数

♂♂♂♂♂♂♂
時期
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毎回担当講師に対して本事業への意見を求めているが､以下のような課題があることが指摘された｡

1.語糞力が圧倒的に不足し､英語力全体が非常に低いため､ 11週間でTOEFLでの高得点は望めない｡

2.受講者の英語力の差が激しい｡

3.文法がめちゃくちゃで､短文以上の英文が書けない｡ (原因:大学でも短文の和文英訳以外は教えてい

ないので､パラグラフの意味が理解すらできない学生が多い｡ )

4.課題をやらない､ただ英会話を楽しむためだけに来ている様子の学生がいる｡ (原因:一部の学生には

課題そのものが難しすぎる場合が考えられる｡ )

これらの課題に対応するために来年度よりスーパー･イングリッシュのひとつ下に基礎力強化のトレーニング

レベルを作り､その修了生のみがスーパー･イングリッシュを受講できるというシステムに変更することで､改善を

図りたい｡

2.リーディング･マラソン

2.1事業内容

リーディング･マラソンは難易度によって6レベルに分けられた読み物をそれぞれ最低400ページずつ読破し

ていき､ 1年間で6レベルの読み物を読み終えるというプログラムである｡ 600語程度で書かれた易しい読み物

から少しずつ英語で読むことに慣れていき､最終目標は3000語程度で書かれた小説を読めるようになることで

英語の読解力をつけることにある｡各自のペースと都合に合わせて読むことができる上に､幅広く沢山用意さ

れた本の中から各自の好みにあったジャンルの本を借りることができるのがこのプログラムの利点である｡用意

された本は以下のように分類され色分けしている｡

本の難易度

Orange1 田��ﾎｨ������ﾎｩ/i7��

Orange2 �����ﾎｨ���

Green1 ��#��ﾎｨ���

Green2 ��S��ﾎｨ���

Green3 �#���ﾎｨ���

Blue �3���ﾎｨ���

広報は学内掲示のポスターとウェブで行った｡ 1ケ月に3度の貸出日を設定し､登録者にはメールでその目時

を案内した｡ 1年たった現在の登録者数は100名を越えた｡

2,2課題と今後の取り組み

貸し出した本を数ヶ月経っても返却しない学生-の督促が増え､書籍の貸し出し業務や整理などを教員が

やっているので管理が大変になってきた｡今後効率的かつ持続可能なシステム作りを工夫していく必要があ

る｡

3.リス二ング.マラソン

3.1事業内容

リスニング･マラソンは上記リーディング･マラソンのリスニングバージョンとしてを新規に立ち上げた｡リーディ

ング･マラソン同様難易度別に7段階に色分けをした｡聴解の弱い学生が多いことから､リーディング･マラソン

より低いレベルからスタートさせた｡登録した学生は本とカセット､ MDがセットになった教材を一番低いレベル

から借り出し､ガイダンスにしたがってストーリーを聞くことで聴解力を徐々につけていく｡ 1つのレベルで10冊

分終了したら次の段階に進む｡広報は学内掲示のポスターとウェブで行った｡ 1ケ月に4度の貸出日を設定し､

登録者にはその都度メールで貸出日の通知を出した｡ 1年間で約20名が登録した｡

教材の難易度
Pink1 �#S�ﾎｨ���

Pink2 鼎��ﾎｨ���

Orange1 田��ﾎｨ������ﾎｩ/i7��

Orange2 �����ﾎｨ���

Green1 ��#��ﾎｨ���

Green2 ��S��ﾎｨ���

Green3 �#���ﾎｨ���
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3.2課題と今後の取り組み

リスニング･マラソンと同時に登録する学生が多いので､貸出日をそろえることで省力化を図りたい｡教材の管

理や整理の負担が大きいので今後改善していきたい｡

4.英語学習支援のためのホームページ

英語力を付けたいと考えている学生は多いが､具体的にどこから始めればいいかわからず相談に来る学生

がいることから､英語学習支援のためのページを立ち上げた｡ここには聴解､速読練習などができるウェブペ
ージ-のリンクの他､学内で実施される英語学習にかかわるイベントの紹介などもしている｡

写真1.英語学習支援のウェブページ

E;.).･ _-翌A.__I.,Llm

このページは大学4年間の間に英語をモノtLたい人のための支援ページです｡英語を

学ぶ方法は色々あります机自分由目的やレベルにあったものを見Tmナ訳だ乱1｡

英語学習に役立つウェブJq -ジ

初級レベル

b En舶hLkteningRoom

抄　Interwth/eGamesL帖tchi噌Words

J,　　ESL Bearち

雛　　ESL Lea山nE Centre

中･上級L/ベル

ト　BBC Internatjonal Radio

匪　　Cuh:ur召l Profi鮎Prqiect

わ　　Kki Space

抄　Spe母〇h bv粕n節r; M泊tha】(Nobel Prke州nner2004)

Connect wh:h En営拍h

英語を学ぶ高校･大学生向けのビデオをウェブで見ることかできます

P AtHomeinJapa

色々なしへJL,の教材が用意されているサイト

紗　　ESL Reading

ReadhE Page 1

5.イングリッシュ･DVDうイブラリー

5.1事業内容

新規事業｡米国から購入した英語のDVDをリージョンコード1対応のポータブルDVDプレーヤーを付けて貸

し出すという内容で､好きな映画を英語音声と英語字幕で鑑賞することで､楽しく英語を勉強してもらおうという

のがこの事業のねらいである｡学生は学内の好きなところで鑑賞が可能｡以前に映画上映形式で実施してい

た｢ムービーナイト｣が､作品の好みの多様性や学生の生活時間帯と合わないことなどから参加者数が少なか

ったことから､個人ベースで映画鑑賞ができるようにモデルチェンジした企画である｡

5.2課題と今後の取り組み

学内ポスターとホームページで広報していたので問い合わせは時々あったが､ ｢時間の空いた夜に自宅で見

たい｣という要望には応えられなかった｡プレーヤーの台数が3台しかなく､プレーヤーが高価なため管理体制

をどうするか問題であり､昼間の時間帯でかつ学内限定使用としたためである｡来年度はプレーヤーの台数及
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び貸し出し用DVDの数も増やすことができるので､貸し出しシステムを改善し､借り易い環境作りに取り組みた

い｡

6. TOEFLiBT㊥(インターネット版)試験岩手会場の運営(岩手5大学事業)

6.1主旨

英語圏の協定大学-の交換留学を希望する学生はTOEFLスコアの提出が求められるが､ TOEFLiBT⑧の

試験会場が東北には不足していることから､受験希望者は東京まで行くことを強いられ､経済的､身体的負担

が大きい｡岩手県在住者で海外留学を希望する人たち全般に支援を行うという立場から､今年度より本学と岩

手県立大学が中心となって試験会場運営を実施することとした｡岩手では5大学のコンソーシアムがあることか

ら､このコンソーシアムのメンバー大学-の呼びかけを行ったところ､盛岡大学からも協力の意思が伝えられた

ので､ 3大学の教職員が交代で試験監督を行うこととした｡

6.2事業実績

試験会場として岩手県立大学アイ-ナキャンパスパソコン演習室を使用した｡協力スタッフとして岩手大学教

員7名､盛岡大学教員3名､岩手県立大学･同盛岡短期大学部教員7名の計17名体制でスタートした｡パソ
コンの台数から受験者定員は20名である｡

実施状況

試験日 疋4�郁靈�ｬI<(�"��プロクタ-(補助) 假8ﾋ��(,ﾈ*H+�y>��Xｧy�b�

5月19日 舒(詹�Xｧr�岩手県立大学 ��

6月30日 ��x圸�Xｧr�盛岡大学 舒(詹�Xｧs�kﾂ��

7月7日 侈yzy�Xｧr�岩手大学 舒(詹�Xｧs)kﾂ�

9月15日 舒(詹�Xｧr�県立大学 舒(詹�Xｧs�kﾂ�

10月20日 侈yzy�Xｧr�県立大学 舒(詹�Xｧs)kﾂ�

10月28日 舒(詹�Xｧr�岩手大学 舒(詹�Xｧs�kﾂ�

11月3日 舒(詹�Xｧr�県立大学 ��

1月13日 舒(詹�Xｧr�県立大学 ��

2月9日 舒(詹�Xｧr�県立大学 ��x圸�Xｧs�kﾊIfｹz)�Xｧs�kﾂ�

3月8日 侈yzy�Xｧr�県立大学 ��

6.3課題と今後の取り組み

インターネット版TOEFLの試験監督は準備に手間がかかることと､使用機材の突然の不具合-の対応など

不測の事態も起り得るため､担当した教員の中には今後の協力に難色を示す人も出てきた｡経験豊富なスタッ

フが支援するなどして､安定して運営できる環境づくりが重要である0

7,語学支援全般についての今後の取り組み

語学､特に英語は支援の必要性が高い｡海外の大学-の学生派遣事業を活発に行おうとするときに最も障

害になっているのが英語力の不足である｡今後､語学能力検定試験などにも学生が積極的にチャレンジでき

るような支援プログラムを立ち上げていかなければならない｡

(報告:尾中夏美)
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国際交流センターの海外向け広報活動報告

1.海外でのPR活動と情報収集の意義

日本の大学-の留学を希望する者の多くは､東京などの大都市圏に留学を希望する｡生活費がか

かるもののアルバイトが地方に比べて豊富にあるし､日本語学校などが集中していることもその要因で

あろう｡しかし､地方大学の実情についての情報不足や偏見なども多分に作用していることが留学フェ

アなどに参加してみて推測される｡岩手の地理上の位置がわからないだけでなく､ ｢先生はなまりがひ

どいのではないですか? ｣などといった質問が沢山寄せられる｡卒業生から｢せっかく学位まで取った

のに､友達からは『そんな大学は知らない』と言われて悔しい思いをするので､もっと知名度を上げて

欲しい｣と言われたことがある｡知名度が低く偏見を持たれた大学に､熱意ある質の高い留学生が出願

してくれることを期待するのはあまり現実的ではないだろう｡大学についての正確な情報を発信すると

ともに､留学を希望する学生にどのようなニーズがあるのかを把握し､的確に必要な情報を提供するこ

とが重要である｡

2.多言語ホームページへの取り組み

国際交流センターではセンターのホームページ上に多言語のウェブページを載せている｡現在日本

語､英語を含めて10カ国語対応しており､さらに日本語がまだ上級レベルに達しない人向けのやさし

い日本語での対応もある｡

多言語ホームページは､留学生の国別チームをアルバイトとして雇用し､あらかじめ指定した内容を

翻訳してもらった｡フォーマットは各国語統一し､フロントページから下の階層では､自動的に閲覧者

の言語での表示が行われるようなシステムになっている｡内容は概要や学部､生活環境､自分が留学

してみての印象など簡単なものである｡

多言語ウェブページ

㊥多言語のウェブページ

ベンガル喜吾

タイ語
ul　中国語

始匡l語

ロシア語
▲･　マレーシア語

ベトナム語

買語

スペイン語

餅岩手天草留学生の声

留学生のメッtz-ジ
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韓国語のウェブページ
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3.日本留学フェア

韓国

韓国で開催されたJASSO(日本学生支援機構)主

催の日本留学フェアは釜山とソウルの二会場で一日

ずつ開催された｡教員1名､事務職員1名で対応し

た｡事務職員は昨年同様に朝鮮族の中国人であった

ので韓国語で直接対応することができた｡

来場者の傾向と関心

1.親子での来訪者が多い｡

2.地方であっても国立大学であることに価値を置く｡

3.高校1年､ 2年の段階から来る人が多い｡また､毎

年岩手大学が留学フェアに参加している成果と見ら

日本留学フェア(韓国)概要 

開催日程 乘亥#｣佇繪?｢�7丁H5ﾈ4R�

ル:9月9日(日) 

開催場所 乘亥#ｨｩ亥)5x麌5(987�985b�
ヨンセンター 

ソウル:展示コンベンション 

センター 

フェア全体の来 場着数 乘亥#｣#�#�kﾂ�

ソウル:4199名 

岩手大学ブース -の来訪者数 乘亥#｣S�kﾂ�

ソウル:74名 
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れる傾向として､毎年岩手大学ブースに来るリピーターが増えた｡願書を送って欲しいという人も増加

した｡

4.進学したいターゲットがはっきりしており､受験情報や専攻科目に関する大変具体的な質問が多

い｡

タイ

(1)日本留学フェア

教員1名､事務職員1名で参加した｡今回も本学卒

業生で毎年通訳などで手伝ってくれる人に両会場で

通訳をしてもらった｡資料は本学紹介のチラシ､ CD

の他､ポスター､日本語授業時間割､大学人試案内

に加えて､学科の詳しい内容を韓国語版を基にして

タイ語で準備した｡

質問の内容としては､日本語関連(日本語学や日

本文学､日本語教授法など)-の関心が高かったの

で､今後情報提供の対応が必要である｡人文社会科

学部の法学･経済研究科-の関心が高いものの､日

本語を専攻としているために基礎教育が不足し､この

専攻-の進学はかなり厳しいと言わざるを得ない｡

日本留学フェア(タイ)概要 

開催日程 �6�4h987ﾘ43｣��ﾈ��Y?｢�

(土)､バンコク:17日 

(土).18日(日) 

開催場所 �6�4h987ﾘ43ｨ6�4h987ﾘ42�4��

-キッドホテル 

バンコク:インターコンチネ 

ンタルホテル 

フェア全体の来 場着数 �6�4h987ﾘ43｣c�Ykﾂ�

バンコク:3108名 

岩手大学ブース -の来訪者数 �6�4h987ﾘ43｣ナkﾂ�

バンコク:117名 

(2)協定校等の訪問

日本学術振興会バンコク研究連絡センター訪問

留学フェアの前､ 11月16日(金)に情報収集のため､日本学術振興会バンコク研究連絡センターを

訪問した｡副センター長の五十嵐久敬氏､ディレクターの池島耕氏から岩手大学が今後タイと学術交

流を進める候補となりうる大学としてナレスワン国立大学を推薦された｡教員養成大学が母体となった

タイ北部の基幹大学で､教育のほかに環境と連動した農学があることから､岩手大学と構成が似てい

る大学である｡今後の検討材料としたい｡

チュラロンコーン大学訪問

留学フェア終了後､ 11月20日(火)に工学部が学部間協定を締結しているチュラロンコーン大学国

際関係オフィスを訪問した｡現在76の国際交流科目がありその中で68が英語で教えられている｡リサ

ーチのデータベースがあるので､これはという分野があれば問い合わせて学術連携を模索することは

可能｡日本との学生交流数40｡受入人数40｡現在本学の工学部と結ばれている協定を全学のものに

格上げすれば他の学部からの学生が参加する可能性があるとの情報を得た｡
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サイアム大学訪問

11月21日(水)には協定大学のサイアム大学を訪問し､交流担当者の他ボンチャイ学長にも面会で

きた｡ ESD教育に力を入れていくという方針について説明を受けた｡他の協定校との交流状況などの

情報も入手したので､それらを参考にしながら､今後の本学との交流プログラム企画に役立てたい｡

3.3ベトナム

(1)日本留学フェア

タイの留学フェアから移動してベトナムでのフェアに

参加した｡岩手大学卒業生がハノイ､ホーチミン両会

場においてベトナム語で対応してくれた｡

日文大学日本語学科の学生が多く､日本語を専攻

したいとの問い合わせがあった｡その他には地元日

本語学校の学生が大勢訪れた｡

(2)大学訪問

11月26日(月)にホーチミン工科大学を訪問した｡

学科長と今回の案内役を務めたホーチミン工科大学

卒業生は岩手大学の工学部を本年度訪問した実績

があり､今回我々が訪問したのは今後の交流協定を

日本留学フェア(ベトナム)概要 

開催日程 �6�6ﾘ43｣��ﾈ�#I?｢�7丁B�

ホーチミン:25日(日) 

開催場所 坪6ﾘ43ｨ6h4Rﾘ7ｨ6X8ｲ�
ホーチミン:ニューワ-ル 

ドホテル 

来場者数 �6�6ﾘ43｣sCIkﾂ�

ホーチミン:872名 

岩手大学ブース -の来訪者数 �6�6ﾘ43｣ナkﾂ�

ホーチミン:84名 

検討するための視察である｡担当者から大学全体の概要説明を受けた｡この大学は工科大学としてベ

トナムで2番目にできた伝統校である｡さまざまな交流形態の可能性について意見交換をした｡実施の

可能性については今後検討していく｡

3.4 NAFSA(米国国際教育学会)

JASSOが用意した日本の大学の集合展示ブースで､本学に割り当てられた時間帯にブースにおい

て説明を行った｡会場では事前申し込みを必要とす

るワークショップ､当日参加の研究発表などが数多く

用意されていて､国際教育関係者の研皆の場ともな

っていた｡

成果としては協定大学であるア-ラム大学のディレ

クターと協定の更新について､岩手大学から派遣が

日本留学フェア(北米)概要 

開催日程 �#��yD綛ﾈ�#i?｢�7著��b�

月2日(土) 

開催場所 兔Hﾙ�7�6ﾈ4�7ﾈ8ｨ5異�ﾝｸ檍ｶ2�

堤 

決まっている学生の受け入れ態勢について､夏に岩手大学に来る受け入れ学生についてなどの打ち

合わせを行った｡その他アメリカの大学数校から交換の可能性についての打診があり､ロシアの大学

からも日本からの学生派遣についての可能性に関する問い合わせがあった｡
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4.進学説明会

主　催

目　時

会　場

参加者

参加大学

総入場者数

独立行政法人　日本学生支援機構(JASSO)

7月　2日(日) 10時～ 16時

サンシャインシティ　文化会館2F展示ホールD

岡崎　正道　国際交流センター教授

石沢　友紀　国際課国際企画グループ主任

158　校(私立大学､短期大学を含む)

2548人(H16年3967人､H17年1314人､H18年度3039人)

岩手大学会場訪問者(記帳者のみ)

外国人学生

①総計: 39名(H16年36名､H17年16名､H18年43名)

②国別:中国(22名)､韓国(1名)､マレーシア(1名)､ベトナム(3名)､

カンボジア(3名)､タイ(6名)､台湾(1名)､香港(2名)

③学部別:

人文社会科学部( 21名):心理学､人間科学､法学､経済学､経営学､

日本文化､英語学など(大学院希望者1名)

教育学部　(2名):教育学､日本語

工学部　　( 9名):応用化学､電気電子学､機械学､土木工学､

情報学

農学部　　(7名):獣医､生命科学､農学､環境学など

日本語学校等教職員

訪問者数:2名

JASSO東京日本語教育センター

双葉外語学校

主な相談事項

入試について:入試科目､手続きについて

入学割合･ -受験者数に対する合格率

日本語留学試験のボーダーライン

英語科目(TOEFLの成績など)は必要かどうか

入学願書と共に提出しなければならない必要書類

過去問の取得はできるかどうか

納付金:学費､入学金など

授業料､入学料の額､及び減額､免除の規定

奨学金について:どんな奨学金制度があるか?　何人ぐらいもらえるか?
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生活状況:生活費

宿舎について:入居状況

その他の質問事項:岩手大学の位置､駅からの距離､周辺環境､就職状況について

英語圏の大学と学生交流を行っているか

全体的な感想

1人あたり約15分の説明を必要とするため､ほぼ休みなく説明をおこなった｡

･今年度からPCを持ち込み､インターネットを使用できる環境を導入した｡時間的にインタ

ーネットを使用して説明する事は少なかったが､岩手大学の広報用テレビ番組である｢ガ

ンダイニング｣のネット映像を配信したり､国際交流センターの多言語ホームページを紹

介することに役立った｡

･大学の場所や入試のレベルなど基礎的な質問が非常に多かった｡特に日本語留学試験

の得点率に関する質問が多かったので､次回は学部ごとのデータを用意しておくと良いと

思う｡

昨年度に比べ､質問者数はほとんど変わらなかったが､国籍のバリエーションが増え(4カ

国-8カ国) ､熱心に説明を聞く訪問者も多かった

･　国際的な感覚を身につけるための学習(英語の授業があるかどうか､英語圏への留学が

できるか)といった質問もいくつかあり､大変印象的であった｡

5.活動の評価と今後の課題

5.1岩手大学の知名度を上げる努力

海外でリクルート活動をしていて痛感するのは､現地での知名度の低さである｡ ｢岩手はどこにあるの

か｣から始まって､ ｢先生はなまりが強くて標準的な日本語が話せないのではないか｣といったことに至

るまで､魅力ある留学先としてのイメージができるまでの道のりが遠いことを感じる｡しかし､韓国では国

立大学であることが重視されるので､岩手大学としてのプレゼンスを打ち出していける余地はある｡

留学フェア参加のために､これまで現地語主義で進めてきて一応の資料は多言語版が揃った｡ベト

ナムやタイでは日本語のレベルがまだ低いので､直接学部レベルで大学に入学することは難しい｡大

学院レベルであれば英語でも対応が可能なので､研究生としての受け入れも視野に入れられる｡来年

度に向けて､このような来場者のニーズに応じた目的別資料や現地語で書かれたチャートなどを用意

できれば､人手の足りない現場でも省力しながら効果を上げることができるので､資料の改善を重ねた

い｡

5.2多言語による情報提供の充実

留学生-の情報提供は英語は言うまでもなくできるだけ多言語での対応をめざす必要がある｡多く

-107-



の留学生はインターネット･カフェなどから本学のウェブにアクセスしてくるようであるが､そのような環境

では日本語フォントが入っていないことが多い為､文字化けなどが生じて十分な情報を得ることができ

ない現状がある｡英語ではこのようなことが避けられるので､最低限英語での情報提供を充実させると

ともに､大まかな情報は多言語で対応していきたい｡

また､韓国などは日本語で本学のホームページを読める学生が増えているが､学生が知りたい情報

が掲載されていない学部もあり､改善が望まれる｡国際交流センターとしても対応するが､大学全体と

しての一元的な管理が今後の課題となろう｡

5.3協定校以外からの学生の受け入れ態勢の開発

これまで協定大学との学生交流協定に基づいた､授業料不徴収を前提とした1, 2名の学生交換が

主流であったが､協定はなくても､授業料を支払うので受け入れて欲しいという要望を持ってくる大学

関係者が増えてきた｡これまでの方法では学生交換の数の均衡が保たれない場合､協定が休止する

危険性が高い｡どうしても相手側が日本に学生を送りたい場合でも､たとえ経費負担を相手側が承諾

したとしても岩手大学では受け入れに消極的にならざるをえない状況にあった｡今後は受け入れをす

る際に､本学の過重負担にならずに受け入れが可能となるような体制を整えていくよう努力していきた

い｡

(報告:尾中夏美)
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キャンパスの国際化支援事業報告

1.研修会:効果的な英文Eメールー書き方のコツと実践

1.1主旨

海外の高等教育機関との交流協定や共同研究などの機会が増加する昨今､英語で電子メールを書くことが

多くなっている｡このような現状に鑑み､参加者が色々な場面を想定したメール文を講師の助言を得ながら実

際に作成し､誤解を生みにくいメールの書き方を習得して､今後の業務に資することを目的として研修会を開

催した｡本企画の内容は元々名古屋大学でJAFSA(国際教育交流協議会)月例会として開催され好評であっ

たもので､本学ではこれを土台としてさらに改良を加え､初めてとなるJAFSA月例会を兼ねて実施することにし

た｡

1.2概要

目時:2007年8月20日(月)10時～15時30分

場所:岩手大学情報処理センター教育端末室

講師:マリーゴールド･ホームズ氏(日米教育委員会､事務局長補佐)

参加者:岩手大学教員5名､岩手大学事務職員3名､ JAFSA会員である他大学事務職員1名

開催の形態:岩手大学国際交流センターが主催し､ JAFSAの月例会も兼ねての開催とした

経費負担:講演謝金はJAFSA負担､旅費は岩手大学国際交流センター負担

1.3内容とアンケート結果

事前に講師と内容について細かく詰めた｡参加対象者は教員と事務職員の両方であるので基本的スキルは

同じでも､事例設定などを各自の仕事内容と類似した内容にする工夫を施した｡午前中は基本的なルールの

講義､午後は実習と質疑応答とした｡以下はメールの事例設定の概略である｡

スケジュール調整 �&h.�,ﾈ8��ｸ8ｲ�緊急連絡 

教員用事例 仄I:�Hｸh,ﾈ+ﾘ-�,ﾉ�ｨ詹�SｸｺI:�ﾙUﾉuﾉ.逸(,價ﾙUﾈ炫�丶8､��Xｧx,X,ﾈﾗX�/�uﾉ.�+R�
学での環境調査実施に関 儿H,ﾈ竧.蔭�+X/�6�*h.��ていた教授の急病による講 

わる依頼 刮奄ﾌキャンセルについての 連絡 

職員用事例 乂y�hﾏ�zﾈｺi.�/�ﾈｸ/�+�,��外国人研究者からの宿舎費 假8*�?ﾈ.ｨｧy�h*ｨｷﾙV�,�,�,"�かりの協定校訪問に関わる ����,�,(*(,Iwieﾘ,��*h.r�たことを派遣元のコ-デイネ 

依頼 �.ｨ,�*(+�,h/�6�*h.��一夕に連絡 

会場は端末室で､前方のスクリーンを見ながら講義を受け､午後は各自のパソコンから自作のメール文を講

師に送信し､それを全員に見せながら講師がコメントしていくという形式で行われた｡

参加者からのアンケートでは､参加人数が少なかった分､質問もしやすく各自のメールの良いところ､さらに

改善できるところなどを個別に指導してもらえたので好評であった｡今後もこのような企画-の期待が寄せられ

た｡

1.4今後への課題

今回､国際交流センターとして初めてJAFSAとの共催事業を実施したが､ 6月という早めのスタートを切った

にも関わらず､実施確定と募集案内が7月末になってしまい､そのために広報が不足し､参加者が9名と少なく

なってしまった｡少人数だからこその利点もあったが､費用対効果を考えると改善しなければならない｡遅滞の

原因として､今回の企画をJAFSAという外部団体との共催として出し､大学の施設を他大学の人たちにも使用

許可するとしたために､このこと-の理解が得られにくかったことにある｡時代の趨勢を鑑み､実例を積み上げ

ることで実施-の障害を少なくし､ JAFSA月例会などを活用して本学の教職員-の刺激となる研修を増やして

いきたい｡
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2.研修会:英語プレゼンテーション研修

2.1主旨

岩手大学全体の国際化を図ろうとするときに重要なことのひとつに､研究者や大学院生が国際学会において

多くの発表を行えることが挙げられる｡国際学会での発表では､英語で発表することが原則なので､英語での

学会発表のための基礎力アップの支援をすることで､国際学会での発表数増加に貢献できる｡近隣他大学で

実施しているということを知り､本学でも対応していくべき課題であることから､今年度初めて大学院生と教員の

ための英語によるプレゼンテーションの研修を企画することにした｡

2.2概要

神田外語大学が企画､運営する｢プラクティカルイングリッシュ｣講座を契約した｡

日時:2007年9月3日(月)～7日(金)

場所;図書館2階多目的研修室､教育学部サイバースタジオ

講師:ジーン･トンプソン(神田外語大学講師)

募集定員: 20名

参加者数: 15名(含教員5名)

参加費:無料

経費負担:国際交流センター経費

2.3内容と参加者の評価

研修の内容

日程 �5ｨ6(5h8x92�内容 

9月3日(月) ���ディスカッション:導入､オリエンテーション 
プレゼンテーション:司会者の即興のプレゼンテーションと自己紹介 

2 �6h4(5�4ｨ6(5h8x93ｨ�8ﾊ�/�ﾋ�*JI�ﾈ,�8ﾊ�/�ｸ�-�.��
プレゼンテーション:プレゼンの構成と時間配分 

9月4日(火) �2�ディスカッション:ほかの人を巻き込む､丁寧に反対意見を述べる 

プレゼンテーション:要旨説明､結論を述べる､動きと姿勢 

4 �6h4(5�4ｨ6(5h8x93ｨ.ﾘ*�.�.(+x*ﾘﾋ�*(ｫx*h.唔k隕ﾘ,偸�-x.��プレゼンテーション:ジェスチャー､用語の定義､参考文献からの引 

用 

9月5日(水) 迭�ディスカッション:意見を補足する 

プレゼンテーション:視覚的情報を描写する 

6 �6h4(5�4ｨ6(5h8x93ｩ+ﾉ�ｩ4儷ﾈﾋｸ/�O�*�.唔��*(,8*�.��プレゼンテーション:テクノロジーの統合､視覚補助としてハoワ-ボイン 

トを使う 

9月6日(木) 途�ディスカッション:復習 
プレゼンテーション:プレゼンテーションに役立つ言葉-強調 

8 乂y�h益;�,ﾈ6h4(5�4ｨ6(5h8x93｢�6x786(4�,ﾙ�i6ｸ*ｨﾈ�-�.鋳�
プレゼンテーション:質問に答える 

9月7日(金) 湯�プレゼンテーションの練習 プレゼンテーションの準備:アイコンタクト､自己評価 

10 �7h8ﾈ5ｸ986X�ｸ5h8x98�����

研修はすべて英語で行われた｡初日だけの参加でドロップアウトした学生が2名いたが､ 13名は研修を修了

し､講師から修了証書が授与された｡参加者は毎日授業終了後にネット上でフィードバックを求められ､それが

講師の授業に生かされるシステムになっていた｡グループワークが多く､実践的な内容であったので､参加者

の評価が高かった｡

参加にあたっての英語能力は厳しくしなかったが､募集要項にはおおよそ英検2級程度以上とした｡英語能

力の設定について参加者に意見を求めたところ｢設定すべき｣と｢設定不要｣とに二分した｡

終了後に国際交流センターが実施したアンケートに回答した9名の意見から､この研修が大変好評であった

ことが伺われた｡
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2.4今後への課題

今回の研修は企画案が持ち上がってから決定､実施準備､広報期間が大変短く､結果として夏期休業とも重

なったこともあり､参加人数が予想を下回った｡また､全て外注ということで講座料金が国際交流センターの経

費を圧迫するくらい高額であった｡しかし､研修そのものは大変好評であり､このような研修のニーズが高いこと

も事実である｡

今回研修全てを講師の許可を得て全て録画したので､運用ノウハウなどを分析し､本学にある人材を活用し

て同じような研修を開催できるかどうか次年度は検討したい｡

3.全授業名の英語名称翻訳作業(大学教育センターとの共催事業)

本学の授業名は英語名が決まっているものといないものが混在していた｡英文での成績証明書の請求が増

えている現状を鑑み､現時点で一斉に英語名を設定し､アイアシスタントに掲載することが重要課題であった

ので､これを実施した｡

4.留学生パートナー事業

これまで留学生のための生活支援､語学支援のために､チューターと会話パートナー制度を作っていたが､

これは常時対応ではなかった｡来年度から常時対応できる､ボランティアによる留学生パートナー制度を立ち

上げる｡現時点で20名余りの日本人学生､留学生の登録があり､オリエンテーションを実施して新学期から始

動できるように準備を進めている｡

留学生パートナーは留学生ラウンジに毎日ボランティアが交代で待機して留学生の様々な相談に応じるほか､

国際交流センターが実施する様々な留学生事業を支援する｡

5.国際交流センター事業の可視化

国際交流センターでは日本人学生､留学生対象に様々なプログラムを実施しているが､その活動の周知が

不十分であった｡そこで､今年度4月に新入生対象に1枚もののチラシを配布した｡

チラシの表には国際教育関係の支援事業､裏には国際交流センターのホームページ-のアクセス方法と､

英語学習支援ページを紹介した｡学生のやる気を待つ対応からやる気を創出するしかけ作りを今後も考えて
いきたい｡
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チラシ

国陛更蕊t:ンターでは岩手大学の海外への窓口として､海外の大学との苧生霊蕊
や､異文化理解のためのさまざまな事業､海外留苧･研催壱考えている学生への留
苧相喜乱海外派這に必要な語学力弓封ヒ事業壱推進してし珪す.あらゆる分野でゴ
ロ-パル化hl1謹む号､面なたの視野章､日本匡l内からブタ～つと世界に広Illてみま

せんか?面なたか1号王~慌ゴかなかった可能性h.i見つかるかもしれません.

☆リーディン91･マラソン☆

大学では専門云別引=九･5とど巾宙野でも､英語T=

専門書を読んだり論文を喜売む機会が増えます｡其
喜喜を謹言に遠喜売できるナ:在つけ比1人はリーデイl

ワ･市リンがオススメです｡ 1年闇をかけて､市
1JJ巾ようl=白宙rJ)ペースで難易度の惜いも巾か

ら､ i尭剖=鞄LL長い小説を喜売めるようにステッ

プアIyプLnlきます｡白宙の好みの内容の泰も.

高校l年生し/引レからかしずつあげていくqJで無

理なく続けることができます｡現在的50名の学生

がこのマラ1/)に萱誌L Tl/･ます..

岩手大学でlま学生を海外lコ痛近する様やなプ
ロワラムがあります<海外の協定校と巾変換プ
ロワラムのほかにも短期語学研修､回帽≡ボラ
=}ティアフロジェロトなどに参加する学生が毎

年います｡海外Jコ〒ってみ虹lけt-i-こから始
めてよいかわからない､迷っTいるという学生

にはJ:lEIP学帽誼も真価しています｡ますは相談

することから始めてみまセんか■?大学や学部

が棄施すモ海外官学.研帽プロワラムを紹介
するオリ工-Jテーショ二ノを毎年5月に実施して

います｡

i 2007年度>

海外留学l qF軽:郡上亡ンテ-ション

Ej程:5月1 7E3 (未)16:30-

場所など諾垂■まH Pとポスター(学生

センタ一種諸掛で

☆スーパー志学亡英語･闇☆

英語圏､中国語Ehの交換官学に必要な語学
EIE:力義盛コースです｡弗喜引ま協定大学て球机ら

れるTOEFLiBTq:lスコアアIy了を視野lnれf=

集中コ一二:在棄方BLます人中匡ほ喜は学部授業で

習得できる喜喜学力と留学先巾中国巾大学て聞
講きれる授業に乱1て要求される語学力とqJ
ギャップを埋めるた軌留学前準備支暮雲コースと

して聞話します,

☆リスニンヴ･マラソン☆

今年度より5台まった新規事業です｡ 1年FEjlかけてマ

チ/_/.のように白宙n/トスて=難点度の惜いも巾tJ)

ち揺剖=鞄しい二対一-リーを聞いて哩弼できるように

する､ステップアッププロクラムで7-｡ 4月より壁謡を

受け付けます｡今年度某紙の貸出E)はq月5Ejです｡

堂謡の仕方やプロクラムの詳細についてはHPを見
てくだ乱1｡

☆ボランティア会話パートナー☆

岩手大学には約200名の留学生がいます｡留学
生は日並喜喜童話の上達のf=め､自走入学生と会
話の押習毒し虹1という希望を持IJ人がいます｡

留学生巾会話相手をしな力ち. Ej泰語でl喜那宴交

流をLT丸まセんか?関心を持ちなめ屯もきっか
けを作れない人には絶好のチャンスです.萱謹I=
ついてはHPをこ覧下乱l｡

(報告:尾中夏美)
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危機管理マニュアル策定の取組み

1.岩手大学の国際交流に伴う危機管理マニュアルの策定について

1.1マニュアル策定の趣旨(危機管理の必要性)

本学においては､学生の留学､海外ボランティア､海外インターンシップなどを促進しており､これ

らに意欲をみせる学生が増えてきている｡また､外国からの留学生の数も増えてきており､平成19

年度末現在で200名の留学生が本学に在学している｡

このような本学における国際交流の進展に伴い､国際交流に係る危機管理の重要性は増してい

る｡

マニュアルは､本学として行うべき国際交流に係る危機の予防及び危機発生時の対応につい

て策定するものである｡

1.2マニュアル策定の取組み

平成19年度においては､先行事例としての他大学策定のマニュアルおよびその他の研究成果

等を参考にしつつ､国際交流の危機管理に係る項目等の整理を行ったうえで､本学のマニュアル

策定-向けての原案を作成した｡次年度(平成20年度)において､本学の国際交流に係る危機

予防措置および危機発生時の対応のあり方ないし危機対策本部の設置等､学内の関係部局等と

の調整を行ったうえで､本学のマニュアルを策定する予定である｡また､マニュアル策定後は､これ

に基づき､必要な-ンドブック(海外留学)などの整備を順次行っていくことになろう｡

2.マニュアル(莱)の内容

2.1マニュアルの対象

マニュアルが対象とする国際交流は､大学の事業として行う①学生の海外派遣および②留学生

の受入れである｡

2.2マニュアルの危機管理の範囲

マニュアル(秦)では､危機管理の範囲を以下のとおりとした｡

危機 倬i���事後 (発生時含む) 

学生の海外派遣 冰ﾉf��対応 

留学生の受入れ 冰ﾉf��対応(※) 
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なお､留学生の受入れに関し､危機発生の事後対応(上記表の※で示した部分)については､

基本的には､本学の危機管理についての全学的取決めである｢岩手大学危機対策要項｣およびこ

れに基づく｢岩手大学危機対策マニュアル｣ (以下､これらを併せて｢本則｣と呼ぶ｡ )に基づき､本

学学生として､日本人学生に対するのと同様の対応が求められる(これについては､マニュアルで

は検討の対象としない｡ )｡ただし､留学生が外国人であるという特性に基づいた対応が必要なこと

もあるので､マニュアルでは､そのような部分に限って取り上げることとする｡

2.3マニュアルの項目

マニュアル(莱)で取り上げた項目(目次)は､以下のとおりである｡

岩手大学の国際交流に係る危機管理マニュアル(莱)

目　次

Ⅰ国際交流に伴う危機管理マニュアルの策定について

1.本マニュアル策定の趣旨(危機管理の必要性)

2.本マニュアルの対象

(1)学生の海外派遣

(2)留学生の受入れ

3.本マニュアルの危機管理の範囲

Ⅱ　学生の海外派遣

1.予防措置

(1)大学が行うこと

(2)本人が行うこと

2.危機発生時の対応

(1)危機のケース

(2)基本的対応方針

(3)大学の対応

(4)本人の対応

Ⅲ　外国人留学生の受入れ

1.予防措置

(1)大学が行うこと

(2)本人が行うこと

2.危機発生時の対応

(1)危機のケース

(2)基本的対応方針
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(3)大学の対応

(4)本人の対応

別表1 :岩手大学における国際交流に伴う危機対策本部の体制

別表2:学生の海外派遣時の危機管理体制

別表3:事件･事故等発生時の連絡網の体制(学内)

別表4:事件･事故等発生時の対応体制

別表5:外国人留学生に対する危機管理対応体制

別添6:海外派遣の実施､中止､延期､継続､途中帰国の基準(ガイドライン)

別添7:岩手大学における国際交流に伴う危機管理要項(莱)

(様式1)留学･研修届

(様式2)調査票

以上

(早川智津子　国際交流センター)
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平成19年度ものづくり産業における在住外国人活用課題調査事業

1.調査の概要

平成19年度に岩手県委託事業｢ものづくり産業における在住外国人活用課題調査事業｣を受

託し､下記のとおり一連の調査を行ったうえで､平成20年2月に報告書を作成し､県に提出した｡

また､報告書提出とあわせて､岩手県県南広域振興局での本事業の報告会において県内関係者

に対する調査報告(講演90分･質疑応答30分)を行った｡

1.1調査担当及び報告書執筆者

早川　智津子　岩手大学国際交流センター　准教授

1.2調査の目的

岩手県県南広域振興局が2007年8月に管内のものづくり企業を対象に実施したアンケート調査

結果によると､現在､社内人材について将来に不安､徐々に不足してきていると感じている企業が

増えつつあることがわかった｡自動車や電気機械を中心とするものづくり企業は､誘致企業も多く､

本県の産業を牽引する企業群であることから､人材の枯渇は､本県産業の将来を左右する重要な

課題である｡

一方､県内における在住外国人の数は年々増加しており(県内の在住外国人の総数は6,636人

(平成18年末現在)0 10年前と比較すると2.2倍に増加)､今後､企業における人材の不足を解消

するための一つの方法として在住外国人の活用が考えられる｡

これらのことから､在住外国人活用の可能性を①企業､ ②留学生､ ③在住外国人の視点から調

査､検討し､今後の施策立案に役立てることを目的として調査を行った｡

1.3報告書の構成

以上の目的を踏まえ､文献調査及び事例調査を実施した｡本報告書は､第1章わが国の外国人

の現状と外国人法制において､外国人をめぐるわが国の法制度､最近の議論等について､既存の

文献等を調査した内容について報告し､第2章事例調査(調査対象は､下記1.4参照)において､

企業､留学生､在住外国人を対象にした県内事例調査及び､先行事例として群馬県等を対象に

行った調査について報告した｡

最後に､以上の調査の結果を踏まえ､第3章今後の課題と展望において､調査結果のまとめを

通じて得られた問題点ないし課題を抽出し､今後の展望ないし方向性を示した｡
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1.4　事例調査

(1)県内事例調査

外国人の就労にかかる岩手県県南地域の現状を把握するため､下記の対象者にヒアリングを行

った｡

対象者:県内企業4社､留学生10人､在住外国人9人(国籍取得者1名含む)

(2)県外事例調査

上記の県内事例調査に併せて､県外の先行事例として､群馬県を視察し､下記の対象者にヒアリ

ング調査を行った｡

対象者:太田市､群馬県､太田公共職業安定所､協同組合1組合､企業2社(インドネシア

人技能実習生2名含む)

平成19年度岩手県委託事業

ものづくり産業における在住外国人活用課題調査事莱

目　次

はじめに

1.本調査の目的

2.本報告書の構成

第1章　わが国の外国人の現状と外国人法制

1.わが国及び岩手県における外国人の現状

(1)わが国の状況

(2)岩手県の状況

2.外国人をめぐるわが国の法制度

(1)入管法(行政官庁:法務省入国管理局)

(2)外国人登録法(行政官庁:法務省入国管理局)

(3)改正雇用対策法(行政官庁:厚生労働省)

3.外国人をめぐる議論

(1)政府提言等

第2章　事例調査

1.調査要領

(1)県内事例調査

(2)県外事例調査

Ⅰ県内企業ヒアリング調査

1.A社

2.B社

もゆっくり鉱石t柁勧蜘乱朋書儒

Eij　冒　Ej

1d一●･l .' A

/.tll､し丁:⊥). lTl ,I.T
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3.C社

4.D社

Ⅱ　留学生ヒアリング調査

1.岩手大学留学生へのヒアリング(第一回)

2.岩手大学留学生へのヒアリング(第二回)

Ⅲ在住外国人ヒアリング調査

1. Kさん

2.在住外国人の労働環境について

3.Sさん

Ⅳ県外先行事例ヒアリング調査

1.太田市

2.群馬県

3.太田公共職業安定所

4. J協同組合

5.K社

6.技能実習生ヒアリング

7.L社

第3章　今後の課題と展望

1.調査結果のまとめ

(1)県内企業ヒアリング調査の結果まとめ

(2)留学生ヒアリング調査の結果まとめ

(3)在住外国人ヒアリング調査の結果まとめ

(4)県外先行事例ヒアリング調査の結果まとめ

2.調査から抽出された課題

(1)課題1:長期雇用を期待する企業の正規職員採用､ステップアップを望む外国人　一　調和

的雇用のあり方

(2)課題2:留学生の就職意識と企業の採用方針とのズレ

(3)課題3:在住外国人とのコミュニケーション

(4)課題4:行政に望まれること

3.今後の展望

(1)展望

(2)残された課題

以上

(早川智津子　国際交流センター)
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平成19年度がんちゃん国際フォーラム開催報告

1.がんちゃん国際フォーラム開催趣旨

本講演会は､国際舞台の一線で活躍する有識者の講演を通じ､本学学生がグローバル化のな

かでの地域のあり方を考え､実践する(いわゆる｢Think globally, act locally｣)きっかけとして､国際

的なセンスを磨くことを助けることをもって､本学の目指す国際理解力のある人材育成に資すること

を目的としている｡

なお､フォーラム名称に岩手大学のイメージキャラクター｢がんちゃん｣を冠することにより､学生

に親しみを感じてもらうことを狙った｡さらに､がんちゃんの角のように国際理解に対する知的好奇

心のアンテナを高くかかげ､国際的に通用する情報受信力･発信力を養ってもらいたいという願い

を込めている｡

2.開催概要等

2.1講演会概要

･名称:第1回がんちゃん国際フォーラム講演会

･主催:岩手大学国際交流センター

･開催日時:平成19年11月19日(月)

14:45-16:15 (90分) (14:30開場)

･開催場所:岩手大学　図書館　2F　生涯学習･多目的学習室

･講演者二　上野　景文　駐バチカン特命全権大使

･講演テーマ:グローバル化のなかの国際理解｢欧州から日本を考える｣

･対象者:学生､教職員及び一般市民､定員60名

(学生を主たるターゲットとし､教職員､一般市民も参加可能とした｡実際には､学内での事前申

込みで定員に達したため､当日は補助席を増やし対応した｡ )

2.2 PR及び関係機関への周知等

PRのため､学内及び関係先に本講演会ポスターを掲示するとともに､学生向けPRチラシを作成

し､関連する分野の教員を通じ学生-の配布を依頼した(ポスター等は学内印刷機で作成するこ

とにより､経費節約に努めた｡ )｡また､岩手大学ホームページの｢イベント情報｣掲載及び報道機

関-のプレスリリースを行った｡併せて､県内関係機関(岩手県､岩手県立大学)-周知を行った｡

3.実施報告

3.1講演の概要
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バチカンは世界一小さな面積の国でありながら､ローマ法王の聖座(Holy See)として10億人のカ

ソリック教徒の頂点に立つ､まさに小さな大国である｡そこでは､国連さながらの行政機構が存在す

るうえ､ネットワークを用いた情報収集力･発信力を操って､ローマ法王ベネディクト16世は､世界

的な関心事についての重要発言を行い､外交ビッグバンのなかでいわば世界の黄門さまとしての

注目すべき役割を果たしている｡講師は､駐バチカン大使の仕事についても紹介するとともに､講

演のまとめの中で､ ｢一神教性｣の強弱でみる今日の外交地図を聴衆のまえに示した｡
市民.1人.2%

3.2.参加者数及びアンケート回答者

参加者数83名(アンケート配布数もとにした概数｡会場は満

となった｡)アンケート回答者数61名(回収率73%)

3.3アンケート集計結果

(1)参加者属性

①参加者属性(回答者61名)

回答者のうち､学生はすべて岩手大学学生｡
無回答. 2. 4%

②学生の所属(回答54人)　環孟諾,72,%1:ヲ% ･

やや不満. 3人, 6%

不満, 0人. 0%

(2)フォーラムの満足度

満足(大変満足+まあ満足)と答えた人46人(回答者の

94%)

属性別 ��Y¥��まあ �.(."�**～ 梯�8�zh������=/=率 

満足度 冓��ｲ�満足 唳W9i粐粐�做�{钁椿��

学生 ��33�#���劔54 

教職員 �#���2�劔6 

市民 �������劔1 

計 ��c3�3��"�劔61 
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(3)フォーラムの参加目的に照らした満足度

①参加目的(複数回答)

参加目的 ��

外国(バチカン)に関する知識を得る �3"�

国際理解に関する知識を得る �3��

外交事情について大使から直接話を聞く �#R�

その他(履修科目の一環として) �"�

総計 涛��

②参加目的に照らした講演内容の満足度(クロス集計)

a.外国(バチカン)に関する知識を得る

その他(RI#科目の-環とし
て). 2人. 2%

外囲(バチカン)に関する知識を得る ������r｣ﾘﾊ�i��定�3ﾒﾕ�停�㌔.まあ満 足 �.(.)W2���不満 佗b�

参加目的としていた ����3���剴3"�

参加目的とはしていない(含む目的無回答)※ 鉄c���剿ﾆﾂ�

計 �#C�����剴C2�

※｢参加目的としていない｣とは､参加目的欄に記入がなく､満足度欄のみ記入のあったもの(以下同様)｡

b.国際理解に関する知識を得る

国際理解に関する知識を得る 佗凛b����まあ議 ..足 �.(.)W2�<r�不満 佗b�

参加目的としていた �����#��剴3��

参加目的とはしていない(含む日的無回答) �3����剴�2�

計 ��3#�3��剴CB�

C.外交事情について大使から直接話を聞く

外交事情について大使から直接話を開く._..-≡.≡ 俐r�倆Hﾘ"�■まあ清 一■足､ �.(.)W2���不満 佗b�

早..美.∫.…≦■… 

参加目的としていた ��S�����劔�#R�

参加目的とはしていない(含む目的無回答) 田c���劔��2�

計 �#��c���劔�3��

d.その他(履修科目の一環として)

その他欄に記入のあった2人はいずれも｢履修科目の一環として｣であり､その満足度は2人とも
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｢まあ満足｣であった(表省略)0

(4)今後のフォーラムへの参加希望

今後の= ��YO������内容によっては. 帝�8ｷ霑��雨����.i:'篠噂を..≡-/ ��r�

参加希望≡ �+X+ﾘ*"�書加したい 

学生 田3ピ2�剴SB�

教職員 �3#���剴b�

市民 ������剴��

計 ���C�sB�剴c��

自由回答(抄緑)

･ (学生)今日はとても貴重なお話が聞けてよかったです｡バチカンに対するイメージが大きく変わ

りました｡小さい国なのに､本当にエネルギーと影響力にあふれた国ということがわかりました｡

･ (学生)バチカン市国についての知識だけではなく､法王庁の外交関係についても学ぶことがで

きたのでとても有意義な時間を過ごせました｡

･ (学生)普通では分からないバチカン市国の詳細を知ることができ､大変ためになった｡今回の

大使のお話は貴重な経験となりました｡

･ (学生)HOLY SEEという名称を初めて知り､その名自体がバチカンそのものを表していることに

驚いた｡バチカンに興味をもったのでぜひ上野さんの著書を拝見したいと思いました｡

･ (学生)バチカンという国については名前くらいしか知識がありませんでしたが､その国そのもの

だけではなくバチカンからの視点での世界､ということも学ぶことができて良かったです｡

･ (教員)講師は今回のように､第一級の人を!

･ (学生)資料がもっと欲しいかな??と感じました｡パネルのみならず､上野先生がさまざまな話

をされたのでたい-ん勉強になりました｡大使から直に話を聞ける機会はそうないと思います｡貴

重な体験をさせていただきました｡ありがとうございました｡

･ (市民)将来にとても役に立ちました｡参加して良かったです｡ありがとうございました｡

･ (学生)バチカンについて"存在感は中国並"という言葉が印象に残り､大変興味深い公演が聞

けました｡

･ (学生)大使の人に直接話を聞いたのは初めてで新鮮だった｡バチカンについては少しの知識

しかなかったけど､とても深いものなんだなあと思った｡

･ (学生)今まで､バチカンの事情というより､世界のどの国に対しても特に興味がありませんでした｡

しかし今回､直接大使の上野さんの話を聞いて､色々とリアルな国の事情を知りました｡自分の

知らない世界について話を聞くのは貴重な体験なんだと感じました0

･ (学生)HSのもつ国際的な役割について､理解が深まった｡また､法王がアフリカの貧困や地球

環境などのグローバル･イッシューについて発言していることを初めて知った｡日本は多神教的
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で宗教はあまり影響力がないが､アメリカやヨーロッパ諸国の中には影響力が大きい所もあるの

でその辺を考えた上での発言が国際的な場では必要不可欠になると思った｡

･ (学生)一神教と多神教の違いなどから文明に切り込んでいこうとする考えが面白かった｡

･ (学生)外交事情について大使から直接話を聞いて､今までは世界一小さな国ということしか知

らなかったのですが､バチカンについて多くのことを知れて勉強になりました｡

4.所感

今回の講演会は､学生中心に多くの参加を得たうえ､アンケート結果からも明らかなとおり､上野

大使の講演を通じ､学生の国際理解に対する関心の喚起など､初期の目的を達成したといえる｡

(早川智津子　国際交流センター)
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北東北国立3大学外国人留学生合同合宿研修会報告

1.実施概要

秋田大学､岩手大学､弘前大学では､留学生教育の連携を図ることを目的とし北東北3大学合同合

宿を平成16年度から行われている｡今年度は第4回目となり､岩手大学を幹事大学として次のような

内容で実施された｡なお､今年度の研修会は､岩手大学からは｢日本事情A｣の授業出席者と日本人

ボランティア､秋田大学と弘前大学からはそれぞれ参加者を募って実施された｡

実施期間: 2007年7月14日(土)～7月16日(月･祝)

場　所:岩手県青少年交流の家(岩手県滝沢村)

参加大学:秋田大学12名(学生11名　引率1名)

弘前大学　8名(学生7名　引率1名)

岩手大学18名(学生16名　引率2名)

山形短期大学教員1名　　　　　　計　39名

学生参加者内訳

国籍 �&｢�女 佗b�

韓国 �2�6 湯�

中国 ���9 ����

日本 ���8 唐�

ロシア ���1 ���

マレーシア �2�4 途�

合計 途�28 �3R�

2.研修内容

<スケジュール>

l 7月14日(土)l

13:30　　　　　盛岡駅集合-青年の家のバスで移動

14:00-17:30　　オリエンテーション･異文化トレーニング

17:40-18:40　　夕食(レストラン　ユースパル)

19:00-21:00　　課題発表&グループ分け(スキット作成)

21:00-22:00　　自由時間(入浴)
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l7月15日(a)I

6:30

7:30～　8:30

9:00--12:00

12:00-13:00

13:00--17:30

17:40-18:40

18:40-21:30

21:30′-22:00

起床･洗面　宿泊室清掃

朝食

課題活動(1)

昼食

課題活動(2)

夕食

発表会&振り返り

自由時間(入浴)

J7月16日(.叫

6:30　　　　　　起床･洗面　宿泊室清掃

7:30- 8:30　　朝食

9:00-10:00　　　アンケート実施･まとめ

10:30　　　　　解散

<研修の目的>

昨年度に引き続き､多文化状況におけるコミュニケーションに必要な知識､技能や具体的な課題に

ついて参加者に体験的に学ばせるために合宿研修を実施した｡

<合宿の様子>

昨年度同様､グループによる共同作業を体験させるため､スキット作りに取り組ませ､ 2　日日夜には

成果発表をした｡参加者は途中､アンケートに回答する形で各自の作業やグループについて内省し､

多文化状況でのコミュニケーションに対する各自の技能や態度について学んだ｡今回の合宿参加者

は女性と男性の割合が3対1とアンバランスであったが､出身が日本､中国､韓国､マレーシアがほぼ

同人数となり､これにロシア､タイ､ベトナムが1､ 2名ずつ加わり､エスニックグループの偏りがない共

同作業が実現できた｡そのため､ 〇〇人はどうか､という視点ではなく､あなたはどのように考えるか､と

いう話し合いが起こり､興味深いやり取りが起こっていたことが印象的であった｡

3.参加者の反応(アンケ-ト結果より)

合宿終了後､合宿の全体的なことに対して参加者アンケートを実施した｡学生からの評価はおおむ

ね好評である｡場所については､青少年交流の家ということで､就寝時間が早すぎるというクレームが

毎回起こるが､研修施設では､集団生活を送る以上､規則があることは避けられない｡それ以外につ

いては､イスラムの学生の食事や入浴に対して､施設から配慮をいただき､感謝している｡また､岩手

大学の学生については､授業との連携でコミュニケーションに対する理解がより深まったようである｡
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<アンケート結果>

1.合宿の時間の長さはどうでしたか｡

2.泊まった場所はどうでしたか｡

!洩■

3.研修内容はどうでしたか｡

(回答数　35名-100%)

□　a.ちょうど良かっ

た

■　b.時間が長すぎた

ので,もっと短いほう

がよかった

田　C.短すぎたので,

もっと長いほうがよ
かった

D a.よかった

E]　b.まあまあよかった

田　C.他の場所のほう

がよかった

■　d.場所はどこでもよ

い
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□　a.よかった

恒　b.まあまあよかった
l

;ロ　C･ちがう活動をしたほうがよい

i.いd･どんな活動でもよ



4.ほかの大学の学生と一緒に合宿して,どうでしたか.自由に感想を書いて下さい｡

いろいろな大学といろいろな国の人とグループを組んで作業することができてとても楽しかった

グループ活動以外は自分の大学の人と遊んだりあまり話す機会がなくて残念でしたoでも､ビデオ撮影したのは忘れられない｡

楽しかった｡天気がもっとよかったらと思うが｡

それぞれの学校と国から北学生たちと合宿で着てよかった｡グループ､部屋割で国や大学を混ぜて新しい友達をたくさん造ることが

できてとてもうれしいD

楽しかったo天気がもっとよかったらと思うが.時間がもっとあったらもっとよかった｡

とてもおもしろかったoできればもう一度参加したいo試験が近かったからもっと早めにしてはしかった.

日本語がうまくなった｡

面白くてよかった｡

他の国の文化､ことば､人と交流できた｡

以心伝心できた｡

来年はサポートする立場で参加したい｡

日本にいてこういう体験ができるのはすごいo

みんな楽しかったo助け合ったり､話し合ったりしたD

美しい思い出をたくさん作って幸せだった｡

楽しかった｡他の人の意見を聞いて自分の知識の範囲を広めることができた｡

チームワークをして楽しかった｡

宿舎の規則が厳しかった｡

このような機会があまりないのでよかった｡ビデオも最初はできないと思ったが､やってみたらできてうれしかった｡

他の大学の留学生とあえてよかった｡

自由な時間が少なくて残念だった｡外にも出たかった｡

よかった｡他の大学にも外国人がいることを認識した｡みんなといっしょにがんばってよかった｡

グループの仕事が完成したときは感動した｡文化や社会が違うが､みんなの｢幸せ｣は同じなのだと思った｡

本当にいい経験だったo

合宿を通して他の大学の学生と交流できたし､グループで作業しながら協力して仕事を進めることを勉強できた｡

新しい国の人たちと新しい大学の人たちとあって楽しかった｡

普段しないことを新しい人といっしょにしたことが楽しかった｡

たくさんの人と知り合えてよかった｡グループ活動を通じてたくさんの話ができ親睦が深まった｡

同じ大学の留学生とも普段はかかわる機会があまりないので話ができてよかった｡

初対面で国籍もバラバラだったけれどあらゆる活動を通して自然に仲良く交流することができたのでよかった｡

たくさん話もすることができて､よい国際交流の経験をつむことができた｡

少ない期間でこんなに仲良くなれるとは思わなかった｡本当に楽しく､勉強になっていい合宿だった｡

みんなと離れてもとの生活に戻るのはとてもさびしい｡
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とても楽しかった｡友だちもまた増えていろいろ勉強になった｡視野が広がった｡

いい人脈が広がる機会になると思うoまた参加したいo

いっしょに生活して仲良くなりやすかった｡他大学のシステムがわかり視野が広がった｡

はじめは恥ずかしくて嫌だと思ったが､作業を通じて仲良くなってよかった｡ 4-5日ぐらいの期間にしたらいいと思う.

楽しかった

楽しかったo自分の大学だけで集まりがちで残念だったo

初めて他大学の学生と交流して新鮮だった｡日本人より留学生の方が多いというのは大学では経験できないことで非常に楽しかっ

た｡

ビデオスキットを作るのは初めてで不安だったが､協力してよいものができて感動した｡

みんなが優しく接してくれてとてもうれしかった｡

消灯時間が早すぎたて､交流の時間が少なかったo

楽しかった｡しかし､同じ大学の学生で固まる傾向があって残念だった｡

全員でいっしょに活動する機会がもっとあったらよかった｡

短かった｡また連絡を取り合って他の言語も覚えたいと思う｡とにかくおもしろかった｡

他の大学の学生と生活し､他の地域のこともわかってよかったo

作業の賞がもらえなかったのは残念だったが､がんばったので充実した3日間だった｡

国籍の異なる人と杜共同作業を行うことができて大変いい経験になった｡

言語や文化が異なっても熱意があれば目標を達成できるということを体験できてよかった｡

とてもいい経験だった｡他の国の文化とも交流できたoまた機会があったらぜひ参加したい｡

他大学の学生といっしょに合宿して､いろいろ異なる文化について話し合って新しい友達もでき､とてもいい経験になった｡

他大学の学生と授業内容について情報交換できておもしろかったo

いい交流ができてよかった｡今度はスポーツ大会もしたい｡

いろいろな人と出会って新鮮で面白かった｡時間が短いが､共同作業によって親しくなれた｡

すごくよかったo他の文化も学べたし､自分の文化と宗教についてみんなに教えたo

作業だけでなく､ゲーム､スポーツなどもみんなといっしょにしたいo

いろいろな意見を持つ人と会えてよかった｡また機会があったら参加したい｡

4.経責

今回の合同合宿は留学生経費を使用し､移動は岩手山青少年交流の家のバスを利用した｡

支出 俘�m｢�金額 

留学生経費 几yN��洩ﾉZ｢��51,120 

自己負担 �(8搨��洩ﾉZ｢��9,000 

合計 ��60,120 
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5.今後について

単なる交流事業ではなく､コミュニケーション教育の一環として昨年度からこの合宿が利用されるよう

になった｡日ごろ､留学生と日本人学生の接点は以外に少なく､この合宿を契機に日常的な交流につ

ながっており､参加学生からは継続の強い要望が寄せられている｡これは､交流パーティーのような一

過性の交流ではなく､共同作業を通じて密度の濃い関係を築いた結果であろう｡留学生からは､ ｢これ

まで日本語ネイティブである日本人と日本語で話すことにとても抵抗があったが､自分たちの日本語で

も十分に意思疎通ができるという自信を得たという感想を得た｡また､日本人学生からは､留学生が普

段いかに苦労して勉学に励んでいるか､いかにさまざまなことを深く考えているのかを知り､留学生に

対して尊敬の念を抱くとともに､同じ大学生として共感する部分も大きいことで親近感を得たということ

であった｡このような機会を続けるために予算の継続的措置が望まれる｡これについては､ 3大学の担

当者間で､当面の間､継続することで合意を得た｡

(文責:松岡洋子)
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平成19年度岩手大学外国人留学生スキー研修

1.実施要項

目　　　　的

内　　　容

期　　　　日

実施場所

宿泊場所

講　　　師

参　加　者

統　導　者

移　　　動

準備する物

そ　の　他

岩手大学に学ぶ外国人留学生が､スキーを通じて雪国である岩手の冬に親し

む｡更に留学生相互､並びに教職員との交流を図り､留学生活の適応と留学

生教育の効果を高めること｡

スキー実技指導

平成19年12月25日(火) ～12月27日(木) (2泊3日)

安比高原スキー場(岩手県八幡平市安比高原　　TEL　0195-73-5111)

安比グランドホテル(岩手県八幡平市安比高原　TEL　0195-73-5011)

安比高原スキー場スキー指導員　　7名

外国人留学生　　　　　　4 0名

国際交流センター教員　早川智津子

国際課　　　　　　　　　今野和男､高田千住

借上バス(安比高原スキー場所有)

スキーウェア･手袋･帽子･ゴーグル(借りる人は不要)

スキー用具一式(借りる人は不要)

着替え

※　12月25日(火) 9時までに学生センター前に集合

※　昼食は各自でとること

2.実施内容

1日目には､オリエンテーション(開校式)終了後､参加者はレベル別の班に分かれて指

導員の指導のもと実技講習に参加した｡ 2日目(午前･午後)及び3日目(午前)にも班別

の実技講習が行われた｡今回初めてスキーを体験した者も含め､最終日にはほとんど全員が

リフトに乗り､スキー場を上から下まで滑り降りるレベルに達することができた｡ 1日目と

2日目の夜食時には､交流会を行い､友情を深めた｡大きなケガもなく､思い出と友情を持

ち帰るスキー研修となった｡
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3.日程表

【第1日目】 涛｣���学生センター集合(時間厳守) 

12月25日(火) 涛｣#��学生センター出発 

10:30 ��NH4�8�986�7ｨ6X8ｹ9�(R�

10:40 �4�8ｨ4x986X�ｸ5h8x92愛ｨﾕｨ���

ll:00 �5�4ﾈ�ｸ��ｵｨ��OR�

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

13:00 們�ｵ｢育y;�蹴��

16:00 俾冰"�?ﾉx�,�,r��

18:00 冰ｹ�りﾏ�zﾂ�

【第2日日】 都｣3��朝食 

12月26日(水) 涛｣���実技(指導員) 

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

13:00 們�ｵ｢育y;�蹴��

16:00 俾冰"�?ﾉx�,�,r��

18:00 冰ｹ�りﾏ�zﾂ�

【第3日目】 都｣3��朝食 

12月27日(木) 涛｣���実技(指導員) 

12:00 �(ｹ�ｈｦX齟��

13:00 偬�ﾘ��OR噂(ﾕｨ���

13:20 ��NHﾘ(ﾋH5�4ﾈ�ｸ�ｨ�Jﾒ�

14:30 乂y�h5ｨ985��ｹ9�(R陝�薐�
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岩手大学長と岩手大学外国人留学生代表との懇談会記録

(第1回)

日　時:平成19年10月23日(火) 16:00-17:30

場　所:学生センタ一棟会議室

出席者:平山健一学長､斎藤徳美理事･副学長､大野置男理事･副学長､

堀江　暗国際交流センター長､中島武幸研究交流部長､松井照雄学務部長､

国際交流センター運営委員:平原英俊､古賀潔､

国際交流センター教員:松岡洋子(司会)､尾中夏美､早川智津子､

国際課職員:高橋副課長､今野主査､石沢主任

外国人留学生会役員　　会長､副会長

中国留学生学友会役員　会長､副会長
70ロク÷ラム:

1.開会(司会)

2.出席者紹介(司会)

3.学長からのことば

4.懇談

5.閉会(暫藤徳美理事･副学長)

内　容:予め留学生会で集約した意見･要望等に基づき､岩手大学教職員と意見交換会を開催｡

9月入学の可能性､日本語を学ぶ予備教育制度の可能性､日本語学校-の岩手大学の広報､英

語の授業のレベル分けについて､チューター制度の現状､学友会の活動場所の確保､留学生の

日本での就職､宿舎と奨学金及び授業料免除制度について意見交換を行った｡

(第2回)

日　時:平成20年3月14日(金) 16:00-17:30

場　所:生涯学習･多目的学習室(図書館2階)

出席者:平山健一学長､暫藤徳美理事･副学長､玉真之介理事･副学長､大野最男理事･副学長､

堀江　暗国際交流センター長､松井照雄学務部長､

国際交流センター運営委員:菅原正和､薮　敏裕､

国際交流センター教員:尾中夏美､中村ちどり､早川智津子(司会)､

国際課職員:高橋副課長､今野主査

外国人留学生会役員　　副会長､会計

中国留学生学友会役員　副会長､幹事2名
プロクヾラム

6.開会(司会)

7.出席者紹介(司会)

8.学長からのことば

9.懇談

1 0.閉会(堀江国際交流センター長)

内　容:

｢教育環境～卒業後の就職～｣

留学生が抱える就職活動の際の問題､留学生の就職活動支援(アジア人材資金･高度実践留学生育成事

業やインターンシップ説明会等)､就職を意識した日本語教育等について意見交換を行った｡

｢生活環境～盛岡での生活～｣

留学生の授業料免除状況､母国で英語を習わない留学生-の英語学習支援､留学生の経済状況等につい

て意見交換を行った｡

(国際教育グループ報告)
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国際交流センター組織図

○　岩手大学国際交流センター組織図

学　長

理事･副学長(学術担当)

l

学術推進本部:
l

l国際交流センター 

l国際交流センター長 劔� 

一 一 ■ ■ ■ I I I - - - ■ ■ 一 一 ■ I ■ � 俛�ﾝｸﾏ�zﾈ5ｨ985��ｸ戊�8効醜檍��

l国際交流会館l 

国際交流会館運営委員会j 

ll 剪�

亀 ヽ ��ｸﾙ�ﾝｸｮ�iYInR�○国際教育部門 凵稽fu号 

構成専任教員(5名) 兼務教員(9名) 

-(/fff7-I-/-/-,｣,-/-/-3-i 
撃○学術交流.研究者交流 劔�+���"�

聖○留学生の受け入れ.日本人学生の留学支援 劔辻��"��2�

研究交流部国際課
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平成1 9年度留学生関連行事
行　　　　　事　　　　名

火

19日(土)

5月　27日(日) ～6月2日(土)

6月　1日(金)

14日(木)

7月　1日(日)

5日(木)

14日(土) ～16日(月)

27日(金)

30日(月) ～

8月　　3日(金)

5日(目)

7日(火)

20日(月)

23日(木) ～

9月　　3日(月) ～7日(金)

8日(土)､ 9日(日)

10日(月)

12日(水) ～14日(金)

10月　1日(月)

月3日(月

24日(水)

24日(水)

26日(金)

27日(土) ～28日(日)

11月　13日(火)

15日(木)､ 17日(土)､ 19日(月)

19日(月)

24日(土)､ 25日(日)

12月　24日(月)

25日(火) ～27日(木)

1月　18日(金)

19日(土) ～20日(日)

2月　15日(金)

25日(月) ～26日(火)

3月　12日(水) ～13日(木)

14日(金)

学年開始､ 2年次以上前期授業開始
4月入学留学生の諸手続き

特別コースプレースメントテスト

岩手大学入学式

新入生オリエンテーション
1年次･編入生授業開始

日本語研修コース前期授業開始

国際交流科目(日本語)前期授業開始
外国人留学生オリエンテーション
スーパーイングリッシュ(7月6日まで)

国際交流会館オリエンテーション

留学生ライブラリーツアー
チューター･会話パートナーオリエンテーション(日本人学生)

スーパーチャイニーズ(7月2日まで)

海外留学オリエンテーション(日本人学生)

着物着付け体験
留学生ガーデンパーティ

日本留学フェア(北米)

関学記念日

海外体験者座談会(日本人学生)

外国人学生のための進学説明会(東京)

岩手県留学生交流推進協議会運営委員会及び総会･交流懇談会
北東北国立三大学合同合宿研修(秋田)

日研生コース修了発表会

2007年度韓国群山大学サマープログラム(8月9日まで)

盛岡さんさ踊り

夏季休業(8/5-9/30)

岩手県留学生交流推進協議会岩手県内外国人留学生社会見学

効果的な英文Eメールー書き方のコツと実践
ア-ラム大学SICEプログラム(12月まで)

英語プレゼンテーション研修
日本留学フェア(釜山､ソウル)

日本語･日本文化研修コース終了式

外国人留学生見学旅行(南東北)

後期授業開始
スーパーイングリッシュ(12月19日まで)

特別コースプレースメントテスト

短期留学特別プログラム､日本語･日本文化研修コース開講式
スーパーチャイニーズ

SICEハローパーティ

日本語研修コース後期授業開始

国際交流科目(日本語)後期授業開始
外国人留学生オリエンテーション(後期)

学長と岩手大学外国人留学生代表との懇談会

国際交流会館オリエンテーション

留学生ライブラリーツアー

学部進学留学生のための大学進学説明会(東京)

不束方祭(オープンキャンパス)

岩手県内外国人留学生就職支援フォーラム

日本留学フェア(タイ)

がんちゃん国際フォーラム講演会

日本留学フェア(ベトナム)

冬季休業(12/24-1/7)

外国人留学生スキー研修旅行(安比高原スキー場)

岩手県外国人留学生就職支援協議会岩手県内留学生インターンシップ説明会

大学入試センター試験

交換留学プログラム終了式･修了発表会
個別学力試験(前期日程)
個別学力試験(後期日程)
学長と岩手大学外国人留学生代表との懇談会
外国人留学生卒業(修了)生送別会
留学生パートナーオリエンテーション

卒業式･修了式
春季休業(3/31まで)
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岩手大学留学生集計表(平成20年3月31日現在)
《種別》
【学部所属】()は女子で内数 

学部 ��8ｴｹ�b�剌ｬ計 儖��8ｴｹ�b�劔小計 俘xﾇb�学部生 劔研究生 剪�科目等履修生 

国費 ��ﾙWｲ�私費 剄藻� ��ﾙWｲ�私費 倩IN��私費 

人文社会科学p �� ��Bビ��14(7) ������ �2�"��5(3) ��9(6) �#2��2��

教育学部 ��� �"����3(1) ������ �"����5(5) ��8(7) 免ﾂモ��

工学部 ���18(9) ��茶b��38(15) ��� 迭ィ�� ��6(4) 鼎B��鋳�

農学部 �� 澱ィ��6(4) �� ��� ��1 途ィ��

国際交流センター �� �� �� �� �� ��

合計 �"�18(9) 鼎���ｒ�61(27) �2�"�� 免ﾂビ��10(8) ��24(17) 塔RイB��

【大学院所属】

大学院 ��8ｴｹ�b�剌ｬ計 儖��8ｴｹ�b�劔剌ｬ計 俘xﾇb�研究生 剪� ��科目等履修生 

国費 ��ﾙWｲ�私費 剄藻� ��ﾙWｲ�私費 俛�N��私費 倩IN��私費 

3(2) ��7(5) ���ビ�� �� �� �� ��10(7) 

教育学研究科 �"�"�� 途ィ��9(6) �� �� �� �� 湯ッ��

工学研究科(M) �"����1(1) ��Rィ��18(6) �� �� �� �� ��ｃb��

工学研究科(D) 唐� ��Rィ��23(4) �� �� �� �� �#2ィ��

農学研究科(M) �� ����2��10(3) �� �� �� �� ����2��

連合農学研究科 �#bヲ�� ��rビ��43(16) �� �� �� �� 鼎2��b��

国際交流センター �� �� �� �� �� �� ��

合計 鼎���B��1(1) 都��#r��113(42) �� �� �� �� ���2イ"��

※別科､専攻科については外国人留学生 劔の在籍者がいないため､省略する○ 

【国際交流センター所属】

国際交流センター 俛�N��倩IN��合計 
日本語研修留学生 �?ｩgｸﾎ｢�?ｩgｹ[h嶌ﾊH�9z�y�b�特別聴講学生 

合計 ��1(1) �"����3(2) 

◆◆留学生総数◆◆
国費 ��ﾙWｲ�私費 俘xﾇb�

正規生 鼎2��B��19(10) ���"イR��174(69) 

非正規生 釘�2�� �#2��b��27(19) 

合計 鼎r��r��19(10) ��3Rツ���201(88) 

〔連合農学研究科配属別内訳〕
(山　大､(岩手大学18名､他大学配属23名) 

国費 ��ﾙWｲ�私費 俘xﾇb�

岩手大字 ��2ッ�� 迭�"��18(8) 

帯広畜産大 澱�"�� 澱�2��12(5) 

弘前大学 釘���� �"�6(1) 

山形大学 �2� �"����5(1) 

合計 �#bヲ�� ��Rッ��41(15) 

24　ヶ国　201人

〔岐阜連合獣医学研究科〕 
l 俛�N��政府 倩IN��合計l 

l岐阜連獣 �"���� ���3(1)l 

(国籍別:ザンビア1(1)､エジプト1､ネパール1) 

〔連大他大学配属分除いた留学生数〕
180　(80)

(アジア)13カ 剄�186(82)人 �(アメリカ)5カ国6(1)人 �(アフリカ)3カ国3人 �(ヨーロッパ)3カ国6(5)人 

国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�国名 佗b�

インドネシア 迭�ベトナム 釘����アメリカ �"����マダガスカル ���ロシア �2�2��

韓国 湯ィ��マレーシ′ア �#R��"��ブラジル ���シエラレオネ ���キルギス ������

カンボジア ���モンゴ′レ 湯ッ��ハイチ ���エジプト ���フランス �"����

タイ 迭�"��ミャンマー ������アルゼンチン ��� �� ��

中国 ����ゴ"��ネパール ���ホンジュラス ��� �� ��

スリランカ �2���� �� �� �� ��

バングラデシュ 湯�2�� �� �� �� ��

フィリピン �2� �� �� �� ��
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過去5年間の男女別留学生数(各年5月1日現在)

年度 ��R�16 ��r�18 ����

男 ��#b�114 ��#B�115 ���R�

女 鉄��63 都2�83 塔2�

計 ��ィ�177 ��途�198 ��唐�

外国人留学生の推移

経費別留学生数

年度 俛�N��ﾙWｹF��ｩyx��+ｸ,ﾉ�ﾂ�劍ﾇb�

15 鉄��21 鳴�ﾂ���104 ��ィ�

16 鼎2�18 ���116177 

17 鼎b�220 �129 ��途�

18 鼎c�や����3B���唐�

19 鼎fﾂ�l l 1810 �134 鳴��唐�
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外国の大学との交流Academic Cooperation between U｡1,ersities/Faculties

大学間協定universities

国名 ��Xｧy9冖ﾂ�初締結年月日 偃X,委�zﾉ>�vR�6�FV蹠6�U�6��誚W2�

Country 疲�ﾖV�V譌fW'6宥��FlrstDateof Agreement 乂x��ﾏ�zﾂ��6�FVﾖ�2�U�6��誚R�学生交流 Student EXchange 

中華人民共和国 仂厩ﾈ蹣Lﾙ�Xｧr��VgT踟&ﾖ�ﾅV譌fW'6宥��2002.9.25 ��ｲ�○ 

北京大学.石河子大学 PekingUniVersity.ShiheziUniVersity �#��2��"絣�○ ��

西北大学 �#��2��"纈�○ ��

People'sRepublicof China 疲�'F�W7EV謨fW'6宥��
大連理工大学 DalianUniVersityofTechnology �#��R絣�#2�○ ��

吉林農業大学 JilinAgriculturalUniVersity �#��b����2�○ ��ｲ�

寧波大学 NingboUniVersity �#��b����#��○ ��ｲ�

大韓民国 RepubllcofKorea 冖�&ﾙ�Xｧxﾕ｢�ﾗ柳誚ｦ彪譌fW'6宥��2004.7.13 ��ｲ�○ 

国立HANBAT大学校 HanbatNationalUniVersity �#��b繧�#2�(⊃ ��

タイ王国 �5H484�8��Xｧr�2002.7.2 ��ｲ� 

KingdomofThailand �6��ﾕV謨fW'6宥��

ロシア連邦 �5H984�6r�7�6X8ｸ7X8ｸ4��zy[h嶌ﾇﾈ���Xｧr�2000.3.28 ��ｲ�(⊃ 

RussianFederation �7B��WFW'6'W&u7F�FT�6�FVﾗ柳d7VﾇGW&R�

アメリカ合衆国 UnitedStatesof �4��ｸ6�99�Xｧr��V'W&薹謨fW'6宥��1998.ll.6 ��ｲ� 
ア-ラム大学 �#��2繧貳ﾂ�○ ��ｲ�

America 之�&ﾆ��ﾔ6�ﾆVvR�

テキサス大学オーステイン校 TheUniVersityofTeXasatAustin �#��B����#��○ ��ｲ�

カナダ �5ｨ986r�8�4�8ｨ�ｸ5��Xｧr�2003.7.31 ��ｲ�○ 

Canada �6�也F��'蜘5V譌fW'6宥��

部局間協定Faculties

部局名 俛�kﾂ�大'B等名 傀�/xﾈｹD霾�?｢�主な交流内容 ContentsofEXchanges 

Facultyin Charge �6�蹠'��1一 NameofUniVersity 杷�'7DF�FV���w&VVﾖV蹌�学術交流 Academic EXchange 乂y�hﾏ�zﾂ�7GVFV蹌�W�6��誚R�

㌢E:訂人 =.芳書文 巴≡.=社 l~l-L<A 〔′】フ言 �7H8�985絢I��ﾙ��ミシェル.ド.モンテーニュ一一ボルドー第3大学 �#��r縉��○ ��ｲ�

2.諾科 等学 芸gO部 ∽1ト.巾 �&W�V&ﾆ�6�g&��6R�UniversityMicheldeMontaigne-Bordeaux3 

[教 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��北京大学哲学系(宗教学系) ��涛ゅゅ#��○ ��
EL E育 儕ekingUniVersity 

巴学 =■部 コ 僖epartmentofPhilosophy(Religion) 

清華大学中文系 �#�����"��R�(⊃ ��ｲ�

People'sRepublic 膝6匁vⅢ�V謨fW'6宥柳f6�觚6Tﾆ�誣V�vW2b�

of China 犯ﾇFW&�GW&R�

山東工芸美術学院国際交流与合作処 ShandongUniVersityofArtandDesign OfficeofⅠnternationalEXchangeand Cooperation �#��b絣����○ ��ｲ�

インド �5x888�6�8ｸ8�8ｲ�6ﾈ�ｸ8ｹ�Xｧxﾋ靜｢饉hｧr饉h嶌ﾊB�ｸh���2006_9.28 ��ｲ� 

Ⅰndia 幡�v���&ﾆ�ﾄ觀�'UV謨fW'6宥��66���ﾆ�誣V�vRﾄﾆ友W&�GW&Rd7VﾇGW&R�7GVF妨2�

イタリア共和国 �4ｨ8��ｸ8��Xｧr�2005.10.5 ��ｲ�○ 

RepublicofⅠtaly ��66�FVﾖ��F�&VﾆﾆT�'F芳�6�'&�&��
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アメリカ合衆国 �6ﾘ�ｸ5り5ｨ986x8�8ｲ�4ｨ8ﾈ6(5r�2002.9.6 ��ｲ�○ 

UnitedStatesof America 疲�'F�6V蹠&�ﾄ6�ﾆVvR�

カナダ �7X8ｨ6X4(6(5h8R�5(8ﾘ987(4��Xｧr�2001.7.17 ��ｲ� 

Canada 彦�V謨fW'6宥柳d'&友�6�6�Vﾖ&���

P工 oq学 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ���V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�2���6����西安建築科技大学 xianUniVersityofArchitectureand ��涛偵b�#R�○ ��

ト一. 完部 rD トづ 儺echnology 

中国科学院蘭州化学物理研究所 �#��"纈�#b�○ ��
コ gq 儉anzhouⅠnstituteofChemicalPhysics, chineseAcademyofSciences 

北京大学化学与分子工程学院 pekingUniVersityCollegeofChemistryand MolecularEngineering �#��2�2����○ ��

新彊農業大学 XinjiangAgriculturalUniVersity �#��8�ｳ������○ ��

華南理工大学 SouthChinaUniVersityofTechnorogy �#��B縒綯�○ ��

新彊大学機械工程学院 xinjiangUniversitycollegeofMechanica1 Engineering �#��B縒����○ ��

西北農林科技大学信息工程学院 NorthwestA&FUniVersity co11egeofⅠnformatlonEnglneering �#��b繧�#2�○ ��

大韓民国 亊異�ﾋH��|ﾘ4x6ﾈ8ｸ4ﾘ�ｸﾊHｸh��2006.1.24 宙�ﾒ� 

RepublicofKorea 噺�&V��F��4V觚&w�&W6V�&6�F�7F宥WFR�╋�U(uB��

安東大学校工科大学 AndongNationalUniVersity CollegeofEngineering �#��b絣���(⊃ ��

ソウル産業大学校工科大学 seoulNationalUniVersltyofTechnology CollegeofEngineering �#��r���繧�○ ��

タイ王国 �6�8h8�8ﾘ985(99�Xｧr�2002.1.10 ��ｲ� 

Kingdomof Thailand �6Ⅲﾆ�ﾆ�vｶ�&薹謨fW'6宥��

ハ～ンク～ラデシユ人民共 和国 People'sRepublic ofBangladesh �6�6�984�.(8�6h5h8hﾔ���Xｧxﾔ逢yYB�f�7VﾇG柳dV誚匁VW&匁rﾄ&�誚ﾆ�FW6�謨fW'6宥���V誚匁VW&匁v�襴FV6�����2003ー12.23 ��ｲ� 

モンゴル国 �8(98588ｸﾙ�zy�Xｧr�2007.9.14 ��ｲ� 

Mongolia ��Hｧx,h5(98788X�ｸ5�5H484x985逢x�����F柳��ﾅV謨fW'6宥柳dﾖ�v����66���ﾖ�F�ﾖ�F�76�襯6��WFW%66坊�6R�

モンゴル科学技術大学通信と情報技術学院 MongolianUniVersityofScienceand TechnologySchoolofTelecomunicationsand ⅠnformationTechnology �#��x�ｳ�"����○ ��

ドイツ連邦共和国 �7X8�4X987ｨ�ｸ7h4�ﾙO�Fｨ�8ﾉ�扱ｨ��ﾊHｸh��2004.3.12 ��ｲ� 

FederalRepublic 波&�V諞�W"ﾘuF�7F宥WFVf�$踐襷W7G'V7F蒜R�

of Germany 彦W7F匁r�

フランス共和国 �784x�ｸ8ｲ�4r�7ﾘ8ｨ�ｸ4ﾈ8X�ｸ8ｩ�Xｧr�1997.4.19 ��ｲ� 

RepublicofFrance ��妨'&Rdﾖ�&傍7W&剖V謨fW'6宥��

ポーランド共和国 �7ﾈ�ｸ8�986�逢x4�4ｨ6h7��ｲ�1995.3.3 ��ｲ� 

RepublicofPoland ����6��6�FVﾗ柳e66坊�6R�

=富農 �4�8�8ｨ4ｨﾘx�ﾙ��パデュー大学 ��涛b紕紕�○ ��ｲ�

弓=.学 の≡部 彪譌FVE7F�FW6���ﾖW&�6��PurdueUniVersity.SchoolofAgriculture 
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闇薫 �4ｨ6�5��サスカチユワン大学農業生物資源学部 �#��ゅ2���○ ��
許∽賢究 �6���F��UniVersityofSaskatchewan 

巨喜'重科 ｡⊂) 一一Ir.II 僂ollegeofAgricultureandBioresources 

BPP地 �(h揄�ﾉj�I��ﾙ��上海高分子材料研究開発センター �#����2���○ ��
D-=王城 ��V��ﾆRw5&W�V&ﾆ�2���6����ShanghaiResearchandDeVelopmentfor 

EB'F寛連 喜弓携 芝芝推 ='6-rl進 儕olymerlcMaterials 

大韓民国 RepublicofKorea 佝9fｹ�Xｧxﾕｨ6x8�487ｸ8ﾘ5x�ｸﾊHｸh��1996.5.31 ��ｲ� 

ココ弓セ 僞ngineeringTribologyResearchⅠnstitute 

ド.ン コタ 若君1 儺yungpookNationalUniversity 

東亜大学校産学協力研究センター �#��"�2�#R�○ ��
【nqq (℃ト一. a)○ 僂enterforCooperatiVeResearchand 

ト1=! くつD) Fト一 僖evelopmentDong-AUniVersity 
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平成1 9年度岩手大学海外派遣･留学プログラム一覧

プログラム名 僥位ﾙ�b�参加資格 僥位ﾘﾙ��協定の 有無 冦ｩ4��単位 認定 僥位ﾘ鳧ｯ｢�派遣期間 侘)�ﾉX�%8ﾆ���担当学部 

*サンクトペテルブ ルグ交換留学プログ ラム �5H984�6x7�6X8ｸ7X8ｸ4��ﾙ�zy[h嶌ﾇﾈ���Xｧr�入社2- 4年生.院 生 �8ﾘ5h4��あり 佰�ｫyz�r�あり 滴ﾈ�-ﾈ+ﾘ,ﾒ�佇�.h.��3ケ月～1 年間 冩���iﾈ冷�人文社会科学部 

英語研修 �7X8ｨ6X4(6(5h8R�5(8ﾘ987"�4��Xｧx��ﾎｨﾊH�85ｨ92�5��ｲ�全学 �4ｨ6�5��なし ��ﾎｨﾊH�2�あり �8ﾈ�-ﾈ+ﾘ,ﾒ�以���佇��28日間 冩�CYiﾈ冷�

モナシユ大学英語研 修 �8(6�5h8i�Xｧx��ﾎｨﾊH�2�5ｨ985��ｲ�全学 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4��なし 凾｠り �8ﾈ�,c以��ﾚ��5週間 冩�CYiﾈ冷�

国語科実地研修 俛�ﾎｨ,ﾈｻ8怦��,偬�,H*ﾒ�.��ｨ�,�,r�教育 �(hﾙ�� 侏ｹ&靆乂r�あり �8ﾈ靺��10日間 們�N��%2�教育学部 

短期中国語研修 ��H揄�Xｧr�全学 �(hﾙ��あり �(hﾙ�ﾎｨﾊH�2�なし 嶋ﾈ靺��1ケ月 冩�#�iﾈ冷閲yN�ﾂ��

日本語教育実習 ��H揄�Xｧr�教育 �(hﾙ��あり �?ｩgｸﾎｨｻ8支���ｬr�あり �8ﾈ靺��2週間 冩��Yiﾈ冷閲yN�ﾂ��

*短期派遣 ��H揄�Xｧr�教育 �(hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�あり 嶋ﾈ靺��1年間 ��hｨ丑��教育学部 

曲阜師範大学 仆8屍�中国 �*�.���*�.��8月頃 ��D隴B�生活費 

ノースセントラル力レツ～ 仆8屍�米国 �*�.���*�.��4月または 8月より ��D隴B�生活費 

吉林農業大学 僞�r�中国 �*�.���*�.��8月頃 ��D隴B�約24万円 僞�yYB�

テキサス大学オース テイン校 ��8ｧr�米国 �*�.���*�.��8月頃 ��D隴B�生活費 俛�ﾝｸﾏ�zﾈ5ｨ985��ｲ�

ア-ラム大学 ��8ｧr�米国 �*�.���*�.��8月頃 ��D隴B�生活費 俛�ﾝｸﾏ�zﾈ5ｨ985��ｲ�

セントメアリーズ大学 ��8ｧr�カナダ �*�.���*�.��8月頃 ��D隴B�生活費 俛�ﾝｸﾏ�zﾈ5ｨ985��ｲ�

明知大学校 ��8ｧr�韓国 �*�.���*�.��9月ごろ 僵ﾉD闌��2��D闌�>��生活費 ��ﾉ[h��檍怦ｧyYB�

寧波大学 �?ﾈ��霹��中国 �*�.���*�.��8月 ��D隴B�生活費 仆8支ｧyYB�

ボルドー第3大学 �?ﾈ��"ﾒ�ID��b阡���b�フランス �*�.���*�.��8月 店*佇�����D隴B�年80万-90万円 ��ﾉ[h��檍怦ｧyYB�

岩手大学国際交流センター作成



平成1 9年度岩手大学海外派遣･留学プログラム一覧

国際研修 �8(6�5h8i�Xｧx��ﾎｨﾊH�2�5ｨ985��ｲ�工学 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4��なし ��ﾎｨﾊH�2�あり 嶋ﾈ靺��4週間 冩�39iﾈ冷�工学部 

パデュー大学学生派 遣 �7�6h8X�ｹ�Xｧr�農学 兔Hﾙ��あり 佰�ｫyz�r�なし 嶋ﾈ靺��1ケ月 田#X6�8ｸ,i{yN���ｧyYH.h.稲�ｫ�^(��農学部 

*表示のプログラムは協定校との交換プログラムなので､岩手大学で授業料を払えば､派遣先での授業料免除と月報8万円の奨学金(大学から推薦され､採用された場合)がつく｡

休学した場合は､単位認定はされない｡

岩手大学国際交流センター作成



平成1 9年度海外学生派遣実績

短期語学.文化研修 (部局名は主催部局) �+xｯｩF位ﾒ卯ﾉD����D竰�インターンシップ 

人文社会科学部 ��米国1 カナダ1 ロシア3 フランス3 ��

教育学部 ��米国1 �5�43b�

中国2 �(hﾙ�b�

農学部 兔Hﾙ�R� ��

工学部 �4��ｸ5�6x8�8ｨ4��B� �5�43��

国際交流センター �� ��

(作成:尾中夏美)
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岩手大学外国人留学生地域派遣実績一覧

2007年度

派遣先 僥位ﾙ?ｩ/b�交流 者数 僥位ﾙz��ｧy�i�B�国別人数 佰�zﾈ,ﾉ>�vR�

1 舒(詹�Xｧy�hｺb��x圷�2��4月8日 都���ll �(hﾙ�ッ唏6�984�8�6h5h8R�"唏6ﾈ7��ｸ8ｲ���唏8(98588ｲ��唏4�8�8ｨ4｢����交流事業 

2 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2�4月 儻9k��9 �(hﾙ�ビ唏6ﾈ7��ｸ8ｲ��唏6�984�8�6h5h8R�����文化体験 

3 ��ｩ�(ｼ驗ｩ�(晳D�7ｨ�ｸ8���ｩ�)�｢��6月14日 ����1 �6�984�8�6h5h8R����料理教室 

4 ��ｩ�)�ｨｻ8支ﾊHｸh檍､��ﾎｨ怩��ｩ�)�｢��6月27日 ��R�2 �6�984�8�6h5h8R��唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����文化交流 

5 儻9�兩ｸﾘ)9乂xﾕ｢穎霓�*ﾂ��7月26日～27日 ��"�2 �(hﾙ��"��語学指導 

6 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2�7月 儻9k��7 �(hﾙ�ッ唏6�984�8�6h5h8R����文化体験 

7 處�*ｨｷX賈)ｩmｩ&霎i*ﾉ>�橙��x圷�2��8月24日 �#"�3 �(hﾙ��"唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����文化交流 

8 處�*ｨｷX自)ｩmｩ&霎i*ﾉ>�橙��x圷�2��8月25日 �32�1 �7ｨ985x8X8�5ｃ���スポーツ交流 

9 佇�5�ｷX抦ｧxﾕ｢��x圷�2��9月20日 塔B�1 亊異�����文化交流 

10 ���ﾈ陞�(訷ﾊx迚YB��x圷�2��9月21日 儻9k��10 儻9k��文化交流 

ll �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��9月25日 鉄B�3 亊異��2��文化交流 

12 ��ｩ�)(hｧxﾕ｢��ｩ�)�｢��9月27日 �2�2 �6�984�8�6h5h8R��唏7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����課題学習(国際が テーマ) 

13 ��x圷�9|9�hｨ絢i:��xﾘr��x圷�2��9月30日 鉄����不明 儻9k��文化交流 

14 ��ｩ�(ｼ驗ｩ�(晳D�7ｨ�ｸ8���ｩ�)�｢��10月10日 ����1 �8ﾘ5h4�����料理教室 

15 冏�,ﾉ}�+x+�,ﾈ尸]ｸ支����ｩ�)�｢��10月12日 塔"�1 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4�����文化交流 

16 �6�8ﾈ8ｸ8I]ｸ支����ｩ�)�｢��10月19日 �#r�1 �6�984�8�6h5h8R����文化交流 

17 �6ﾙ|ｸﾘ)9乂xﾕ｢��x圷�2��10月20日 都��22 �(hﾙ�ヲ唏ｭ異��2唏8(98588ｲ�"咤�6�984�8�6h5h8Rコ唏7�6x6�8���唏8ﾘ5h4����定4ﾈ8ｸ4ﾘ5ｃ���文化交流 

18 �.�.�*�*刔i�ﾉ�Xｧx�969Zｨﾕ｢��x圷�2��10月24日 �3"�1 �7�6x6�8�����文化交流 

19 忠(��8ﾈﾔﾈ����x圷�9�Y;兀H勾�R��10月 辻�1 �(hﾙ�����自国紹介(記事掲 戟) 

20 ��x圷���ﾘ)9乂xﾕ｢��x圷�2��11月8日 ��Sb�5 �(hﾙ���唏6�984�8�6h5h8R�"唏6ﾈ7��ｸ8ｲ���唏7H4(8ｨ7892����文化交流 

21 ��ｩ�)�ｨｻ8支効醜橙��ｩ�)�｢��11月11日､17日､ 12月1日､8日 �#��2 �8ﾘ5h4��"��文化交流 

22 ��冉ｸ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月21日 ��3��5 �6�984�8�6h5h8R�2唏ｭ異���唏6ﾈ7��ｸ8ｲ�����文化交流 

23 ���68抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月22日 �#��2 �(hﾙ���唏8(98588ｲ����文化交流 

24 ��ﾘ唏抦ｧxﾕ｢��x圷�2��11月26日 ����1 �6�984�8�6h5h8R����文化交流 

25 偃ﾘ�8抦ｧxﾕ｢益ﾙnﾉ*ﾂ��11月29日～30日 儻9k��6 �(hﾙ��"唏ｭ異���唏6�984�8�6h5h8R��咤�¥Hﾙ���唏7ｨ985x8X8�5ｃ���文化交流 
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派遣先 僥位ﾙ?ｩ/b�交流 者数 僥位ﾙz��ｧy�i�B�国別人数 佰�zﾈ,ﾉ>�vR�

26 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2�11月 儻9k��1 �(hﾙ�����防災体験 

27 ��H抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月4日 �����2 �(hﾙ���唏ｭ異�����文化交流 

28 佶8鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月13日 田��1 �(hﾙ�����文化交流 

29 �8ﾈ鉙��抦ｧxﾕ｢��x圷�2��12月18日 鉄2�1 �5�42����文化交流 

30 �-8*H.�/�]ｸ支����ｩ�)�｢��12月26日 ��"�3 亊異��"唏6�984�8�6h5h8R����文化交流 

31 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2�12月 儻9k��10 �4x5x7h6r��唔(hﾙ�ッ唏6�984�8�6h5h8R��"唏5�42����文化交流 

32 仆8支ｧyYIXﾙ��<�¥ｨ辷�ｧxﾕ｢��x圷�2��1月17日 ����7 �(hﾙ�コ唏6�984�8�6h5h8R��唏8ﾘ5h4�����文化交流 

33 亶ｸ菇(hｧxﾕ｢�9nﾈ�2��2月1日 儻9k��5 �(hﾙ��2唏6�984�8�6h5h8R��唔¥Hﾙ�����文化交流 

34 ��x圷���ﾘ)9乂xﾕ｢��x圷�2��2月7日 ���2�5 亊異���唏7ｨ985x8X8�5ｃ�唏7H8�985ｃ"咤�8ﾘ5h4�����文化交流 

35 ��ﾘ唏抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月5日､19日 田��2 �(hﾙ���唏ｭ異�����文化交流 

36 �6ﾙ|ｸ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月13日 �����2 �(hﾙ���唏6ﾈ7��ｸ8ｲ����文化交流 

37 ��X鯤鮑抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月13日 �3��1 �8ﾘ5h4�����文化交流 

38 ���>ﾈ抦ｧxﾕ｢��x圷�2��2月21日 都��1 亊異�����文化交流 

39 �?ｩgｸﾎｨﾏ�zﾈ�(+h.h**2�2月 儻9k��4 �4x5x7h6r��唔(hﾙ��"唏6�984�8�6h5h8R����文化交流 

40 舒(訷ﾊxﾙ�ﾝｹE�h橙��x圷�2��3月5日 ����1 �5�42����文化交流 
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